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プロローグ　─淡い想い─




「はぁ、やっぱり今日も話しかけられなかった……」

　夕焼けの明かりが差し込む教室でひとり、小さくため息を吐つく。

　何年もずっと話したかった相手なのに。

　一緒にお話をして、一緒にお昼を食べて、一緒に下校して、一緒にテスト勉強とかもしたりして、それに休日はデートとか……そんな事を何年もずっと想像していたのに。

　実際に奇跡が起きて再び巡めぐりあえて、さらに同じクラスにまでなれたのに、私が毎日していることはただその背中をずっと見つめ続けることだけだ。

　これでも一応努力はしている。

　毎晩布団の中で、明日話す機会があったらどんな会話をしようかなって話題を考えているし、あっちから話しかけてきてくれないかなって一いつ生しよう懸けん命めいに念を送っているし、自分から話しかけようとも頑張っているのだ。

　ただ、毎回ちょっと勇気が足りないだけで。

「やっぱり最初のチャンスを活いかせなかったのが痛かったな……」

　始業式の日、なんと向こうから話しかけてきてくれたのに。

　いきなりの展開に頭が真っ白になって、嬉うれしさのあまりに心臓がおかしなことになって、恥ずかしさと興奮で顔が真っ赤になって、結果的には無視してしまうという最悪の展開になってしまった。

　絶望しかなかった人生だけど、あの時ほど絶望したことはなかった。

　あの後ずっと涙目だったし、後悔してもしきれないくらいに後悔したし、お家に帰ってからもノート一冊分反省文を書き続けたし、本当に最悪で、自己嫌けん悪おしてしまう。

「……このまま、ずっと話しかけられないままなのかな？」

　そう自分に問いかけてみて、大きく首を横にふる。

　このままでいいわけなんてなかった。

　なんせ夢なのだ。希望なのだ。心から望んでいることなのだ。

　このチャンスを逃のがせば、もう二度と同じクラスになんてなれないかもしれない。話しかけられる機会なんて訪おとずれないかもしれない。だから、絶対にこのチャンスを活かさないと。

　それに、最近、彼の周りに不ふ穏おんな存在も現れたし。ここ最近のあのふたりの急接近には楽らつ観かん視しできないものがある。

　このままではあの女に彼を取られてしまうかもしれない。

　そう考えただけで、心臓の辺りが鋭するどく痛んだ。

　そんなの絶対に嫌だ。戦った上で負けるのだったらまだ納得がいく。

　けど、今のままじゃ舞台に上る前に最悪の結果が突きつけられてしまうかもしれない。

「よ、よしっ！」

　自分を奮ふん起きさせる為ために小さく声を出してみた。

　そして、ぎゅっと両方の拳こぶしを握にぎりしめる。

　緊張するし、恥ずかしいし、不安だし、多分ものすごくパニックになっちゃうと思うけど、でも、

「今日こそは絶対に話しかけてみせる」

　自分に言い聞かせるようにそう呟つぶやいた。

「──絶対に、もう一度一いち護ごくんと仲良くなってみせるんだから」







１章　─新しい力─




「はあぁぁぁぁ！！！！！！！！！！」

　踏ふみ込んだ右足に全体重を乗せ、そのままの勢いで一気に袈け裟さ斬ぎりに刀を振り下ろす。

　ひゅっ、と風を切りながら一いち護ごの持つ刀は一直線に相手の肩口へと迫せまった。しかし、

「まだまだ、全然遅いわ！」

　金属と金属がぶつかり合う甲かん高だかい音が鼓こ膜まくを叩たたくと同時に、一護の刀は大きく弾はじかれ、

「それに隙すきだらけ。攻撃が弾かれる可能性、そしてその後のこともちゃんと考えておかないと。意識が甘すぎる」

　厳しい声と共に、喉のど元もとに鋭するどい切っ先が突きつけられた。

　その刀身にはどこか桜の花を想像させる刃は紋もんが浮かび非常に美しい。

　しかし、それ以上にその刀の持ち主は美しかった。

　──祇ぎ王おう寺じ葉は桜ざくら。

　一護の通う高校の生徒会長であり、憧あこがれの先輩であり、この東京聖塔トウキヨウジグラート内では剣聖と謳うたわれ、そしてありがたいことに攻略のパートナーでもある。

　二十五階のボス『竜たつ串くし飛ひ燕えん』を打ち破ったあの日からすでに十日。

　一護は二十八階、大森林エリアの奥まった一角にある湖こ畔はんで葉桜に剣の稽けい古こをつけて貰もらっていた。

「その腕前じゃこのエリアの雑ざ魚こにすら殺されるわよ」

「はぁはぁ……ですよ、ね……」

　中腰になって荒い息を吐はく一護の額からは大粒の汗が滴したたり落ちた。

「やっぱり素すの状態じゃまるで先輩の相手にならないですね」

「そりゃあ簡単に相手になられちゃったらこっちが困るわよ。でも、最初の頃に比べればかなりマシになってきてると思うわよ。刀の振り方も様になってきたし」

　東京聖塔内において、一護の能力値はかなり低い。最低クラス──というより、まさに最弱の能力値だ。

　その能力値的にマイナスな部分を少しでも補おぎなおうと技術の部分、つまり正式な剣術の基礎を葉桜に教わっているのだが、それでも一護の能力値ではかなり厳しいものがあった。

「けど限界、はあるわよね。こっちの世界はパラメーターが完全にレベルによって数値化されているから、筋トレをしたところで筋力がアップしたりはしないし」

　才能を努力で補う──という行こう為いに関しては、聖塔内ではほとんど意味のない事になってしまうのだ。

「ま、キミの場合は通常状態は弱くても、それを補おぎなって余りあるだけの必殺技があるんだけど」

　葉は桜ざくらが笑いながら小さく肩をすくめる。

　高こう速そく剣けん──それが、高い能力値も、誰もが憧あこがれる最強クラスの武器や防具も、その全部を投げ捨てて取得した、ただひとつだけの一いち護ごの武器スキルだ。

　その効果は、すべての者を圧倒的に凌りよう駕がするスピードを手に入れるという、とてつもなく強力なものだ。

　ただ持続時間はわずか三分間だけ。

　さらに使用後には一日のクールダウンタイムが必要な上、身体的にも精神的にも多大な負荷がかかるという、非常に扱いにくいものなのだが。

「あ、そうだ。今度はそっちの特訓にも付き合ってもらっていいですか？」

「特訓？　って、高速剣の？」

「はい」

　頷うなずく一護に、葉桜は小さく首を傾かしげた。

「別にいいけど、特訓なんて必要なの？　普通に戦うだけで大抵の敵は相手にならないだろうし、真名解放だっけ？　アレを使えばどんな敵でも倒せるでしょ？」

　そう、並大抵の相手であれば一護の姿を認識する前に打ち倒されてしまうほどの圧倒的な速度を高速剣は持っている為ため、基本的にはどんなモンスターだろうと相手にならない。

　さらに言えば、その速度すら高速剣にとってはあくまでオマケでしかないのだ。

　高速剣の本当の力──それは真名の解放による絶対不可避の一撃、因いん果が律りつの逆転を引き起こすというとんでもないものだ。

　過程よりも先に望む結果を引き寄せる、まさに奇跡とも呼べるその一撃の前では、どんな強者も無力に等しい。

　だから葉桜の疑問は当然といえば当然だった。けど、一護は首を横にふる。

「真名の解放は危険過ぎるから、今後は絶対に使わないほうが良いって、アトロさんに言われちゃいまして」

「絶対にって、そんなに危険なの？」

「はい。今後使った場合、現実世界での俺の身体からだの無事を保証することは出来ないと」

　あの時のアトロポスの目はどこまでも真剣だった。だから、本当に危険な行こう為いなんだってことが一護にも理解できた。

「そ、そうなんだ」

「だから、真名の解放を封ふう印いんしつつ、出来るかぎり高速剣の威い力りよくを上げていきたいなって思いまして。今後、飛ひ燕えんクラスの敵が出てくる可能性だってありますから」

「うん、それもそうね。常に困難を予想してその為ための準備をしておく。計画的に行動できる人、私、好きよ」

「えっ!?」

　いきなりの葉は桜ざくらの発言に、一いち護ごの心臓がドキリと跳はねた。思わず葉桜を見つめてしまう。

「あ、え、ええと、す、好きっていうのは、そ、そういう意味じゃなくてっ」

　ポロッと出た自分の言葉の意味に気づいて、葉桜も盛大に取り乱す。

　シミひとつ無い透き通るような肌が、羞しゆう恥ちで桜色に染まった。

「は、はい、わかってます。その、いきなり言われてドキッてしちゃっただけで、別に深い意味があるとか思ってませんから」

「そ、そうよね。一護くんがそんなことを期待するわけないものね」

　葉桜が小さく唇を尖とがらせた。

「あ、あれ？　なんで俺、睨にらまれてるんですか？」

「別に睨んでなんかいないですよー。それよりも特訓するんでしょ？　でも高こう速そく剣けんの強化って何かアイディアでもあるの？」

「ええ。実はこの一週間で少しずつ試していた事がありまして、その組み合わせで色々と面白いことが出来るんじゃないかなと」

　一護が自信のある表情でそう言った。

「試していたこと？」

「はい。ええと、飛ひ燕えん戦で音速剣ソニツクブレードと身体衝撃波ボデイソニツクって技を使ったと思うんですが」

「あー、はいはい。刀を振るって真空波を飛ばす技と、超速移動中に空気に触ふれる身体からだの面積を増やして衝撃波を発生させる技ね」

「そうです」

「って、冷静に考えるとあれってかなりの反則よねー。普通だったらどっちもタイカを消費してスキルとして取得するような技なわけだし」

　葉桜が少し恨めしそうに一護を見る。

　昔の葉桜からは想像も出来ないくらいに無防備で子供っぽくて可愛かわいらしい反応だった。

　塔攻略のパートナーとして同じ時間を過ごせば過ごすほど、優等生としての顔ではなく、葉桜の素すの部分の表情を見せてくれる。

　毎回実感することだけど、そんな葉桜の変化が一護にはすごく嬉うれしかった。

　自分だけが見ることが出来る葉桜の秘密の一面があるってことが嬉しくて誇ほこらしくて。

「で、一護くんは私の顔を見つめながら何をニヤニヤしているのかしら？」

　どうやら嬉しいという気持ちが表情に出てしまっていたらしい。葉桜がジト目で睨む。

「その笑みは高速剣という特別なスキルを取得した成功者の優ゆう越えつ感かんからくるものかしら？」

「ち、違いますって！　って、それを言ったら先輩の方がよっぽど成功者じゃないですか！」

「そんなこと無いわよ。一いち護ごくんにはデュエルで軽くいなされるわ、私が手も足も出なかったアスラをあっさりと倒されるわ、飛ひ燕えん戦なんて完全に足手まといになっちゃうわで、私はまるで役立たず状態だしー。足手まといだしー」

「す、拗すねないでくださいよー。そんなことないですって！　先輩は優秀だし、みんなから尊敬されている生徒会長だし、めちゃくちゃ可愛かわいいですし、塔内でも剣聖って言われてるくらいに実力者だし、それに──」

「ストップ！」

　葉は桜ざくらが人差し指を立てて、一護の顔の前へと突き出す。

「は、はい？」

「こほん。え、ええと、さっきの一護くんの言葉が早口でよく聞こえなかったから、もう一回聞いておこうかしら」

「先輩は優秀だし、ですか？」

「そこじゃなくてもっと後ろの方」

「塔内でも剣聖って──」

「その一個前！」

「め、めちゃくちゃ可愛いですし？」

「ふふっ」

　葉桜の頬ほおが満足そうに緩ゆるむ。

「そっかそっか、そうですか。なら、私の顔を見てニヤニヤしてたことも許しましょう。で、音速剣ソニツクブレードと身体衝撃波ボデイソニツクがどうしたの？」

　一気に機嫌の良くなった葉桜が話を元に戻した。

「ええと、あれって鎧よろいの各パーツを解除パージすることによって効果的に使えるようになるんです。音速剣であれば籠手アームガードを、身体衝撃波であれば胸当てブレストガードをって感じで」

「へえ、なるほどね。つまり、どの防具を解除するかを変えることによって音速剣や身体衝撃波以外にも色んな技が使えるようになるってこと？」

「そうです。さすが先輩、理解が早いです」

「って、ますます反則よね、それって」

　葉桜が羨うらやましそうな、それでいて呆あきれたような表情で肩を竦すくめる。

「で、具体的にはどんな技が使えるの？」

「籠手を解除すると音速剣などの遠距離衝撃波系の技が、肩当てシヨルダーガードを解除すると腕の可か動どう域いきが大幅に広がるので暴風衝撃波ハリケーンウエーブなどの範囲攻撃が、具足レツグガードを解除すると高速移動からの分身攻撃デイレイアタツクなどが出来たりします。他にも色々と組み合わせることによって複合的な技になったり──って、口で説明するよりも実際に受けてもらった方がわかりやすいと思いますよ」

「それもそうね。本当にそれだけの技が使えるんだったら純粋に見てみたいしね。かなりのパワーアップだと思うし」

「ええ、しっかり見ていてください。俺のパワーアップした姿を！」

　一いち護ごは胸を張って頷うなずく。その表情は自信に溢あふれていた。

　そして葉は桜ざくらとの距離を取って、刀を構える。キリッと表情が引ひき締しまった。

　対する葉桜も一度短く息を吐はき出すと、半身になり重心を落とす。刀の柄つかに手を掛け、鋭するどい眼まな差ざしで一護を見み据すえる。

「では、いきます、先輩っ！」

「ええ、いつでもどうぞ」

　ピン、と空気が張り詰めた。まるで敵と対たい峙じするかのように鋭い緊張感が空間を支配する。

　一呼吸置いて、一護がスキルを発動するための名を発する。

「高こう速そく剣けんっ！」

　瞬間、一護の視界に映る世界が激変した。

　色彩は薄く、音は遠く、そして全身の神経という神経が過か敏びんになる。

　視覚から、聴覚から、嗅きゆう覚かくから、触覚から、味覚から、あらゆる感覚から取り込まれる情報が超高速で体内を行き交い、脳がそれを他人の何千倍もの速度で処理する。

　行動、思考、確認、判断、そのすべてがはるかに人類を上回る。それは一護だけが知り得る世界と言えるかもしれない。

「籠手解除アームガードパージッ！」

　一護の言葉と共に、腕を包み込んでいてダンボール製の籠こ手てが淡あわく発光し、地面へと落ちる。

「三重剣撃衝撃波トリプルシヨツクブレード！」

　そして、手首の捻ひねりだけで小さく超高速な斬ざん撃げきを三つ繰り出す。

　斬撃で生み出された小さな三つの衝撃波は、弾丸のように葉桜に向かい一直線に飛んでいった。

「はぁっ！」

　一方、葉桜も負けてはいない。

　気合一いつ閃せん、愛刀である神器『三み日か月づき宗むね近ちか』を振るい、迫せまり来る衝撃波をかき消す。

　高速剣発動時の一護の速度はトップクラスの塔覇士ハンターだとしても目で追うことが不可能なくらいに速い。

　しかし葉桜は高速剣使用時の一護を除けば塔内で最速の塔覇士ハンターだ。さらに一護の動きは今まで一番近くで何度も見てきている。

　であれば、対応するのも不可能ではない。

「次はなにっ!?」

　そして、この攻撃があくまで肩慣らし的な、目め眩くらましの効果すらも狙ねらってない程度のものだと言うことを葉は桜ざくらは理解していた。

　だから、すぐさま視線は衝撃波から一いち護ごへと。一瞬たりとも心に隙すきを作らない。

「肩当てシヨルダーガード解除パージ！　崩壊砂嵐デイストーシヨンサンドストーム！」

　肩当てが宙を舞うと同時に、一護は大きく刀を振りかぶり、それを全力で振り下ろす。

　籠こ手てと肩当てを解除した時にのみ使用できる複合剣技──崩壊砂嵐。

　大地を切り裂かんばかりの鋭するどいその一撃に突風が吹ふき荒すさび、刀を叩たたきつけた衝撃で砂煙が巻き上がった。

　舞い上がった砂は竜巻のような暴風に巻き込まれ、一瞬にして砂すな嵐あらしへと変へん貌ぼうする。

「なっ！」

　突とつ如じよとして目の前に巨大な砂嵐が発生し、葉桜は驚きよう愕がくの声をあげた。

　完全に視界が遮さえぎられて、一護の姿はどこにも見えない。

　速度を武器にする相手に対して、その姿を見失うというのは最悪の事態だ。

　しかし葉桜は慌あわてない。さらに意識を集中して、砂嵐の中をじっと見つめる。

　一護の姿が見えないということは、逆に言えば砂嵐の向こう側に隠れているということになる。

　状況は追い込まれている。砂嵐から高速で飛び出してくる一護の姿を捉とらえ、さらにそこから反撃する。

　それは事実上不可能とも言えるくらいに難しいことだけど、可能性がゼロなわけではない。

「さあ、どこからくるの！」

　刀の柄つかを握にぎる手に力が篭こもる。どの方向からの攻撃にも対応できるように軽く膝ひざを曲げ、ただただ意識を視界へと集中する。

「腰当てチエストガード、具足レツグガード、解放っ！」

　その声は砂煙の中から聞こえてきた。そして、

「──四身残像斬りクアトロデイレイアタツクッ！！！！」

　砂の中から影が一直線に向かってくる。

「甘いわっ！」

　葉桜が迎え撃つように刀を抜いた。そこで、表情が固まる。

「甘いのは！」

「先輩の！」

「方ですよ！」

　その声は葉桜の左方、右方、そして上空から聞こえてきたのだ。

　正面から突進してくる影は紛まぎれも無く一護の姿。左方から、右方から、そして上空から迫せまるのも間違いなく一いち護ごの姿だった。

　兜かぶとと胸当て、外がい套とうだけを身につけ、下半身丸出しの四人の一護へんたいが高速で迫りつつあった。

「きゃゃあああああああ！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！」

　葉は桜ざくらは悲鳴を上げると同時に背中を向けて逃げ出す。

「って、せ、先輩！」

「いきなりそんな無防備な格好で！」

「逃げ出したりしないでくださいよ！」

「特訓にならないじゃないですか！」

「う、うるさーい！　っていうか無理！　無理無理無理！　とにかく中止！　この特訓は一旦中止！」

　脱だつ兎とのごとく逃げ出す葉桜の背中を一護は追いかける。

「そんなー」

「せっかく凄すごい必殺技を編み出したんですから」

「せめて一度くらいは剣を受けてみてくださいよ」

「この技のなにか重大な欠けつ陥かんが見つかるかもしれないですし」

　葉桜の耳には四方から一護の声がサラウンドで聞こえてきた。

「いやよ！　って言うよりも、受けてみなくても欠陥がまるわかりだから！」

「「「「え!?　マジですか!?　ど、どこに四身残像斬りクアトロデイレイアタツクの欠陥があるんですかっ!?」」」」

　四人の一護が同時に驚く。

「どこって、なんでわかんないのよー！　丸見えじゃない！　と、とにかく一旦停止！　これ以上、私に迫ってこないで──！！！！！！」

　葉桜の絶ぜつ叫きようがのどかな湖こ畔はんに響き渡ったのだった。







「はぁはぁ……はぁはぁ……」

　それから三分後、葉桜は中腰の体勢で荒く呼吸を繰り返していた。

　その背後では一護が困ったような表情で立ち尽くす。

　こんな展開は予想はしていなかった。まさか、先輩がここまで盛大に取り乱して逃げ出すなんて。

　それだけ、この四身残像斬りが危険な技に見えたってことかな？

　でも、欠陥が丸見えだって言っていたし。

「あ、あの、先輩？」

　恐る恐るといった感じで話しかけると、

「なに？」

　葉は桜ざくらは背中を向けたままだけど、返事はしてくれた。

「と、とりあえずどうでした？　俺の崩壊砂嵐デイストーシヨンサンドストームからの四身残像斬りクアトロデイレイアタツクは」

「そうね。技としては非常に効果的なものだと思う。戦いにおいて最も重要なのは相手の動きを見切ること。逆に言えば自分の動きを見切られないこと。距離感、タイミング、技の出所、視線の向き、そのすべてを砂すな埃ぼこりで隠した上で、超高速移動の残像による四分身での多方向同時攻撃オールレンジアタツクを仕掛ける。すごく理にかなっているし、この攻撃なら飛ひ燕えんだって倒せたんじゃないかしらって思うくらいよ」

「本当ですか？」

「ええ。実際はどうかわからないけど、それだけすごい技だってことは認めるわ」

　葉桜の言葉には素す直なおに賞しよう賛さんの感情が込められていて、一いち護ごは自然と頬ほおが緩ゆるんだ。

　色々考えて、試して、この技を考えて良かった。剣聖と呼ばれる葉桜がそこまで評価するのであれば、自信を持って良いってことだ。

「あ、でも先輩、さっきこの技には欠けつ陥かんがあるって言ってましたよね？　それも受けてみなくても丸見えだって」

「ええ、そうね。とてつもない欠陥があるわね」

　葉桜の声が硬かたく、鋭するどくなった。

「な、なんですか？　四身残像斬りの欠陥って……」

　自分では完かん璧ぺきだと思っていた技なだけに、そこまでわかりやすい欠陥があるのはちょっとショックだ。

「って、一護くん本気で言ってるの？」

　葉桜の声に硬さが増す。

「はい」

　一護の答えに葉桜は大きくため息を吐ついた後、

「そんなの、格好に決まってるでしょー、格好っ！　お、おかしいでしょ、その格好！　ド変態でしょ！」

　全力でツッコんだ。

　真名解放の時の全裸もおかしかった。

　強敵との戦いで、クライマックスを迎える格好としては最悪中の最悪と言っても良いだろう。

　けど、今の格好は──裸に兜かぶとと胸当て、そして外がい套とうという中途半端に上半身だけ衣類を身につけているその格好は、全裸よりもさらに最悪だった。

　変態性が格段に増していた。

　どこからどう見ても変質者の格好だ。

　しかも、そんな格好をした男が四人に分身して迫せまってくるのだ。

　思春期の乙女である葉は桜ざくらが悲鳴をあげて逃げ出すのも仕方のないことだった。

「ド変態って、酷ひどいですよ、先輩」

「だ、だってそうじゃない！　一いち護ごくん、今の自分の格好、鏡とかで見た？」

「はい、見ましたけど！」

「って、なんでちょっと得意げなのよ！」

「べ、別に得意げじゃないですよ。ただ、別に恥じるようなことでも無いと思って」

　一護は胸を張る。葉桜は背中を向けたままだ。

「一護くん、やっぱり他人に裸を見せつけることで快感を覚える性せい癖へきがあるんじゃ？」

「な、ないですって！　ただ、変に気にするのも違う気がするっていいますか、この格好にならないと技は発動できないわけですし、この技は俺にとっての必殺技ですから、そこに誇ほこりはありますし」

「ま、まあ、それはそうなのかもしれないけど」

　技の性能、完成度で言えば、それこそ誇れるだけのものがある。

　たった一週間ほどの時間で、これだけの技を創つくりだし、そして習得したのは素す晴ばらしいことだ。

　それは葉桜だって理解している。理解しているからこそ、その格好の酷さにもやもやしてしまうのだ。せっかくのすごい剣技なのにって。













「と、とにかく、一旦鎧よろいをつけて隠す所は隠して」

「わかりました。けど、先輩も慣れたほうが良いと思いますよ。今後、俺がこの格好になる機会はかなりあると思いますし」

　塔の攻略が進み、階層が上がれば上がるほど、そこを徘はい徊かいする怪物や階段を守るボスの強さはあがっていく。

　つまり、全力で戦わなくてはならない機会はますます増えていくはずだ。

「訓練中はいいですけど、ボスとの戦いの最中とかにさっきみたいな感じになられちゃうと色々と危険です」

「それは確かにそうなんだけど……」

「ってことで、そっちの訓練もしませんか？　先輩が俺の裸を見る練習的な」

　一いち護ごの発言に、葉は桜ざくらが表情を消して振り返る。そして、光の無いジト目で一護の顔を見つめた。

「一護くん、やっぱり単に見せつけたいだけなんじゃ？」

「だ、だから違いますって！　本当にそういう訓練も必要なんじゃないかなって思ってるだけで！」

　必死にそう言う一護の顔を、葉桜はジト目のまましばらく睨にらんでいたのだった。




　──当然、そんな訓練は行われるはずがなかった。








　　　　◇◇◇









　特訓を終えて、きちんと鎧を着込んだ一護と葉桜は湖こ畔はんに座り一息ついていた。

　水面みなもは太陽の光を照り返しキラキラと輝き、穏やかに吹く風が頬ほおを撫なでる。風と共に運ばれてくる微かすかな水の匂においが鼻び孔こうをくすぐり、気持ちをリラックスさせてくれていた。

　油断するとここが外では無く塔の中だってことを忘れてしまう。

　太陽の熱も、土や草の感触も、水のゆらめきも、風の匂いも、そのすべてが自然で、まさに自然で、とても人工的なものとは思えない。

　このひとつ下の二十七階は火山エリアでとてつもない熱さと噴ふき上あげる溶岩の凄すごさに思わず腰が引けたし、現在、梁りよう山ざん泊ぱくやスーパーノヴァが中心となって攻略している三十一階は常に吹ふ雪ぶいている雪山エリアだと言う。

　本当に、この塔がどんな仕組みによって創つくられているのかまったく想像も出来なかった。

　だからこそ、この塔を最初に攻略した者はどんな願いでも叶かなえてもらえる、という非現実的な報ほう酬しゆうにも真しん実じつ味みが出てくるのだけれども。

　というか、真実であってくれなくては困る。絶対に叶かなえてもらわなくてはならない願いが俺にはあるのだから。

　──一いち衣えを救うために、絶対に。

「一いち護ごくん、焦あせりは禁物よ」

　ふと、耳元で葉は桜ざくらの声が聞こえて、一護は少し困ったように笑みを作った。

「もしかして顔に出てました？」

「ええ、ちょっと怖い顔してた。一護くん、攻略のこと考えてる時はすぐに顔に出るから」

「すみません」

　素す直なおに謝る一護に、今度は葉桜が困ったような笑みを浮かべた。

「ええと、大切な人を救うため、だっけ？　一護くんが塔の攻略を目指してる理由」

「はい」

「そっか。そこまで真剣に、まさに命がけって感じで救おうとしてるってことは、もしかして一護くんの彼女さん、とか？」

　じっと葉桜の目が一護の顔を見つめる。

「ち、違いますよ！　俺、彼女とかいませんしっ！」

　いきなりの質問に思わず声が上ずってしまった。

「ホントかな？　一護くん、意外とモテそうだしな。ルックスは悪くないし、性格まっすぐで『俺について来い！』みたいな男らしいところもあるし」

「そ、そんなことないですって！　モテたことなんて人生で一度も無いですし！　い、いきなり変なこと言わないでくださいよ！」

　顔がかーっと赤くなり、全身から汗が噴き出してきた。

　そんな一護の様子を見て、葉桜の表情は緩ゆるむ。

「そっか。モテたことは一度も無いか」

　何な故ぜか満足そうにそう言った後、

「でも、となると救いたい人って？」

　小さく首を傾かしげる葉桜に、一護は少しだけ逡しゆん巡じゆんした後、口を開いた。

「ええと、妹なんです。一衣って言うんですけど、三つ年下で。今、ちょっと大きな病気にかかっちゃってて、学校にも行けてなくて。だから、一衣の病気を治してあげたいって、そう思って」

「……そうなんだ。ごめんなさい、プライベートなこと聞いちゃって」

　葉桜が頭を下げると、一護は首を横に振った。

「いえ、いいんです。パートナーになってくれた先輩には、俺の目的をちゃんと話さないとって思っていたところでしたし」

　本来であれば、葉は桜ざくらは一いち護ごのパートナーになってくれるような存在ではないのだ。

　現在、塔覇士ハンターの中で三人しかいない『神器適合者レジエンダリーマスター』で『剣聖』の二つ名を持つ。さらに、最大攻略ギルドのひとつである『白の騎士団』の団長でもあり、立場で言えば天と地ほどの差もあるわけで。

　そんな葉桜が一護の攻略の為ために手を貸してくれると言ってくれた。葉桜にとってプラスになるようなことは何一つないのに。

　だから、自分の願いが何なのか。どうして塔の攻略を目指そうと思ったのか。それは、いずれきちんと話しておきたいと考えていたのだ。

　それが、パートナーに対する礼儀だと思うから。

　それに、葉桜の悲しい過去を知っているのに、自分のことを話さないのもフェアじゃない気がするし。

「そっか、妹さんを救うためか。それなら私ももっと気合いを入れていかないとだね」

　葉桜は一護の顔を見つめながら、静かにそう言った。

「一護くんが攻略を焦あせる理由もよくわかるし。とは言っても、一いち衣えちゃんの為にも一護くんを死なせるわけにはいかないから、無む茶ちやはダメだよ？」

「はい、わかってます」

　一護は頷うなずいてから、気持ちを落ち着かせるように大きく深呼吸した。

「幸いなことにって言っていいのかわからないけど、今、塔の攻略は梁りよう山ざん泊ぱくとスーパーノヴァが中心になって、かなりのハイスピードで進められているわ。だから、私たちが無理をする必要はどこにもない」

「はい」

　一護たちが飛ひ燕えんを倒してから十日で、塔の攻略は三十一階まで進められている。

　この十日間で五階分、つまり二日に一階のペースで攻略されているのだ。

　二十六階に進んでみてわかったことだが、飛燕に足止めを食らっていた五年間で塔覇士たちの平均レベルは二十階クラスの敵のレベルを軽く上回るほど成長していた。

　単に飛燕との相性が悪く、一護が現れるまでの間、倒すことは出来なかった。

　が、二十六階から三十階までの敵に対してはボスも含め塔覇士たちにとって比較的くみしやすい相手だったのだ。

　それでも大きな負傷を負ったものが三名、死亡者一名という犠ぎ牲せいを出してしまってはいるのだが。

「今、私たちに必要なのはレベルアップ。それも数値的なものではなく、経験的なものの。だから、二十六階、二十七階と一階ずつきちんと雑ざ魚こ敵と闘たたかいながら経験を積んできたし、それは二十八階も二十九階も同じ。この方針でＯＫよね？」

「はい、それが一番確実な方法だって、俺も理解してますし」

　塔の階層が上がれば上がるだけ、基本的に敵は強く、そしていやらしくなっていく。だから、順番にきちんと攻略をしていくのが、実力をあげるのには一番の近道なのだ。

「とはいえ、ふたりで攻略を続けるには限界があるのも事実なのよね」

　葉は桜ざくらが腕を組んで眉まゆを寄せる。

「やっぱり厳しいですか？」

「ええ。今はまだ一いち護ごくんのフォローをしながら敵の動きに対応できているけど、三十階以降になると結構厳しいんじゃないかなって気がしてるわ」

「そう、ですよね。すみません、足引っ張っちゃって」

「その分、強敵相手では一護くんに頼りっぱなしになるんだから、足を引っ張るとか言わなくていいの。もちろん、高こう速そく剣けんを使ってない状態でのレベルアップは期待しているけど」

「はい、頑張ります！」

　一護も出来る事なら葉桜にフォローされっぱなしではいたくないし、むしろ常に葉桜の事を守れる立場にいたいと願っている。

　葉桜の実力を考えれば、非常に身みの程ほど知らずの願いではあるけど、やっぱり女の子を守りたいっていうのは男子の願望であるのだ。

　それが葉桜ほどの美少女であれば尚なお更さらだ。

「けど、もうひとりくらい仲間が増えると色々と楽になるのよね。できれば魔法を得意としたサポート中心での活躍ができるような」

「ああ、そうですね！　魔法使いの仲間、欲しいです！」

　魔法という単語に思わずテンションが上がる。

　考えてみれば、塔に入ってから魔法を目の当たりにしたことが無かった。

　アスラの使用した三種類のブレスが魔法に近いといえば近いものだったけど、あれは特殊能力って感じだったし。

　──魔法、やっぱり憧あこがれるよなあ。

　男の子であれば、誰だって子供の頃に夢見る不思議な力。それがこの塔内には存在するのだ。

　まるで魔法の才能がない一護は使うことは出来ないが、魔法使いを仲間にしてその恩おん恵けいにあずかってみたい気持ちは当然ある。

「探しましょう、魔法使い！　誰かいないんですか？　仲間になってくれそうな人」

「ただ仲間になってくれるだけで良いならいないことも無いと思うけど、そんな簡単な話じゃないからね」

「って言いますと？」

　一護の言葉に葉桜が呆あきれたようにため息を吐つく。

「まったく、一護くん油断しすぎ。高速剣の秘密、極力バレないようにしないといけないんでしょ？」

「あ、ああ！　そうでした！」

　高こう速そく剣けん──それは言ってしまえばわずか三分の間だけ最強になれる、そんなスキルだ。

　そして、それを使用したあとは全身がボロボロになり、丸一日無防備な状態になってしまうという、諸もろ刃はの剣つるぎなのだ。

　今現在、一いち護ごは塔の中では貧ひん相そうなダンボール装備に身を包んだ最低最弱の塔覇士ハンターとして名を知られている。

　一護を見る皆の視線には好奇と哀あわれみ、そして侮ぶ蔑べつの感情が含まれることがほとんどだ。

　しかし、高速剣の本当の力が知れ渡れば、その視線に含まれる感情は大きく変化するだろう。

　強敵相手には非常に強力な武器となり、そして邪魔になれば高速剣使用後の無防備な状態を狙ねらえば簡単に処理できる。

　一護を利用しようとする輩やからは確実に現れるだろう。

　だから、高速剣の性能は知られてはいけない。信用できる人の前以外では可能な限り使用しない、が大前提になるのだ。

「さらに実力的にも平均よりは優れてないと厳しい。普段はほとんど役に立たない一護くんを守りながら塔の攻略を進めないといけないわけだから。ってことで、仲間にする条件としては、高速剣の真価を知ってもそれを利用しようと思わないこと。さらに、それを他言しないこと。塔を制せい覇はした際の望みは特に無く、性別は男性であること。これらが必須になるわけです！」

　葉は桜ざくらはぴん、と人差し指を立てる。

　こうして羅ら列れつしてみると、その条件は無む茶ちや苦く茶ちやだ。

　一護以外に特にメリットが無いのに、力を貸してくれって言っているようなものなのだから。

　それも平均以上に優秀な塔覇士に。

　葉桜が手伝ってくれるのは一護にとっては本当に僥ぎよう倖こうで、そして心からありがたいと思っている。

　一いち衣えの命を救えた後、どんなことをしてでもその恩に報むくいようと決意するくらいに。

「って、あれ？　どうして性別は男限定なんですか？」

「なによ？　男じゃ不満があるの？」

　葉桜の頬ほおが小さく膨ふくらんだ。

「い、いえ、不満ってわけじゃないですけど、性別を限定しない方が選択肢は広がるんじゃないかなって」

「そ、それはそうかもしれないけど、あ、あれよ！　一護くんが浮うわき──浮ついた気持ちにならないように気を遣つかってあげてるのと、結構頻ひん繁ぱんにダンボールを脱ぐわけじゃない？　その時、もうひとりの仲間が女の子だと困るでしょ？」

「いや、もう先輩に見られてしまった時点で、あとはひとりだろうとふたりだろうと関係ないっていうか、むしろ──」

「一いち護ごくん、やっぱり──」

　葉は桜ざくらのジト目に一護は慌あわてて咳せき払ばらいをした。

「そ、そうですね。確かにあんまり女性の前で裸になるのは褒ほめられた行こう為いじゃないですしね」

「そうそう、私くらいよ。いきなり全裸になる男の子と一緒に冒険できる女の子は」

「──私もまるで気にしないけど」

　その声は突然、背後から聞こえてきた。

「「え？」」

　まったく予想していなかった、自分たち以外の存在の発言に一護と葉桜の驚きの声が重なった。

　振り返ると、そこにはひとりの少女が立っていた。

　年の頃は七歳くらいだろうか。淡あわい白金色の髪の毛に、透き通るような色素の薄い肌。

　その中でルビーを思わせる鮮やかな赤い大きな瞳ひとみが強烈な印象を残す。

　非常に整ったその容姿は、非常に精せい巧こうに作られた人形のようにも見えた。

「私もまるで気にしないけど」

　少女は一護の顔を見上げながら、さっきと同じセリフをもう一度言った。

「え、ええと、気にしないって、なにを？」

「一護くんがいきなり全裸になっても。そっちのカマトト勘かん違ちがい女みたいに取り乱したりもしないし」

　少女はそう言って葉桜の方へと視線を移す。ルビーの瞳の中には挑発するような色が浮かんでいた。

「お、お嬢じようちゃん、い、いきなり何を言ってるのかな？　初対面の相手に失礼なことを言わないってお母さんに教えてもらってないのかな？」

　葉桜は笑顔を浮かべながらも、こめかみの辺りをひくひくさせていた。

「私を子供扱いしないで。こう見えても私、一護くんと同い年だから」

「そ、そう。私とひとつしか変わらないんだ。だったら、変な気を遣う必要もないのね」

　ふたりの視線が激しく交こう錯さくして、火花を散らす。

　──って、なんでいきなりこんな空気になってるんだっ!?

　そもそも誰なんだ、この子は？

「と、とりあえず君は誰？　どうして俺の名前を知ってるの？」

「運命の人の名前を忘れるはずがない」

　一いち護ごの質問に少女はノータイムで答えた。

「ふ、ふ～ん、運命の人ねえ？　どこで出会ったのかしら？」

　耳元で囁ささやかれる葉は桜ざくらの声が怖いけど、とりあえずそれは無視する。

「運命のって、俺達たち、どこかで会ったことある？」

　記憶をたどってみるけど、こんな幼い容姿の子と知り合いになった記憶はどこにもなかった。

　それに、ここまで綺き麗れいな子だったら簡単には忘れないだろうし。

「ほぼ毎日会ってる」

「へ、へえ～、ほぼ毎日ねえ～？　どこで会ってるのかしらね～？」

　葉桜の声がさっきよりもさらに硬質に、冷たく変化するが、それも一旦無視する。

「ええと、ほぼ毎日って──」

　そこまで言葉にして、一護の脳裏にひとりの女の子の名前が浮かんだ。

　普段見かける姿と、今、目の前にある姿はまるで違う。だけど、パーツを一つずつ見ていけばそっくりだ。

　淡あわい白金色の髪も、色素の薄い白い肌も、宝石のような輝きを放つ赤い瞳ひとみも。

　普段見かける姿から十年くらい時間を戻せば、目の前にいる女の子になるかもしれない。

「もしかして、牧まき野のヶが池いけさん？」

「うん、そう」

　目の前の少女はにっこりと微笑ほほえんだ後、こくりと頷うなずいた。

「え？　牧野ヶ池さんって、あの牧野ヶ池淡あわ雪ゆきさん？」

「そうだけど、何か？」

　葉桜に対しては何な故ぜか敵意剥むき出だしだ。

「何か？　って言われると困っちゃうんだけど、姿が現実世界とぜんぜん違うから驚いちゃって。基本的に塔内の容姿は現実世界と同じものになるはずなのに」

　葉桜の疑問は当然のものだ。

　装備によって多少は見た目の変化があるけど、性別や容姿に関しては基本的に変化しない。ゲームのように好きなようにカスタマイズ出来ないのがこの世界のルールだ。

　けど、目の前の淡雪の姿は、現実の淡雪に比べてあきらかに幼い。

「私が塔に入ったのは九年前だから」

「ってことは、その姿は九年前の姿ってこと？」

「うん」

　一護の質問に淡雪はこくんと頷く。

「でも、それっておかしくない？　私も十年前から塔に入ってるけど、塔の中の姿も同じように成長してきたわよ？」

　葉は桜ざくらの言うとおり、塔内での葉桜の姿は今の葉桜の姿と同じ年令、同じ容姿だ。

「そんなことを私に言われても困る。一年前に久しぶりに塔に入ったら、この姿だっただけだし」

「ってことは、牧まき野のヶが池いけさんは八年間、塔には入ってなかったってこと？」

「うん。前の時はすぐにやめないといけなくなっちゃったから。それからは入ってなかったし」

「そうなんだ。となると、こっちの身体からだは塔内でどのくらいの時間を過ごしたかで成長していくってことになるのかしら？」

「そうみたいですね」

　てっきり現実の世界の身体に合わせて調整されるものだと思っていたから、かなり意外だ。

　ほんと、どんなテクノロジーで構成されているんだろうな、この世界は。

「それで牧野ヶ池さんが私たちに何の用？」

　葉桜は話を戻すように淡あわ雪ゆきに訊きく。

「さっき、もうひとり仲間が必要って言ってたから」

「え？　もしかして牧野ヶ池さんが仲間になってくれるの？」

「淡雪。一いち護ごくんは私のこと、そう呼んでくれると嬉うれしい」

　じっと淡雪が一護を見つめる。

　ルビーのような大きな瞳ひとみで見つめられると、なんだか背中の辺りがそわそわしてしまう。

　やっぱり綺き麗れいな娘だなと思う。

　葉桜の瑞みず々みずしくも凛りんとした健康的な美しさとはまた違う、非常に精せい巧こうでどこか作り物めいた綺麗さはゾクリとさせるような怪しさも兼かね備そなえている。

　まさに葉桜とは対照的な存在と言えるかもしれない。

「ええと、淡雪さんはどうして──」

「あなたには私をファーストネームで呼ぶことを許可していない」

　葉桜の声に被かぶせるようにして淡雪が言う。

「って、なんでさっきから私に対しては好戦的なのかしら？」

「それは、あなたが私の一番の敵になる可能性が非常に大きいから」

　身体を葉桜の方へと向けて、まっすぐに見み据すえる。葉桜も負けじと淡雪を見返した。

　なんとも言えない緊張感の中、葉桜が勝ち気そうに笑みを作った。

「なるほどね、そういうことか。なら、その態度も理解はできるわね。あんまりお利り口こうなやり方だとは言えないけど」

「どういうこと？」

「だって、あなたを仲間に加えるかどうかの判断だけど、当然、現パーティーメンバーである私もするわけだから、いきなり自分の手の内をバラしちゃうのはどうかと思うわけですよ」

「うっ」

「普通に考えれば、自分の敵になりそうな相手を懐ふところに潜もぐり込ませるようなことはしないし」

「で、でも、一いち護ごくんだったら仲間にしてくれるもん」

　淡あわ雪ゆきが焦あせったように視線を向けてくる。

「一護くん、私のこと、仲間にしてくれるよね？　私、なんでも頑張るから」

　美少女である淡雪にそんな風にお願いされてしまったら、否いやと言うのは非常に難しいことで、

「もちろん──」

「ちょっと待った」

　良いよ、と言おうとした一護の口を葉は桜ざくらが遮さえぎる。

「仲間が増えることに関しては、私も基本的には反対はしません。さっき言った通り増やさないと厳しいと思っているから。けど、誰を仲間にするかは慎しん重ちように選ばないといけない。それは一護くんも理解してるよね？　さっきも詳しく説明してあげたわけだし」

「は、はい」

　距離にして10センチほどの近い場所で葉桜の目が細められて、一護の声は思わず裏返った。

「ってことで、まずは牧まき野のヶが池いけさんの塔覇士ハンターとしての実力が知りたいんだけど、どのくらい戦力になるのかしら？　八年間ものブランクがあったってことは実質塔での経験は一年くらいってことでしょ？　上層階を攻略するための経験って部分ではかなり不足してるって言えるし、装備もあまりいい装備には見えないんだけど」

「──くっ」

　葉桜の言葉に淡雪が顔をしかめる。どうやら図星らしかった。

「そもそもレベルはいくつ？」

「…………」

　淡雪は泣きそうな瞳ひとみを一護に向ける。

「あ、あの、先輩──」

「一護くんは黙ってて。相手が可愛かわいい女の子だとすぐに情に流されるんだから」

「そ、そんなんじゃないですって。ただ、仲間になりたいって言ってくれるんであれば、無下に断ることもないんじゃないかなって」

　一護の言葉に葉桜は大げさにため息を吐ついてみせる。

「あのね、一護くん。私は別に牧野ヶ池さんに意地悪をしているわけじゃないの。ちょっとだけ、カマトト勘かん違ちがい女って言われた仕返しはしてるけど」

　そう言って、茶ちや目めっ気けたっぷりの笑みを浮かべた後、すぐに表情を引ひき締しめる。

「私たちが目指しているのは塔の攻略。それも最短時間での。違う？」

「いえ、違わないです」

「ってことは、常にぎりぎりの戦いをし続けないといけないってこと。だからね、きちんと実力を把は握あくした上で判断しないと死ぬことになるわよ。一いち護ごくんも私も、そして牧まき野のヶが池いけさんも」

　厳しい葉は桜ざくらの言葉に自然と背筋が伸びた。

　そうだよな。自分のレベルにあった階層から初めて、順を追ってレベルを上げながら攻略をしていくのであれば、安あん易いに仲間を増やしても問題ない。

　けど、今はそうじゃないんだ。

　無む茶ちやでも無理でも無む謀ぼうでも、それを押し通して最上階を、塔の攻略を目指さないといけない。

　仲間になってもらうってことは、それに巻き込むってことだ。

　自分の命が危険にさらされるのはまだ良い。けど、安易な考えで他人をそれに巻き込むなんて事は絶対に良いはずがなかった。

「ってことで牧野ヶ池さん、レベルはいくつ？」

「……14」

　淡あわ雪ゆきは小さな声でそう言った。自分でも低いことがわかっているのだろう。

「14か。かなり厳しいわね」

「で、でも、能力値的には低くないし」

　淡雪がパーソナルカードを葉桜に見せる。葉桜はカードを覗のぞきながら頷うなずいた。

「確かに能力値的には低くないわね。魔力の数値が75超えてるし敏びん捷しよう性せいも平均以上。サポートの魔法使いとしては最低限の能力値はあるか。っていうか、一護くんの能力値に比べたらかなり高いわね」

　一護をちらりと見ながら葉桜が言う。

「先輩、なんか微妙に発言に刺とげがあるような」

「気のせいよ、気のせい。牧野ヶ池さん相手に鼻の下を伸ばしている一護くんに意地悪しようとかぜんぜん思ってないから」

「べ、別に鼻の下伸ばしてなんていないですって」

「ふ～ん、どうかしら？　まあ、どっちでも私には関係ないですけどー」

　少しだけ葉桜が唇を尖とがらせながら言う。

　なんとなく、これ以上この話題に触ふれるのは危険な気がしたので、一護は淡雪に話を振る。

「装備品はどんな感じなの？」

　東京聖塔トウキヨウジグラート内では、パラメーターやスキルよりも装備品が重要視される。

　パラメーターやスキルはレベルアップ時などに強化したり取得したり出来るのに対し、装備品は最初に取得する以外に方法がない。

　さらに優秀な装備にはパラメーターアップ効果や特殊スキルが付加されていることが多いので装備最優先、それが塔覇士ハンターたちの常識となっている。

　塔内で一いち護ごが軽んじられているのには、ダンボール装備という他に類を見ないほどに貧弱な装備を身につけているからって部分が一番大きいのだ。

「こんな感じ」

　淡あわ雪ゆきがカードの表面をスワイプして、装備欄に切り替える。

「──祝福のダガーに魔糸のチュニック、そよ風のブーツ、この三つがレア装備で魔力付き、あとはコモン装備か。ちょっと厳しいけど、これは今更どうしようも無いし、バランスは悪くないから、残ってるアスラの宝石を使って強化すればそこそこマシになるか。ええと、使える魔法は？」

「ヒール、ヒールプラス、ファイアーアロー、パラライズミスト、エンチャントエレメント」

　葉は桜ざくらの問いかけに、自信が無さそうな小さな声で淡雪が答える。

「え？　五つだけ？　しかも、初歩中の初歩しかないし。ぜんぶ合わせてもタイカを十も消費しないじゃない。じゃあ、他に何かスキルを取得してるの？」

「戦闘系は魔法だけ」

　葉桜の表情が少し険けわしくなる。そして一護を振り返った。

「正直に言うと厳しいと思う。多少はプラスの部分もあるかもしれないけど、それよりもマイナス面の方が大きいと私は判断するわ。敢あえて厳しい言い方をすれば、一護くんがもうひとり増えるのと大して変わらない」

「それはお荷物になるってこと？」

　一護の問いかけに葉桜は首しゆ肯こうする。

「集団戦では特に。そして私たちは集団戦での弱点を補おぎなうために仲間を欲している。だから、残念だけど牧まき野のヶが池いけさんは条件的には最悪と言えるわ」

　葉桜の表情はどこまでも真剣だ。私情を抜きにして、冷静に分析しての判断であろう。

　であれば、その判断には従うべきだと一護は思った。それだけ、一護は葉桜のことを信頼している。

　仲間にして欲しいという淡雪に断りを入れるのは少し心が痛むけど、それで葉桜に負担を掛けるのは本ほん望もうではない。

「淡雪さん、残念だけど──」

「私は一いち護ごくんの秘密、誰にも言わない」

　断る一護の言葉を、淡あわ雪ゆきの声が上書きした。一護の隣で葉は桜ざくらが小さく息を呑のむ。

「一護くんの秘密って──もしかして、あなた」

「私は一護くんの秘密を全部知っている。ずっと観察してたから」

　淡雪はしっかりと葉桜の顔を見ながらそう言った。

「一護くんが持つ特殊スキル、高こう速そく剣けん。それがどんな性能を持つのか、そしてふたりがなぜその性能を隠しているのか、全部知っている。そして、一護くんがアスラを、飛ひ燕えんを倒した時の映像も撮ってある」

　淡雪がポケットからスマホほどのサイズの水晶を取り出した。

「ってあなた、もしかして記録者スコアラーなの!?」

「うん、そう。だから、一護くんたちが隠したいことも全部記録してある。これを売りだせば高く売れると思う」

「へえ、私たちを脅おどすつもり？」

　葉桜が一歩踏ふみ出して、目を鋭するどく細める。周囲の空気が冷えるような、なんとも言えない緊張感を発した。

「交渉してるだけ。私を仲間にしてくれれば、絶対に誰にも言わない」

　対する淡雪も一歩も退ひかなかった。頭ふたつ分くらい背の高い葉桜を睨にらみつけるようにする。

　一分ほど、緊張感のある沈黙が続いた後、

「……まったく、仕方ないわね」

　葉桜が脱力したように息を吐はいて、肩を竦すくめた。

「一護くんも本当はあまり反対したくは無さそうだし、妥だ協きようするしかなさそうね」

　葉桜がちらりとジト目で一護を見て、一護は苦笑いを浮かべた。

　葉桜の言うとおり、反対しなくて良いのであれば反対したくないのが本心だったから。

「これは仲間になってもいいってこと？」

「そうするしかないでしょ？　私たちにとってのウィークポイントを完全に押さえられちゃってるんだから」

　降参とばかりに葉桜が両手をあげる。

「けど、最初にこれだけは言っておくわ。何があっても自己責任、自分の身は自分で守って頂ちよう戴だいね。正直、あなたまで守ってあげられるだけの余裕はないから」

「わかってる。それにライバルに助けてもらおうなんて思ってない。それをネタに何を要求されるかわからないから」

「そっか。助けておけばあとで色々と有利になるわけか」

「だから、助けてもらう必要はないって言ってる」

　ニンマリとした笑みを浮かべる葉は桜ざくらに、少しムキになって言い返す淡あわ雪ゆき。

　奇妙な雰ふん囲い気きでの睨にらみ合いが少し続いた後、

「ってことで良いかしら？　一いち護ごくん」

　葉桜は一護を振り返った。

「戦力アップとは言い切れないけど、牧まき野のヶが池いけさんをパーティーに加える方針で」

「はい、ありがとうございます」

　一護は頷うなずいてから、淡雪と向き合う。そして、右手を差し出した。

「これからよろしくね、淡雪さん」

「うん、よろしく、一護くん！」

　一護の手をしっかりと握にぎる淡雪は、ここで初めて心からの笑顔を見せたのだった。
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「先輩、ありがとうございます」

　西新宿にある東京聖塔トウキヨウジグラートを出て、家のある池袋へと帰る山手線の中で一護は葉桜にお礼を言った。













「ありがとうって、何に対して？」

「淡あわ雪ゆきさんのことです。仲間になるのを認めてくれて。先輩、本当は反対なんですよね？」

「本音を言えばね。戦力的に厳しいかなって気持ちは残ってるわよ。マイナスになってしまう要素が多いし」

　葉は桜ざくらの分析だ。本当に戦力的にマイナスな部分は多いのだろう。

「ただ魔法使いが加わるってことに関して言えば十分に戦力アップに繋つながると思うし、使い方次第かなってね。それに、あれだけ必死になられたら諦あきらめるしかないでしょ？」

「脅きよう迫はく、ですか？」

　一いち護ごたちにとって一番知られたくないことを握にぎられていた。それを交渉の材料として淡雪が出してきたのは、少し予想外のことだった。

「まあね。ま、脅迫って言っても全然脅迫にはなっていなかったんだけどね」

　葉桜が苦笑しながら言う。

「どういうことです？」

「彼女の持っていた記録結晶にはなんの映像も記録されてなかったもの。牧まき野のヶが池いけさんが記録者スコアラーだってのは本当でしょうけど、彼女、多分一度も映像を記録したことは無いと思うわ」

「え？　そうなんですか？」

「ええ。記録結晶っていうのは映像を記録するとその容量分、水晶の色が透き通った青から赤へと変色するものなの。だけど、彼女の記録結晶は全部綺き麗れいな青のままだった。つまり、一度もあの記録結晶は使用されてないことになるわ。で、彼女はその事実も知らなかった。ってことは、彼女は記録結晶自体を一度も使用したことが無いってことになる」

「へえ、そうなんですね」

「だから、彼女の言葉は何の脅迫にも、交渉の材料にもなっていなかった。記録が残っていない以上、知名度も実績も何もない記録者の牧野ヶ池さんが何を言ったところで、世間の人達たちは相手にしないだろうし」

「それは、確かにそうですね」

　ダンボール装備の最弱塔覇士ハンターである一護が実はアスラと飛ひ燕えんを倒した。そんな話を何の証拠もなしに淡雪が言ったところで誰も信用しないだろう。

　誰だって神器適合者レジエンダリーマスターで剣聖の葉桜が倒したと思うはずだ。

「けど、じゃあ、なんで仲間にすることを許可したんですか？」

　当然の一護の疑問に、葉桜は小さく肩を竦すくめる。

「だから言ったでしょ。あれだけ必死になられたら仕方ないって。牧野ヶ池さん、ずっと手が震えてたし。多分、本来の性格的にはおとなしい子なんでしょうね。あんな風に誰かに食って掛かるのも初めてだったんじゃないかしら」

　葉は桜ざくらが優しい声で言う。

　学校での誰とも会話をしない、いつもひとりで居る淡あわ雪ゆきの姿からは確かにそんな風なおとなしい印象がある。

　だから、そんな淡雪が、生徒会長として、剣聖として、アイドル塔覇士ハンターとして名声を博している葉桜と真正面から対たい峙じすることは、かなりの勇気がいったことだろう。

　どうして、そこまでして仲間になりたかったのか？

　その理由は一いち護ごにはわからなかったけど、そんな風に思ってもらえることは嬉うれしかった。

「けど、やっぱり優しいですね、先輩は。なんだかんだ言って淡雪さんの気持ちを汲くんであげて」

「ち、違うわよ。別に優しくなんてないし」

　一護に微笑ほほえまれて、葉桜は首筋を赤くする。

「さっきも言ったけど、マイナス面も大きいけど魔法使いが仲間になるってメリットは実際にあるし、一護くんの秘密を知った上で誰にも言わない人を見つけるのはやっぱりかなり難しいことだから、条件として妥だ協きようするのはぎりぎりＯＫかなって思っただけよ。それに──」

「それに？」

「やっぱり正々堂々と勝負したいって気持ちもあったし。ライバル宣言されちゃったからね」

　葉桜の形の良い眉まゆがきゅっと引ひき締しまる。

「あー、それ、先輩と淡雪さんが話してた時からずっと気になってたんですけど、ライバルって何のですか？　先輩と淡雪さんが話したのって今日が初めてですよね？」

　一護が首を捻ひねると、葉桜の眉は更にきゅっと吊つり上あがった。一緒に目の端も吊つり上あがる。

「ねえ、一護くん」

「は、はい」

「やっぱり一回、一護くんのことを殴ってみてもいいかな？」

　葉桜はにっこりと笑みを浮かべてから、そんなことを言った。表情は笑顔だったけど、目はマジだった。

「い、嫌ですよ！　っていうか、なんでですか!?」

「一護くんがアホだからよ」

「あ、アホって、どうしてですか？　俺、なんかアホなこと言いました？」

「その発言自体がもうアホなの。まったくもー」

　ぷくっと、葉桜の頬ほおがお餅もちみたいに膨ふくれる。腰に手を当てて、わかりやすく怒ってます、とアピールしていた。

「あ、あの、先輩が不機嫌になっている理由を順を追って説明してもらってもいいですか？　俺にはなんでなのかさっぱりでして」

「嫌よ。そんな恥ずかしい説明、絶対にしてあげません」

　葉は桜ざくらは拗すねたように唇を尖とがらせてから、

「は～、これからも色々と苦労しそうだわ。私も牧まき野のヶが池いけさんも」

　がっくりと肩を落として、そう呟つぶやいたのだった。








　　　　◇◇◇









「う～ん、やっぱりダメか」

　チョコレートバーを一口かじってから、一いち護ごが呟く。

　一護の舌はチョコレートの甘さをほとんど感じていなかった。甘さどころか味自体をまるでと言っても良いくらいに認識できていない。

「十日ほど経たっても治らないってことは、やっぱこれの回復は難しいかな」

　一護は飛ひ燕えんを倒した翌日のアトロポスとの会話を思い返した。







「凄すごい、凄いですよ、一護さん。アスラに引き続き飛燕まで倒しちゃうなんて！　さすがは私の眷けん属ぞくですね！」

　塔のエントランスに入ると、ハイテンションのアトロポスが出迎えてくれた。

　妙に誇ほこらしげなのは、アトロポスの力が大きく深く関かかわっているという高こう速そく剣けんで、五年もの間、塔覇士ハンターたちを足止めしていた難敵、飛燕を倒したからだろう。

「これで一護さんが完全に塔覇士たちのエースに上り詰めたと言っても過言ではありません！」

「実際はダンボール装備に身を包んだ最弱ルーキーのままだけどね」

　高速剣の性能を隠す以上、飛燕を倒したのは当然、葉桜という事になっている。

「うむむむ、そうなんですよねー。そこが、悔しいですよね！　本当は一護さんが凄いのに、それを周りが全然知らないっていうのが！」

　アトロポスが胸の前で両手をグーにして悔しがる。

「別に俺は周りからどんな風に思われててもいいんだけど。っていうか、極力バレないようにした方が良いってアドバイスしてくれたの、アトロさんじゃないですか」

「そうなんです！　だから歯がゆいんですよー。隠しておいた方が良いのは間違いないですから。けど、アスラと飛ひ燕えんを倒したんですよ？　本来であれば一いち護ごさんは尊敬されるべき存在なのにー」

　鼻息荒くアロトポスがそう言う。そう言ってもらえるのは純粋に嬉うれしい気持ちもあった。

「でもまあ、最終的にはみんな一護さんの能力に気づかざるを得なくなるわけですから、いいでしょう。一護さんが塔の攻略を成し得た時に思う存分カタルシスを味わうとしましょう。ってことで、攻略、期待していますからね！」

「頑張るよ。攻略は絶対に果たさないといけない俺の使命だから」

　一護が力強く頷うなずくと、アトロポスも笑顔で頷き返す。

「それで、調子はどうです？　塔での生活には慣れましたか？　何か新しく確認しておきたいことはありませんか？」

「ああ、ひとつアトロさんに聞いておきたいことがあったんだ」

「なんです？」

「実は今朝から味覚が鈍にぶくなってるっていうか、何を食べても味がしないんだ。これも高こう速そく剣けんの──っていうか真名解放の副作用か何かなのかなって気になって」

　一護のその質問に、アトロポスの表情が険けわしくなる。

「味覚が鈍い、ですか？」

「うん。いつもの筋肉痛みたいな痛みとか身体からだのだるさは夕方にはほとんど取れたんだけど、味覚だけは鈍いままで。今まで味覚がおかしくなるなんてことは無かったし、ここまで回復が遅れているのは真名解放の影響なのかなって思って」

　軽い調子で言う一護に対して、アトロポスの表情は険しく、そして暗いものだった。

「申し訳ありません、一護さん。私は真名解放のリスクを大きく見誤っていたかもしれません」

　アトロポスがそう言って頭を下げる。

「リスクを見誤っていた？」

「はい」

　アトロポスは神妙な顔で頷いた後、

「もしかしたら真名解放の代償で一護さんは味覚の大部分を失うことになってしまったかもしれません」

　硬かたい声でそう続けた。

「失うことって……それは一時的に麻ま痺ひしてるってことじゃなくて？」

「はい」

　アトロポスがもう一度頷く。

「もちろん、確定ってわけではないです。今後、時間の経過と共に治る可能性も残されています。ただ、現実世界においての感覚の喪そう失しつは、塔内で治癒不可能なダメージ──たとえば四肢の切断とか損壊とかをしてしまった時のみに起きる現象です。だから、スキルの副作用として感覚の喪そう失しつが発生することは普通起こりえません」

「つまり、真名解放の代償として、俺は治癒不可能なレベルと同じだけのダメージを負ってしまったことになるってこと？」

「今起きている現象だけを見ればそういうことになる、と思います」

　心苦しそうにアトロポスが肯定する。

「そっか」

　ショックが無かったといえば嘘うそになる。けど、妙に納得している部分があるのも事実だった。

　因いん果が律りつの逆転なんてとてつもない奇跡を起こしているのだ。そのくらいの代償があっても全然不思議ではないと一いち護ごには思えた。

　実際に使用した自分自身が一番、あのスキルの異常性を理解しているのだから。

「すみません、一護さん。真名解放の危険性をもっときちんと一護さんに伝えるべきでした」

「いや、アトロさんに責任は無いよ」

　アトロポスは使うにしても本当に最後の手段としろと警告をしていたし、代償がこのレベルのダメージになるとは知らなかったのだ。

「俺が必要だと思ったから使ったんだし、使ったことを後悔はしてないから。そのおかげで先輩のことが救えたんだから」

　仮に今、あの時と同じ状況になったとしたら、一護は間違いなくもう一度真名の解放を行なっただろう。

　たとえ味覚を失うことになったとしても、葉は桜ざくらの命を救う方が重要だから。

「だから、アトロさんは責任感じないでください。それに、味覚が戻ってくる可能性もゼロじゃないんだよね？」

「はい、ゼロでは無いです。ただ、すべてにおいて前例がありませんので」

「なら、俺は治る方に期待するよ。前例が無いってことは、何が起こるかわからないってことだから」

　そう言って、一護は笑みを浮かべてみせた。

「一護さん……」

　アトロポスが一瞬、泣きそうな表情になった後、すぐにそれを引ひき締しめた。

「で、でも、今後は真名の解放は何があっても使わないようにしてください。使う度に、一護さんの感覚が失われてしまう可能性は非常に大きいですから。あれは使ってはいけない技だったんです」

　真剣な表情で一護にそう言う。その瞳ひとみには心から一護を心配する感情が篭こもっていた。

　だから、一いち護ごはアトロポスの顔をしっかりと見つめて頷うなずいたのだった。







「とは言っても──」

　一護はほとんど味を感じないチョコレートバーの残りを胃の中に流し込むと天井を見上げる。

　味覚を失って、当然悲しみや苦しみはある。食事の楽しみのほとんどを失ってしまったことは苦痛に感じることもあるし、今後二度と料理を味わうことが出来ないと考えるとなんとも言えない気持ちになる。

　味覚でこれなのだ。これに加えて視覚や聴覚などを失うかもしれないと考えると、それは絶対に避さけたいと思う。けど、

　──もし、誰かを救うために真名の解放をしなければいけない状況に追い込まれたとしたら、どうするか？

　胸の中で自分にそう問いかけてみる。

　そして、その答えは問いかけるまでもなく、最初から出ていたことを一護は確認したのだった。







２章　─淡雪と冒険と─




　スマホから流れる軽快なＢＧＭで目が覚めた。

「あれ？」

　一護は首を傾かしげながらスマホを操作してアラームを止める。

　毎晩、念ねんの為ためにかけている目覚ましのアラーム。しかし、ここ最近はその音を聞くことはほとんどなかった。

　その前に妹の一いち衣えが起こしに来るからだ。

　けど、今日は部屋の中に一衣はいない。時計を確認してみるといつもの起床時間になっている。

　だから、アラームをかける時間を間違えているってこともない。

「寝坊かな？　一衣にしては珍しいな」

　特に最近は一護がダメだって言っても、様々な理由をつけて起こしにきていたくらいなのに。

「ま、一いち衣えでも寝坊することはあるか」

　一いち護ごはベッドから抜け出すと、カーテンを開ける。

　途端に部屋の中に明るい朝の日が差し込んできた。

「よし、今日もいい天気になりそうだ。学校に攻略に頑張るとしますか」

　一度大きく伸びをしてから、一護は部屋を出た。







「一衣、入るぞー」

　リビングで朝食の準備をすること十五分。一衣がまだ起きてこなかったので、起こすために一護は一衣の部屋を訪おとずれた。

　ドアをノックしても反応が無いので、声をかけて部屋の中へと入る。

　白と淡あわいピンクを基調とした女の子らしい内装の部屋。カーテンにはレースがあしらってあり、ミルクのような甘めのいい匂においがほんのりと香る。

　やっぱり女の子なんだよな、一衣も。

　本当であれば学校に通って、友達と一緒に遊んで、週末には買い物なんかしたりして、女の子らしい楽しい時間を送れているはずなのに、今はほとんどの時間を家の中で過ごして、一緒に遊ぶのも大抵は俺で。

　本人はそんな毎日が楽しいって言っているけど、自分は幸せだよって言っているけど、でもやりたい事はいっぱいあるはずだ。

　──早くなんとかしてやらないとな。絶対に助けてやるからな。

　一護はベッドへと歩み寄り、一衣の身体からだを揺ゆさぶる。

「一衣、朝だぞー。そろそろ起きろー。一緒に朝ごはん食べるぞ」

「ん、んん……」

　一衣の瞼まぶたがゆっくりと開く。トロンとした目が一護を見た。

「一衣が寝坊するなんて久しぶりだな。昨夜、夜更かしでもしたのか？」

「ううん、そんなことないよ。ただ、身体に力が入らなくて」

「えっ、本当かっ!?　熱、あるのか？」

　一護は慌あわてて一衣の額に手を載せる。

「んー、熱は無さそうだな。って、もしかして、病気が進行して──」

「それは大丈夫。病気は進行してないよ。昨日と同じようにちゃんと身体は動く」

「そっか。よかった」

　一護はホッと息を吐はいた。

「けど、じゃあ疲れでも溜たまってるのか？　少しバテ気味とか？」

「ううん、そうじゃなくて」

　一いち衣えは一いち護ごに向かって手を伸ばすと、一護の手をぎゅっと握にぎった。

「最近、お兄ちゃんとのスキンシップが減ってるから、お兄ちゃんぱわーが足りてないのですよ」

　そして、ほんわかと笑みを浮かべる。

「って、なんだ、そんなことか。まったく、心配させるなよ」

「そんなことじゃないよー。私にとっては非常に大切なことなんだから！　お兄ちゃんぱわーが足りないと何もする気が起きなくなっちゃうんだからー」

　一衣が両手を突き上げて抗議する。

「最近、お兄ちゃんの帰ってくる時間がどんどん遅くなっているような気がするのです。そして、それに反比例するように私の相手をするお兄ちゃんのモチベーションがガンガン低下しているように感じるのです！」

「そ、そんなことは無いと思うんだけどな」

「そんなことあるよー。私にはちゃんとわかるもん」

　──一衣の相手をするのは俺の大切な役割だ。楽しみでもある。だから、そこに手を抜いているつもりはまったくないんだけど。

　けど、塔攻略の疲労から、無意識の内に手を抜いてしまっている──ってこともあるのかもしれない。

「だからお兄ちゃんは私にもっとお兄ちゃんぱわーを供給するべきなのです！」

「わかったよ。で、俺はどうすればいいんだ？」

「簡単なことだよ。私をぎゅってしてくれればいいだけだから」

　そう言って一衣は上半身を起こすと、両手を一護の方へと広げた。さあ、抱きしめて、のポーズだ。

「まったく、仕方ないな」

　一護は一衣の身体からだを抱き寄せる。

　一衣は一護の胸に顔を埋めると、背中に回した両手にぎゅっと力をいれた。

　とくん、とくん、とふたりの鼓動が重なっていく。

「う～ん、やっぱり落ち着くなあ、お兄ちゃんの腕の中は」

　心から安心したように、一衣はそう呟つぶやいた。

「それはそれで、色々と問題のような気がするけどな」

「何の問題もないよ。妹というのはお兄ちゃんの腕の中が一番落ち着く生き物なんだから。猫がまる鍋に入って安らぐように、妹はお兄ちゃんに抱かれて安らぐのです」

「さらに発言の問題レベルが大きくなったような気がするぞ。まあ、なにはともあれ」

　一護は一衣の背中をぽんぽんと叩たたきながら言葉を続ける。

「本当に調子の悪い時以外は身体に力が入らないとか言うの、今後は禁止な。本当に心配だし、心臓に悪いから」

「……うん」

「抱きしめて欲しいんだったら、そう言ってくれれば抱きしめてやるから。他にもして欲しいことがあれば、可能な限りしてやるから」

「うん」

「だから、体調が悪くないのに悪いふりをするのは今後は絶対に禁止だ」

「はーい」

　一いち衣えは一いち護ごの胸に強く顔を押し付けながら、素す直なおに返事したのだった。








　　　　◇◇◇









「よっしゃー、ようやく昼休みだぜ！」

　四時間目の終了を知らせるチャイムが鳴ると同時に友人の笹ささ倉くら大だい悟ごが席を立ち、一護の方へと歩み寄ってくる。

「なあ一護。飯どうする、飯？　予定ないようなら一緒に食わね？　学食で」

「ああ、いいよ」

　と立ち上がろうとした所で、背中に抵抗を感じた。

「ん？」

　一護が振り返ると、後ろの席の淡あわ雪ゆきが一護のシャツの背中をちょこんと抓つまんで、くいくいと引っ張っていた。

　表情は相変わらずの無表情だけど、瞳ひとみには何かを伝えたそうな感情が浮かんでいる。

　──話したいことでもあるのかな？

　昨日、仲間になったばかりだし、確認しておきたいこともあるだろう。

　正直に言えば一護も少し淡雪と話がしたかったし、学校に来るまでは淡雪の反応も少しは変わっているだろうと期待をしていた。

　けど、淡雪は昨日までの無表情で誰とも会話をしない淡雪のままで、一護に話しかけてくることもなかった。

　それがちょっと残念だったので、淡雪のこの行動に軽く心臓が跳はねていた。

「あ、悪い。やっぱ今日はやめておくわ」

「やめておくって──それよりもどういうことだよ？」

　大悟の視線はしっかりと一護のシャツを抓む淡雪の指先を捉とらえていた。

「どういうことって何が？」

「何がってお前……」

　大だい悟ごはしばらく淡あわ雪ゆきの姿を眺めた後、

「ま、今日のところは勘弁してやるわ。けど、あとでちゃんと説明してもらうからな。ったく、上う手まいことやりがって」

　一いち護ごにそう言い残して、教室を出て行った。

　あれ、絶対に勘かん違ちがいしてるよな。あとでめんどくさいことにならなければいいけど。

「ええと、それで、淡雪さん？」

「…………」

　淡雪の方を見ると、淡雪は一護を見上げ、小さな声で何かを呟つぶやいた。

「ん？」

「……おべ……」

「え？」

　もう一度聞き返すと、淡雪は困ったように眉まゆ尻じりを下げた後、椅い子すから立ち上がって一護の顔へと自分の顔を近づけた。

　淡雪の甘い吐息が一護の耳をくすぐって、ドキリとさせる。けど、その後に続いた淡雪の言葉はさらに一護をドキリとさせるものだった。

「お弁当つくってきたから一緒に食べよ」

「ええ！　本当にっ？」

「って、声が大きい。みんなに見られる」

　淡雪が慌あわてて顔を離してぷいっと背ける。雪のように白い頬ほおはイチゴシロップをかけたみたいに赤くなっていた。

「ご、ごめん。で、でも、なんでお弁当を？」

「そんなの、一緒に食べたいからに決まってる。もしかして迷惑だった？」

　淡雪が捨てられた子犬のような不安そうな顔で一護を見上げる。

「め、迷惑なんてとんでもない。すごく嬉うれしいよ」

「そ、そう。それは良かった」

　胸に手を当てて、ホッとしたようにはにかむ淡雪に、一護の鼓動はますます激しさを増していた。

「じゃあ、食べに行こう。いい場所があるからついてきて、一護くん」

　淡雪はそう言うと早歩きで教室を出て行く。一護は慌ててその後を追ったのだった。







「ここが私のお気に入りの場所」

　淡雪に連れられて来たのは屋上だった。春の温かな日差しに照らされて心地よい空間を作り出している。

　そして意外なことに、この場所には一いち護ごたちの姿しかなかった。

「へえ、昼休みなのに誰もいないんだね」

「うん。ベンチとか置いてないから誰も来ないみたい。それにうちは学食が充実してるから」

「それもそうだなあ」

　一護たちの通う律りつ教きよう学がく園えんの学食はちょっとしたレストラン顔負けなくらいに力が入っていたりする。

　多分、全校生徒が一斉に押しかけたとしてもほぼ全員が座れるくらいにゆとりのある座席数に、メニューもカレーやカツ丼、からあげ定食にオムライスなどの定番に加えて、スープから仕込む本格的な豚骨ラーメンやメレンゲを混ぜて作るふわふわのパンケーキなどこだわりの逸品、さらには特製黒毛和牛フィレ肉のポワレ赤ワインソースだったりオマール海え老びとムースロン茸きのこのソースみたいな誰が頼むんだよ！　と思わずツッコみたくなってしまうような高級料理まで揃そろっている。

　お昼休み以外にも、放課後にはカフェタイムとしてスイーツや紅茶などが用意されていたりするので、学生の人気は非常に高い。

　噂うわさではこの学食を目当てに入学してくる生徒も居るとか居ないとか。

「だから、ここは私のお気に入り。ここなら誰にも邪魔されないから」

「あー、じゃあ、もしかして淡あわ雪ゆきさんが教室に居ない時っていつもここにいる感じ？」

「そう。お昼食べたり、読書したり、お昼寝したり」

「そうなんだ」

　淡雪の秘密をひとつ知ることが出来て、一護は嬉うれしい気持ちになった。

「でも、そんな特別な場所を俺に教えちゃってもいいの？」

「うん、一護くんは特別だから」

　淡雪が小さく笑う。ほとんど表情が変わらない淡雪だけに、時々見せるこういう表情はほんと反則だな、と一護は思った。けど、

「なんで特別なの？」

　考えてみれば不思議だった。昨日、塔内で仲間になりたいって言ってくれた時もそうだけど、どうして自分を特別扱いしてくれるのか？

　その理由が一護には見つからなかった。

「淡雪さんと会ったのって始業式の日が初めてだよね。それで、話しかけても返事が無かったからずっと嫌われてるのかなって思ってたし」

「あ、あれは違うっ！」

　淡雪がぐぐっと顔を近づける。

「あ、あれは一いち護ごくんがいきなり話しかけてきて、私、一護くんが話しかけてきてくれるなんて思ってなかったから頭の中がパニックになっちゃって、すごく嬉うれしかったのだけど言葉が何も出てこなくて、早く返事しないと、ちゃんとお話しないとって思えば思うほど何も喋しやべれなくて、そしたら一護くんが困った顔をして前を向いちゃったからお話するチャンスが終わっちゃって……」

　淡あわ雪ゆきの眉まゆ尻じりが下がり、ションボリとした表情を浮かべる。

「あの後、何回も話しかけてみようと思ったの。どう話しかければ自然かなとか、何の話題なら一護くんはお話に付き合ってくれるかなとかすごく考えて、毎晩お家でイメージトレーニングして、そして毎朝今日こそは一護くんとお話するぞって気合いを入れて登校するのだけど、一護くんの姿を見ると緊張しちゃって話しかけられなくて。次の休み時間こそは、お昼休みこそは、放課後こそはって何回も気合いを入れ直すんだけどやっぱりダメで、時間ばっかり過ぎちゃって」

「そ、そうだったんだ」

　普段の無表情で常に冷静に見える淡雪からは想像も出来ないような話だった。

「それである日、気がついたの。一護くん、新しく聖塔ジグラートへの挑戦を始めたんだって。それで塔内で一護くんらしい人を探して、あの話題の新人さんが一護くんだとわかって、それからずっと一護くんを見てて、一護くんには何か絶対に叶かなえたい願いがあるんだってわかった。だから私はそれを手伝いたいって、そう思ったの。私、記録者スコアラーだからあまり戦闘では役に立てないけど、少しでもお手伝いしたいって」

「うん。それはすごくありがたいよ。でも、繰り返しになるけど本当にいいの？　俺の攻略を手伝っても淡雪さんにはメリットが何もないと思うんだけど」

　塔を攻略しても願いを叶えてもらえるのはひとりだけだ。だから、そこに命を懸けるような危険を犯すメリットが淡雪には無いのだ。

「そんなことない。一護くんと一緒に冒険できるってだけで楽しいし、こうして学校でも一緒にお弁当食べてもらえるし」

「い、いや、お弁当に関して言えばむしろ俺の方がラッキーすぎるんだけど」

　なんせ見た目で言えば葉は桜ざくらと双そう璧へきといえるほどの人気を誇ほこる淡雪だ。

　取っ付きにくさから今では敬遠されているけど、本音を言えば仲良くしたいと思っている男子は大量にいるだろう。

　そんな淡雪のお弁当なんてレア中のレアで、人によっては一ヶか月げつ分の小こ遣づかいを出してでも手に入れたいって思えるほどのものだ。

　本当にラッキーすぎる。

「じゃ、じゃあ、仲間になる報ほう酬しゆうにひとつお願いをきいてくれたら嬉しい」

　淡雪が緊張したような、真剣な表情を浮かべる。

「うん、俺にきけるお願いなら努力するけど」

「私のこと、淡あわ雪ゆきさんじゃなくて、淡雪って呼んで欲しい。名前で呼び捨てで」

「え、ええ！」

　想定外のお願いに思いっきり声をひっくり返してしまう一いち護ご。

「だ、ダメですか？」

「だ、ダメじゃないけど」

　不安そうな顔で見つめてくる淡雪に、一護はぶるんぶるんと顔を左右に振った。

「逆にいいのって言うか」

「も、もちろんです！　呼んで欲しいです、淡雪って」

　じじー、と期待する淡雪の視線が一護の顔に注がれる。

「じゃ、じゃあ、こほん──あ、淡雪」

「……ふぁ」

　瞬間、淡雪の頬ほおがぱっと朱に色づいた。瞳ひとみが大きく開かれる。

「も、もう一回お願いします！」

「う、うん。あ、淡雪」

　掛けた言葉に淡雪の口元がほころぶ。

「うふふ」













　両手を頬ほおに当て、嬉うれしそうに微笑ほほえむ淡あわ雪ゆきを見て、これもやっぱり俺の方が得をしているんじゃ──そんな風に思う一いち護ごだった。
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　放課後になり、一護は葉は桜ざくら、淡雪と一緒に東京聖塔トウキヨウジグラートへと向かった。

　今日の目的は二十九階の攻略。ってことで、塔覇士ハンターの街の東側にある転送施設から二十九階へと降り立ったのだが、

「はあ、はあ……暑ちぃ……」

　そこは今までのフロアの中で、もっとも過酷と言っても良いかもしれないくらいにキツいエリアだった。

　砂漠エリア──五十度を超える酷こく暑しよの日中と氷点下にまでなる酷こつ寒かんの夜間が一時間ごとに繰り返し、容赦なく体力を奪っていくと同時に、足元は砂であるため非常に動きにくい。

　踏ふん張りが効かず足が滑り、また簡単に足が砂に埋まったりもするので、移動するだけでも相当に脚力を使用するし、その結果、筋肉の疲労もすぐに溜たまってしまう。

「こんな過酷なフロア、梁りよう山ざん泊ぱくとかスーパーノヴァとかはよく一日ちょっとで攻略できましたね」

　もし、自分たちでこのフロアを一から攻略するとした場合、半月以上の時間が掛かりそうだ。

　すでに詳細な部分まで書き込まれたマップの付いた攻略本を見ながら移動しているのに、ボスの部屋までの道のりはまだまだ遠いし、油断をしていると迷子になりそうだ。

　それが何の情報も無い状態で、この広大な砂漠を探索するとなると確実に相当な時間が掛かってしまうだろう。

「大きなギルドには探索系のスキルが充実した探索班やフォローに特化した塔覇士もいるから。その辺が大きなギルドと小さなパーティーの一番の違いよね」

「ああ、なるほど。そういうことですか」

　確かにギルドメンバーが多ければ多いほど役割分担が出来る。

　攻略の花形はやっぱり戦闘だから、そっち系の装備だったりスキルだったりに注目しがちだけど、攻略の大部分は実はマップの探索になる。

　戦闘では役に立たないかもしれないけど、そっち系のスキルを重点的に取得した塔覇士がひとりいればマップ攻略の大きな力になるだろう。

「基本的にボスの討とう伐ばつ権は最初にボス部屋を発見したギルドが獲得することになる。最大で九十六時間ね。ボスの討とう伐ばつは経験値だったりドロップアイテムだったりとリターンが非常に大きいからどの塔覇士ハンターも自分の手で行いたいと思っているわ。だから、探索系スキルを取得している優秀な塔覇士はどこのギルドでもかなり優遇されているわね。白の騎士団にも優秀なマッパーがいたんだけど、梁りよう山ざん泊ぱくに引き抜かれちゃったし」

　そう言って葉は桜ざくらが少し寂しそうな表情を浮かべた。

「あとは探索を専門的に行う塔覇士が集まってギルドを作って、戦闘系のギルドから仕事として探索協力を請うけ負おうっていうのも一般的かしら」

「へえ、そんなギルドもあるんですね」

「牧まき野のヶが池いけさんも所属しているんじゃない？　そのギルドに」

「え？」

　葉桜の意外な発言に、一いち護ごは思わず淡あわ雪ゆきの顔を見る。

　淡雪は涼しい顔のままコクリと頷うなずいた。

「もちろん所属している。所属していないと、色々と大変だから」

「そ、そうなんだ。ちょっと意外だった」

　あんなに一いつ生しよう懸けん命めい仲間にしてほしいって言ってきたくらいだから、ソロで活動しているもんだと思い込んでいた。

「って、大丈夫なの？　ギルドに所属しているのに、俺達たちとパーティーなんて組んじゃって」

　普通、ギルドに所属している場合、パーティーを組むのはギルドメンバーとだ。

　しかも、仕事として探索協力を請負うようなギルドに所属しているのであれば、勝手にパーティーを組むのはご法はつ度とのような気もする。

「うん、大丈夫。うちのギルドはかなり特殊なギルドだから」

「他のギルドと違って、どちらかと言えば寄り合いみたいな側面が強いものね」

「え？　先輩は淡雪がどのギルドに所属しているのか知ってるんですか？」

「もちろん。記録者スコアラーのスキルを持つ塔覇士が所属するギルドなんてひとつしかないじゃない」

　葉桜に言われて、ようやく一護にも淡雪が所属しているギルドの名前が脳裏に浮かんだ。

「聖塔ジグラート新聞部」

「うん。あそこに入っておかないと、基本的には記録者としての活動が出来ないから」

　そう言って淡雪がもう一度頷く。

「なるほどね。でも、記録者のギルドなのに探索協力を請け負ってるの？」

「記録者にとって一番大切なのは情報だからね。聖塔新聞部のスローガンが『この世界で最も強力な力が情報である。我々は情報の力を以もって世界を制する』だってくらいに。だから、情報を集めるための装備やスキルに特化している塔覇士が多いのよ。さらに、その塔覇士ハンターたちが互いに情報を交換し合うから集まる情報量の多さや正確さは聖塔ジグラート新聞部がずば抜けている。高い報ほう酬しゆうを払ってでも協力を仰あおぎたいってギルドはたくさんあるわ」

「その意味でギルドメンバーがそれぞれ別のパーティーの所属しているのも大きい。三大攻略ギルドの中にも当然新聞部のメンバーはいるし、小さいパーティーの中にもいる。だから、色んな視点からの情報が常に入ってくる」

　葉は桜ざくらの説明を淡あわ雪ゆきがそう補足する。

「なるほど。そう言われると、聖塔新聞部の影響力って大きいんですね」

「ええ。だから、くれぐれも油断しないようにね、一いち護ごくん」

　葉桜がそう言って、淡雪に視線を移す。

「いつ、この子がスパイになるかわからないんだから」

「私は一護くんの秘密は絶対に誰にも言わない。私と一護くんの仲を妬ねたんで変なこと言わないで」

「だ、誰が一護くんと牧まき野のヶが池いけさんの仲を妬んでいるのよ！　っていうか、別にふたりの仲、良いとか思ってないし」

「ふふん、それはどうかしら？　私は気づいている。さっきから一護くんが私のことを淡雪と呼ぶ度に、あなたの眉まゆがぴくぴくと動いていることを」

「──くっ！」

　葉桜の眉が一際大きくぴくりと動く。

「どういう経緯で一護くんが私の名前を呼ぶようになったのか説明をしてあげたいけど、それを説明するには今日のお昼休みにふたりで屋上で私の手作りお弁当を食べたところから説明しないといけなくなっちゃう」

「なっ！」

　葉桜の目が大きく見開かれた。

　淡雪の挑発に盛大に動揺していた。そして、ジト目で一護のことを睨にらむ。

　一護の背中には冷たい汗が流れ落ちていた。

　──っていうか、なんでいきなりこんな展開になっているんだっ!?　ふたりの間に変な緊張感が走っているし！

「祇ぎ王おう寺じ先輩、詳細に説明した方が良い？　一護くんが私の名前を呼び捨てにするようになった経緯と一緒にお弁当を食べた時の出来事を」

「べ、べ、別に説明なんていらないし！　全然興味ないから。く、クラスメイトが名前で呼び合うなんて、べ、別に普通のことだし、一緒にお昼を食べるなんてことも特別な行こう為いじゃないわ。私だってクラスメイトと一緒に昼食を取ることもあるから」

「そう。それなら、私がこれから毎日一護くんと一緒にお昼を食べても祇王寺先輩的には特に気にするようなことは無いと」

「そ、そうね。けど、アレよね。きっと一いち護ごくんは毎日牧まき野のヶが池いけさんとランチをしたいとは思わないんじゃないかしら？　ね、一護くん？」

　葉は桜ざくらが迫力のある瞳ひとみで一護をじっと見つめながらそんなことを言う。

「そんなことないと思う。だって一護くん、私のお弁当、喜んでくれてたし。きっと毎日でも食べたいって言うと思う。一護くん、そうだよね？」

　淡あわ雪ゆきも葉桜に負けないほどの迫力で一護を見つめた。

「え、え、ええと……」

　ものすごいプレッシャーだった。

「ねえ、一護くん」

「どうなの？」

　アスラと対たい峙じした時よりも、飛ひ燕えんと刃を交えた時よりも強烈な圧力を感じる。

「ど、どうなのって、それは、その……」

　こんなの、どう答えれば良いんだよっ!?

　淡雪がお弁当を作ってきてくれるのは素す直なおに嬉うれしいけど、なんか先輩が妙に不機嫌だし！

　こ、ここは、と、取とり敢あえず逃げの一手だ！

「て、敵を発見っ！　ただちに戦闘体勢に入りたいと思います！」

　ちょうど視界の先に薄茶色の肌をした二足歩行のトカゲの化け物──デザートリザードマンを発見したので全力で駆け出す。

　生半可な武器では太刀打ち出来ないほどの強きよう靭じんな鱗うろこと巨大な金棒を持ち、口からはサンドブレスを吐はき出すという、二十九階の中でもかなり強敵の部類に入る雑ざ魚こモンスターだ。

　けど、今の一護にとってはデザートリザードマンよりもよっぽど葉桜と淡雪の方が脅きよう威いに思えた。

　一護の目にはデザートリザードマンの屈強な姿がまるで天使のように見えていたのだった。
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「一護くん、後ろっ！」

　葉桜の緊迫した声を受けて、一護は前方へと跳び転がった。

　直後、一護の立っていた場所に金棒による強烈な一撃が叩たたき込まれ、噴水のように砂が舞い上がる。

「ギィィィィィ！！！！！！！！！！！！！！」

　金棒の持ち主──デザートリザードマンが不愉快そうな声をあげた。

　ギロリと睨にらんでくる血走ったトカゲの目に、思わず恐怖心がこみ上げてくる。

　そんな恐怖心を抑えながら、太陽の熱で火傷やけどしそうなくらいに熱された砂の上を転がり、一いち護ごは身体からだを起こし武器を構えた。

　ダンボールの隙すき間まから入り込んだ砂が汗でべとべとの素肌に張り付いて、一気に不快指数が上昇する。

　──こういう時、鎧よろいの下が全裸ってキツいよな。鎧スカスカだから色々入ってきちゃうし、暑さ寒さに対してはほとんどノーガードだ。

　先輩や淡あわ雪ゆきのちゃんとした防具がかなり羨うらやましく感じる。

「ギャァァァ！！！！！！！！！！！！！！」

　って、そんなことを考えてる余裕なんて無いか！

　デザートリザードマンは奇声を上げながら迫せまってくる。

「──はぁっ！」

　足場が柔らかい砂である為ための動きのぎこちなさと、逆に砂の上で動くことに特化したデザートリザードマンのあまりの滑らかな動きに最初は戸惑ったけど、単純な速度で言えばこっちの方が上だ。

　一護は気合いと共に斜め前方へとステップし、踏ふみ込みと同時に横薙なぎに刀を振るった。

　移動の足捌さばきは軽やかに、ここぞという踏み込みのタイミングでだけ体重を掛け力を込める。

　でないと、砂に足を取られ大きくバランスを崩してしまうからだ。

　鋭するどく横薙いだ刀はデザートリザードマンの腹に綺き麗れいにヒットした。

　──ガギッ！

　しかし、一護の手に返ってきたのは鉄塊に斬きりつけたような硬かたい反応だった。

「くっ！　やっぱ簡単にはいかないか！」

　デザートリザードマンは呻うめき声ひとつあげない。きっとノーダメージなんだろう。

　刀を振った勢いをそのまま利用して前方に飛び込むようにして転がり、デザートリザードマンと距離を取ってから立ち上がり、再び対たい峙じする。

　砂漠の保護色になっている砂色をした鱗うろこは、その一枚一枚が鋼のような硬さで、デザートリザードマンの身体は鱗でびっしりと覆おおわれているのだ。

　防御力でいえば、鋼鉄のフルプレートメイルを着込んでいるのと変わらないだろう。

「一護くん、しっかりと弱点を狙ねらって。喉のど仏ぼとけの下、胸きよう骨こつの剣状突起の辺り、脇腹は第十肋ろつ骨こつ付近、腕と足はそれぞれ肘関節、膝しつ関かん節せつを的確に狙っていかないと弾はじかれちゃうわよ」

「それはわかってるんですけど」

　葉は桜ざくらのように簡単にはいかない。

　動く相手──さらに言えば、自分を倒そうと全力で攻撃してくる相手に対して、その小さな弱点部分をピンポイントで攻撃するのはかなりの難易度だ。

　並外れた技量と経験を必要とする。

　そして、今の一いち護ごにはそれだけの技量も経験も無かった。

　であれば、硬質な鱗うろこを物ともしないパワーで圧倒するしか方法は無いが、当然一護にはそんな腕力もない。

（結局、ここでも先輩の足を引っ張るしか出来ないのか、俺は……）

　唇を噛かみ締めたところで、一護の耳に透き通った声が聞こえた。

「エンチャントエレメント、タイプ、シルフ！」

　その瞬間、一護の持つ刀が渦巻く風に包まれる。刀身は淡あわく発光し、羽が生えたように軽くなる。

「一護くんの刀にデザートリザードマンの苦手属性、風のエレメントを付加した。それでダメージが与えられるはず」

「お、おおっ！」

　淡あわ雪ゆきからの魔法のサポートに思わず感動の声をあげてしまう。

　なんていうか子供の頃から夢見ていた冒険風景のひとつがそこにあったからだ。

「これが魔法の効果か」

　自分の刀を包み込む透明な風の刃。

　魔法剣──やっぱヤバイよな！　魔法と剣の組み合わせなんてマジで夢すぎるって。

　これが付加されるエレメントによって炎の剣になったり氷の剣になったりするんだろ？

　そのカッコよさにかなりテンションがあがる。

「よし、いくぞっ！」

　両の手で刀の柄つかを握にぎり、中段に構える。

　デザートリザードマンは一護の姿を見み据すえながらジリジリと近づくと、

「ギギぃィィィ！！！！！！！！！！！！」

　金棒を振り上げて真正面から襲いかかってきた。砂上にしては機き敏びんな動き。けど、その動きは直線的で読みやすい。

「はぁぁぁっ！」

　全力で叩たたきつけてくる金棒をサイドステップで躱かわすと、デザートリザードマンの肩口に向けて刀を振り下ろす。

　斬きりつけた刃は、一護の手のひらにさっきまでとはまるで違った感触を返してきた。

　強きよう靭じんな鱗に弾はじき返されるのではなく、ザクッという肉を切り裂く感触。それも、その感触は軽い。

「でりゃぁぁぁぁぁ！！！！！！！！！！！！」

　勢いそのままに振り抜いた刀は肩口から胴体を斜めに切り裂き、そして腰の辺りで抜けた。

「アギャァァァァァァァ！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！」

　デザートリザードマンの断末魔の叫びが響き渡り、上半身がずれ落ちると同時に光に包まれ破裂するように消滅する。

「おっしゃー！」

　ものすごい手て応ごたえだった。

　さっきまで弾はじかれ続け、まったくダメージを与えられなかった相手を、一撃で葬ほうむり去ることが出来たのだ。

　これが魔法の力なのか！

「ナイスサポート、淡あわ雪ゆき！　助かったよ！」

　淡雪の方を振り返ると、淡雪は顔を赤くしながら嬉うれしそうに笑った。

（これだったら俺も雑ざ魚こ戦でも先輩と同じくらいの働きが出来るんじゃないか？）

　残るデザートリザードマンの数は四体。そのすべてを先輩が受け持っているけど、今なら半分は自分が受け持つことが出来る！

　──ようやくボス戦以外でも先輩の力になれる！

　その思いが一いち護ごの足取りを軽くさせる。

「先輩！　半分は俺にまかせてくださいっ！」

　一護はそう叫ぶと、葉は桜ざくらの方へとダッシュするのだった。
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「まったく、調子にノリ過ぎ！」

　そして十分後、葉桜の前で正座をすることになった。

「反論の余地もございません」

　がっくりと項うな垂だれる。

　淡雪の魔法、エンチャントエレメントの持続時間は一分間のみ。さらに魔法にもクールダウンタイムがあるため、連続使用は不可能。

　結果、デザートリザードマンの群れの中に突っ込んでいった一護の攻撃はまるでダメージを与えることができず、さらに複数のデザートリザードマンから連続攻撃を受けて大ピンチ。

　葉桜の奮闘でなんとかすべての敵を倒し事なきを得ることが出来たが、一歩間違えれば大惨事、という状況を招いてしまったのだ。

「初めてエンチャント系の魔法を使ってもらってテンションあがっちゃうのはわかるけど、なんであんな無む茶ちやなことをしちゃうかな？　いつもの一いち護ごくんならテンション上がってても、もうちょっと冷静な判断が出来たと思うのに」

「すみません。これで先輩と一緒に戦える。先輩の手助けを出来るって思ったらすぐにでも駆けつけたくなっちゃいまして」

「うっ」

　一護の発言に葉は桜ざくらが困ったような顔をする。

「ま、まったく。そういうことを言われちゃうと、怒るに怒れなくなっちゃうじゃない」

　葉桜は一いつ生しよう懸けん命めい怒った顔を作ろうとするけど、その口元は少し緩ゆるんでいた。

「まあ、本当に絶体絶命のピンチになれば高こう速そく剣けんを使えば良いわけだから、まだ余力を残していたって言えるのかもしれないし、一護くんの気持ちは嬉うれしいから今回は大目に見るけど、今後はもうちょっと冷静な判断をするように。ＯＫ？」

「はい」

「じゃあ、今日の攻略はこれくらいにしておきましょうか。そろそろ良い時間だし」

　パーソナルカードを確認すると、塔の外の時間はすでに八時を回っていた。

「そうですね。二十九階もそこそこ見て回れましたし、淡あわ雪ゆきが仲間に加わっての戦力アップも実感できたし、今日はかなり有意義な冒険でした」

「確かに、エンチャント系の魔法が加わったのは結構大きかったわね。エレメントの選択も使うタイミングも悪くなかったし、これなら戦力として十分期待できそうだわ」

「私の魔法は一護くん専用だから祇ぎ王おう寺じ先輩には何の恩おん恵けいもないけど」

「べ、別に私は最初からあなたのへっぽこ魔法なんて期待してないわよ」

「へっぽこじゃない。私の魔法、かなり効果的。一護くん、大喜びしてた」

「ま、初めての魔法経験だもの。そりゃあ、少しは喜ぶわよ」

「……私、一護くんの初めてを貰もらっちゃった。ぽっ」

「こ、こら！　変な想像を膨ふくらませるな！　それに一護くんの初めてなら私もいっぱい貰ってるし！」

　なぜかすぐに言い争いになるふたり。火花を散らして睨にらみ合う。

「あ、あの、ふたりはもうちょっと仲良くできないのかな、なんて」

「無理ね」「うん、無理」

　こんな時だけ、息ぴったりのタイミングでふたりの声が重なった。

　多分だけど、本質的な部分では相性悪くないと思うんだけどな、このふたり。

　なんで、こんな風にすぐにいがみ合いになるんだろう？　女の子は不思議だ。

「そういえば、一護くん。今日は高速剣の特訓はしないの？　衝撃波飛ばすヤツとか、分身するヤツとか」

　淡あわ雪ゆきが一いち護ごを見上げながら聞いてくる。

「うん。今日は時間も遅いし、止めておこうかなって思ってる」

　技の感覚は葉は桜ざくらとの昨日の特訓で結構掴つかめたし、何より高こう速そく剣けんを毎日使用するのは身体からだや精神への負担が大きいのだ。

　定期的に使用しない日を作っていかないと、とても保もたない。

「そっか。少し残念」

「残念ってどうして？」

「一護くんが特訓するんだったら私も付き合おうと思ってたから」

　淡雪がそう答えると、葉桜が軽く目を見開く。

「特訓に付き合うって牧まき野のヶが池いけさんが？　あなた戦闘系の塔覇士ハンターじゃないんだから無む茶ちやよ。絶対に怪我するわよ。私だって高速剣は受けるので精一杯なんだし」

「別に技を受けるとは言ってない。私は私のスキルを使って一護くんの手伝いをしたいだけ」

「淡雪のスキル？」

　一護が首を傾かしげると、淡雪は自信がありそうな表情でこくりと頷うなずいた。

「記録者スコアラーのスキル。一護くんが技を出している過程を映像で記録してあげるの。そうすれば客観的に自分の姿を見ることが出来る。そこから問題点が見つかるかもしれないし、新しいアイディアが浮かんでくるかもしれない」

「ああ、なるほど！」

　映像を撮って自分フォームなどを客観的に確認するのはどんなスポーツでも行われている効果的な練習法だ。

「確かにそれは助かるかも！」

　それに、高速剣を使用している自分の姿を今まで一度も見たことはない。どんな風に見えるのか、純粋に興味があった。

「じゃあ、明日一緒に特訓しようか」

「うん、任せて」

　淡雪が嬉うれしそうに頷く。

「ええと、一護くん、気をつけないとダメよ。高速剣を使っている映像を撮られたら、それが他の人に見られる可能性もあるんだから」

「何度も言うけど、私は一護くんの秘密を誰かに言うつもりはない」

「そうですよ、先輩。先輩は警戒しすぎですって」

「そうは言ってもどこから漏れるかわからないでしょ？　別に秘密を話すつもりは無くても、軽い気持ちで新聞部の人にちょっと見せちゃったりする可能性だってあるわけだし」

「それも大丈夫。絶対に他の人に見せたりなんかしないから。一いち護ごくんのはしたない姿は私が個人的に色々と楽しむだけ」

　表情の変化に乏しい淡あわ雪ゆきの口元がにんまりと緩ゆるむ。

　すごく怪しい空気が淡雪の全身から立ち昇っていた。

「……一護くん、やっぱり映像を撮らせちゃダメよ。別の意味で危険すぎるわ」

「そ、そうですね……」

　今度は素す直なおに葉は桜ざくらの言葉に頷うなずいた一護だった。
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「ねえ、お兄ちゃん。本当に変なことしてないよね？」

　夕飯の後、紅茶を淹いれての団だん欒らんの時間に、一いち衣えが真剣な眼まな差ざしで訊きいてきた。

　最近はこういう会話が増えている。

　一護の帰宅時間は日に日に遅くなっているし、高こう速そく剣けんの代償と疲労から身体からだの調子が良くないことも少なくない。

　一護の事に関しては特に勘のいい一衣が、一護の調子が悪いことに気づかないわけがないから心配するのは当然だし、だからと言って一護がそれを認めるわけにもいかなかった。

　なので、回答もいつも通りのものになる。

「変なことって？」

「その、お兄ちゃんが危ない目に遭うようなこと」

　じっと、一護の顔を見つめる。いつものほんわかとした雰ふん囲い気きではなく、真剣な空気だ。

「もちろん、危ない目に遭うようなことなんてするはずないよ」

「本当に？」

「ああ」

　いつもであれば、この会話はここで終わりだ。

　けど、今日の一衣は三十秒ほど視線を彷徨さまよわせた後、意を決したように言葉を続けた。

「……私の為ために、お父さんみたいなこと、してないよね？」

　それは千せん畳じよう敷じき家では禁句とも言える話題だった。

　八年前、父親を亡くしたあの日から、千畳敷家では決して触ふれられることのなかった話題。

　その話題を一衣自ら口に出した。それだけ、本気で一護のことを心配しているということだった。

「もちろん。俺が家族の約束を破って、一いち衣えや母さんに心配かけるようなこと、するわけないだろ？」

　だから、一いち護ごは平然を装ってそう答えた。

　ここで感づかれるわけにはいかないから。

　高こう速そく剣けんという限られた条件下ではあるけれど最強のスキルを手にし、剣聖と呼ばれる葉は桜ざくらが協力をしてくれている。

　さらに魔法の使い手である淡あわ雪ゆきまで仲間になってくれたのだ。

　葉桜も淡雪も自分には大きなメリットは無いのに力を貸してくれている。こんな幸運、まさに奇跡的と言っても良いくらいだ。

　五年もの間停滞していた攻略は再び動き出し、今はすでに三十一階まで進んでいる。残り二十階。

　先はまだ長いとはいえ、十分に光明が見えてきたのだ。

　だから、ここで塔の攻略を諦あきらめるわけにはいかない。

　一衣に気づかれて、それを止められるわけにはいかないのだ。

「まったく、変な心配なんてするなって。前にも言ったけど、今帰りが遅いのはアルバイトの手伝いをしてるだけだから。もうすぐしたら、前みたいに早く帰ってこれるようになるよ」

「うん、わかった。お兄ちゃんがそう言うんだったら信じるよ。でも──」

「でも？」

「絶対におかしなこと考えちゃダメだよ？　お兄ちゃん、変なところで熱血だし、自分のことは二の次にしちゃうようなところもあるし、世界で一番妹が可愛かわいいとか言っちゃうくらい病的なシスコンだし」

「いやいやいや、最後の部分はおかしいだろ」

「おかしくないですよー。お兄ちゃん、いっつも言ってるし。世界で一番一衣が可愛いよって」

「それは、そう言わないと一衣が口を聞いてくれないから」

「えー、じゃあお兄ちゃんは私の機嫌を取るためにずっと嘘うそを吐ついていたってことですか？　私のことを可愛いと思っていないのですか？」

「そんなことは無いけど。一衣は可愛いよ」

「どのくらい？」

「世界で一番」

　一護がそう答えると、一衣は満足そうに頷うなずいた。

「まったく、お兄ちゃんは本当に重度のシスコンなんだからー」

　心から嬉うれしそうに言う一衣の姿に、これだったら重度のシスコンって言われても良いか、なんて思った。

　そして、この笑顔を絶対に守ってみせると、改めてそう心に誓ったのだった。







３章　─冷たく渦巻く陰謀─




　──東京聖塔トウキヨウジグラート三十一階、雪山エリア。

　猛吹雪ふぶき状態の雪原を抜け、その先にある氷の洞どう窟くつを進んだ最奥部、ボスが陣取る部屋の扉の前に張られたテントの中には二人の男が陣取っていた。

　鋼のように鍛えぬかれた上半身を持つ、身の丈二メートルを超える大男──梁りよう山ざん泊ぱくのボスである『混世魔王』と、ヒョロリとした身体からだつきに病的な青白い肌、そしてメガネの奥に爬は虫ちゆう類るいを思わせる鋭するどく陰険な目を持つ男──聖塔新聞部の部長、首す藤どうだ。

「で、状況はどうだい？　何かわかったんか？」

「大体、我々の予想通りの結果でしたよ」

　混世魔王の問いに首藤が答える。

「となると、このフロアのボスは想像以上にやっかいな相手みてえだな」

「今までみたいに力押しで倒すことは事実上、不可能でしょうね。まあ、まだサンプルデータが少なすぎるので、今後データが集まれば力押しで倒せる方法が見つかるかもしれませんが」

「サンプルデータか。それをうちのメンツを使って集めるのは勘弁願いたいものだな。これ以上、貴重な戦力を失いたくはねえ」

　混世魔王の表情が微かすかに陰る。

　この戦いで、梁りよう山ざん泊ぱくはすでに三人の犠ぎ牲せい者しやを出している。年月で言えば五年ほどの付き合いになる部下たちだ。

　自らの意思で塔に入り、攻略を続けている以上、そこで死のうがどうなろうが全て自己責任だと混世魔王は思っている。弱いやつは死ぬ。

　弱肉強食のこの世界の中では、そんなのは当たり前のことだ。

　しかし、それでも自分を慕したい、付いてきてくれた部下たちの死には、何度経験しても半身が引き裂かれるような強烈な痛みが伴った。

「お前んとこの人員を何人か調査用に出すことは出来ねえのか？」

「ご冗談を。ウチだって無駄な犠牲は払いたくありませんよ。ただでさえ記録者スコアラーの数は少ないのですからね。そもそもウチの部員たちじゃボスを追い詰めることは不可能でしょう。それじゃあ、何の調査にもならない」

「確かに、お前んとこの奴やつらはみんな非力だからなあ。挑んだところで無駄死にか」

　混世魔王が腕を組み、考え事をするように目を閉じた。

　首す藤どうは目の前に置かれた大量の記録結晶に視線を移す。

　三十一階のボスを発見してから一日。すでに手詰まりの状態と言えた。

「ここは一度討とう伐ばつ権を放ほう棄きした方が良さそうだな。モルモット役は他の連中にまかせて、俺達たちは情報収集といこうや」

　混世魔王が目を開ける。

　その目には冷淡な色が浮かんでいた。

　身内であれば可能な限り守る。しかし、身内でないならば必要であれば躊ちゆう躇ちよなく命を奪うし、利用もする。罠わなに嵌はめることも厭いとわない。

　それが世間的に見れば外道と言われるような行こう為いであろうとも気にしない。

　倫理観、道徳観、正義感、そんなものを重視していても守りたいものは守れないし、手に入れたいものも手に入らない。

　目的を達成するためには手段は選ばず、もっとも効率的な方法を選択するべし。

　それが混世魔王の、梁山泊のやり方だ。

「では、ここは剣聖様に討伐権を譲ってさしあげるのはいかがですかね？　我々にとって目障りな存在を消せると同時に情報も得ることができる。まさに一石二鳥と言うやつです」

　メガネの縁を持ち上げながら、首藤が舌なめずりする。

「なるほどな。そりゃあ確かにいい手だ」

　剣聖の存在はずっと目障りなものだった。

　最近、ようやく合理的に排除する機会を得たが、それも失敗に終わった。

「思った以上に使えなかったからなあ、騎士団のエリート様は。やっぱトドメは人任せにしちゃあいけねえってことだな。けどよう、剣聖様は乗ってくるかねえ？」

　二十五階以降、攻略を最前線で進めてきたのは梁りよう山ざん泊ぱくとスーパーノヴァのふたつのギルドだ。

　アスラ、そして飛ひ燕えんを倒したことでノリにノッているはずの剣聖たちはのんびりと新フロアの冒険を楽しんでいるときている。

　ボス攻略は成功すればギルドにとって大きな強化になるので、普通どこのギルドもその権利を取得しようと躍やつ起きになるものだ。

　しかし、剣聖たちにはまるでその意思が無いように見える。その意図が混世魔王にはまるでわからなかった。

「討とう伐ばつ権を譲るといえば、多分乗ってくるのではないでしょうかね。それに、タイミングのいい事に我々の手駒のひとりが最近剣聖に接触しましてね、アレを使えばどのようにでもコントロールできるでしょう。人を動かすことに関しては我々が最も長たけている、そう自負していますからね」

　ちろ、ちろ、と舌なめずりをする首す藤どう。

　そんな首藤の顔を見ながら混世魔王は微かすかに顔を顰しかめる。

　──やっぱり気に入らねえな、コイツは。

　利害が一致しているから協力関係を結んでいる。しかし、相性で言えば多分最悪だ。

　剣聖は目障りだが人間的にも塔覇士ハンターとしても好感は持っている。ただ敵として目障りなだけだ。

　けど、コイツは正真正銘、胸くそ悪い奴やつだ。剣聖よりもよっぽど気に入らねえ。

　ま、それはコイツもそう思ってるだろうがな。

　そんな感情はおくびにも出さず、混世魔王は仲間にだけ見せる人懐っこい表情を首藤に向けた。

「なら、段取りはお前さんに任せるよ。剣聖が罠わなにかかったら教えてくれ。トドメは俺がきっちり刺してやるからよ」

　混世魔王はそう言うと、テントを後にした。
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　翌日の日中、二時間目の休み時間。

「もしもし」

　律りつ教きよう学がく園えんの屋上で淡あわ雪ゆきはスマホの着信をとった。

　その表情は硬かたく、嫌けん悪お感かんを隠そうともしない。

『ああ、淡雪くん、今、ちょっといいですか？』

　受話器の向こう側から聞こえてくるのは、淡雪がこの世界で最も軽けい蔑べつしている人間のひとりと言っても良いだろう。

　スマホのディスプレイに表示された名前を見た瞬間、着信を拒否しようかと思ったくらいに。

　けど、そんなことは絶対に出来ないのもまた事実だった。

「はい、大丈夫です」

『そうか、よかった。実は淡雪くんにひとつ、お願いしたいことがありましてね』

「私にお願い、ですか？」

　受話器の向こうの男の意外な言葉に淡雪が小さく驚く。

『ああ。君にしか出来ないとっておきの仕事があるんだ。すごく簡単な上に、とびっきりのスクープが撮れる可能性のあるね』

「……私にしか、できない？」

　男の声を頭の中で反はん芻すうする。その言葉は、今まで一度もこの男から掛けられたことの無い言葉だった。

　むしろ、いつもは常に逆の事を言われ続けている。

「…………」

　自分に何をさせようとしているのか、警戒心が息となって漏れた。

　それに気づいたのか、男が警戒心を和らげるように明るい声を出した。

『淡雪くんが警戒するのもよく分かるよ。私は今まで君にこのようなお願いをしたことはなかったですからね。君も知っての通り、私は優秀でない人間が嫌いだ。そして、君のことはずっと優秀でないと思ってきた』

　その言葉通りの対応を、受話器の向こうの男はずっと淡雪にしてきた。塔の中のわずかな時間でも、そして現実世界の永遠のような時間でも。

『しかし、今回はその評価を改めざるを得ないと思いましてね。私は優秀な人間が好きだ。利益を出すことの出来る人間には最大限の敬意を払う。それも君は知っているでしょう？』

　淡雪は息だけで肯定する。

　正確に言うならば、彼の利益の為ために利用できる人間は大切にする、が正解だろう。

　しかし、敬意を払うのは事実だった。そこに姿格好、性別、年齢は関係ない。自分に有益な存在である限り、彼はその人物を尊重する。

　すべてのものを極めて合理的に判断し、利用する。それが彼のポリシーだ。

「とびっきりのスクープが撮れるって本当？」

『ああ、本当です。もちろん、すべての計画が上う手まくいけばという条件が付くけど、淡あわ雪ゆきくんにやってもらいたいことはすごく簡単なことですよ』

「簡単なことって？」

『今日、君が今所属しているパーティーを三十一階のボス部屋まで連れてきて欲しいんです。簡単にいえば、今、我々が所持しているボスの討とう伐ばつ権を君たち、強いて言えば剣聖に譲じよう渡としたいと思ってね。その橋渡しをして欲しいんです』

「どうして討伐権を譲渡したいの？」

『恥ずかしながら今回はボスの攻略にかなり手間取っていましてね。様々な情報を分析した結果、我々はあのボスとの相性が非常に悪いという結果が出たんですよ。そこで、これ以上こっちの犠ぎ牲せいを増やさないように討伐権の破は棄きを考えたんですが、スーパーノヴァに討伐されるのは少々面白くない』

　二十六階から三十階までのボス攻略は『梁りよう山ざん泊ぱくと聖塔ジグラート新聞部の連合』『スーパーノヴァとジグラート商会の連合』が互いに競い合い、分け合う形になっている。

　ボス一体を倒すだけで大量の経験値や特殊なアイテムを手に入れることが出来るので、ライバル関係にあるスーパーノヴァには絶対に譲りたくないってことなのだろう。

　であれば、個としては強力な力を持ちつつも、今は『白の騎士団』から距離を置くような形で行動している葉は桜ざくらに討伐権を譲り、ボスを討伐させる。

　討伐権譲渡の条件として、ボス攻略後のドロップアイテムを分配という形にする、といったところが狙ねらいだろうか。

　なるほど、あの男の考えそうなことだ、と淡雪は思った。

「けど、それで何のスクープが撮れるの？」

「まず、剣聖の映像はそれだけで高値で取引される。彼女はガードが堅い上に専属の記録者スコアラーを持たないため、世に出ている映像の数自体が彼女の人気に比べて圧倒的に少ないからね」

　それは事実だった。噂うわさでは記録結晶ひとつ分の映像で数百万から数千万の値段が付くとも言われている。

「君は同じパーティーなんだから映像を撮らせて貰もらえる可能性は大きいでしょうし、なんだったら君に戦闘映像を撮らせることを討伐権の譲渡条件にしてあげても良い」

「それは助かる、けど、それじゃあスクープとはいえないと思う」

「うん、そうだね。そこで面白いのが今回のボスなんだ。ちょっと特殊な感じでね、詳しくは実際に見てもらうしかないけど、剣聖とのバトルはかなり面白いものになると思う。その初出し映像ってことで、十分にスクープと言えるでしょう？　今までの経験でいえば、その映像は間違いなく八桁の金額で売れると思いますよ」

「…………」

　話がうますぎる気がすると淡あわ雪ゆきは思った。

　この男のことは信用できない。けど、この男の情報に関しては信用はできる。情報に嘘うそは無いのだろう。

　そうすると、この男の言うスクープは淡雪にとってはひどく魅力的なものに思えた。

「……私はただ剣聖を三十一階のボスのところまで連れて行けばいいだけね？」

　淡雪のかすれた声に、すぐに反応が返ってくる。

「そういうことです。たったそれだけのことをするだけで君はスクープ映像を手に入れ大金を手に入れる。その大金があれば、君のお父さんが私にしている借金も返せるんじゃないかな？」

　ずきりと、胸が痛んだ。

　そして、微かすかな希望も。今の現実から抜け出せるかもしれない、微かな希望が。

「……わかった。やってみる」

「うん、その返事が聞けて嬉うれしいよ。それじゃあ、期待して待ってるよ、淡雪くん」

　男は弾むような声でそう言って、電話を切った。

　電話が切れた後も、嫌な予感は重おも石しのように胃の中にずっと残っている。

　けど、それを振り払うようにして、淡雪は頭を振った。

　──私は祇ぎ王おう寺じ先輩をボスの部屋まで連れて行くだけ。ただそれだけでお父さんを取り戻せるかもしれない。お母さんも治せるかもしれない。

　祇王寺先輩は討とう伐ばつ権を譲じよう渡とされ、ボスと戦えてむしろ幸運。一いち護ごくんにとってもプラスになるはず。

　だから、みんなが幸せになる。これはみんなの利害が一致した最高の取引なんだ。

　淡雪は小さな声で何度もそう呟つぶやいて、自分に言い聞かせ続けた。
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「それで三十一階の攻略はどこまで進んでいるの？」

　葉は桜ざくらが隣に座るクロネコに尋ねる。クロネコはその名前の通り、猫耳型の黒いカチューシャを付けた情報屋だ。

　場所は東京聖塔トウキヨウジグラート一階の塔覇士ハンターの街にある酒場。

　攻略へと出ていない塔覇士たちが集まる憩いの場であり情報交換の場でもあるため、ここは塔内で一番人口密度の高い場所と言っても良いだろう。

　今も酒場内には一いち護ごたちの他に三十人ほどの塔覇士ハンターがたむろしていた。

　みんな遠巻きに一護たちを見ている。最弱ダンボール塔覇士である一護と神器適合者レジエンダリーマスターで剣聖と呼ばれる葉は桜ざくらの組み合わせは未いまだに物珍しいものらしい。

　今日はそこに新たに美少女の淡あわ雪ゆきが加わっている為ため、注目度はさらに上がっていた。

「ボス部屋まではたどり着いているけど、そこでなかなか苦戦してるみたいだよ」

　クロネコは黒い液体の中に金色のつぶつぶが浮いている謎なぞの飲み物を飲みながら続ける。

「三十六時間ほど進展が無いみたいだねー。梁りよう山ざん泊ぱくの猛も者さたちと新聞部の頭脳集団が揃そろっているのに大きな動きは無しってなると、これは久しぶりの難敵かも」

「なるほどね。ここにきて少し足止めってわけね」

　葉桜の眉み間けんに少しシワがよる。

「今までが順調すぎるくらい順調すぎたんだって。十日ちょっとで五フロアの攻略だよ。二十六階のクイーンタランチュラ、二十七階のワイバーン、二十八階のジャイアントトレント、二十九階のサンドワーム、三十階のマーダードールズ、どれも攻略情報をまとめる前に倒されちゃったからまるで商売にならなかったし」

　クロネコがワシャワシャと髪の毛をかき混ぜる。

「っていうか、フロア攻略本もまともに作る時間がなかったんだよ。二十五階で五年も足止めされて、ようやく飛ひ燕えんが倒されて新しい商売ができるって思ってたら、ガンガン攻略されちゃうんだもん。こっちは商売あがったりだよ」

　各フロアのマップや気候情報、登場する雑ざ魚こ敵のパラメーターや弱点、攻撃パターン、さらにマップ内にある特殊な場所の情報などは、フロア毎ごとに攻略本として売りだされている。

　昨日の砂漠の冒険でもその本を見ながら攻略をしていたわけだけど、

「ええ！　あれってクロネコさんが作ってたんですか？」

　一護は驚いてクロネコを見た。

　クロネコはまともに作る時間がなかったって言ったけど、間違いなくかなりのクオリティの高さだった。

「うん、そうだよー。あれを作るのがボクの一番の仕事だからね」

「す、すごいですね！　めちゃめちゃクオリティ高いじゃないですか！　情報正確だし、絵とかもすごい上う手まいし！　作る時間がなかったなんてぜんぜん思えないくらいのクオリティですよ！」

「にゃはは、そう言って貰もらえると素す直なおに嬉うれしいね。最近はあって当たり前って感じになっちゃってたからねー」

　クロネコが少し照れながら嬉しそうに笑う。

　この攻略本がどのタイミングから作られるようになったのかはわからないけど、確かに一階から順番に攻略してきている人たちにとっては、これがあるのが当たり前の感じになっちゃっててもおかしくはないか。

　けど、塔の攻略には色んな形で関かかわっている人がいるんだな。

「ってな感じで三十一階のボスには久しぶりに期待してるんだ。一番高く売れるのはやっぱりボスの情報だからね」

「そのボスの情報、何か入ってないの？」

　葉は桜ざくらがクロネコに訊きく。

「それが全然なのよー。普通、三十時間以上も経過してればそれなりの情報が集まってくるんだけど、今回はまるで無し。完全に新聞部が情報規制を敷いてるみたい」

「クロネコの情報網にまるで引っかからないとなると、相当強力に規制されてるみたいね」

「うん。新聞部の幹部クラスにも色々と訊いてるんだけどみんな口が硬かたくてねー。かなりの見返りを提示してるのに全然なびかないんだよねー。だからこそ、その情報にはものすごい価値があるんだけどさ。なにか方法が無いかにゃー」

　クロネコがどうやっているのかわからないけど、猫耳をぴょこぴょこと動かした。

「それなら、自分たちで見に行ってみるのが一番速いと思う」

　今まで聞き役に徹していた淡あわ雪ゆきがここで口を挟んだ。

「自分で見に行く？」

「うん。自分で見ればどんなボスだかひと目でわかる」

「それはそうだけど、多分見れないわよ？　ボス部屋の前まで行ったところで」

　葉桜の言葉にクロネコも頷うなずく。

「梁りよう山ざん泊ぱくと新聞部が討とう伐ばつ権を放ほう棄きしたって情報もないからねー。少なくともあと六十時間は彼らに優先討伐権があるわ」

「部屋に入ることも拒否されるのが関の山ね」

　葉桜が小さく肩を竦すくめた。

「今までだったらそうかもしれないけど、今回は違うかもしれない」

　けど、淡雪は更にそう続けた。

「どういうこと？」

「梁山泊と聖塔ジグラート新聞部がまだ攻略できていないってことは今回のボスが強敵だからなのは間違いない。そのふたつのギルドが協力しても簡単に倒せないくらいに」

「でしょうね」

「だから、外部からの協力要請があれば受けるかもしれない。もちろん、条件次第だとは思うけど」

「なるほど。つまりイニシアチブは向こうに取らせて俺たち──っていうより、先輩の力を貸すから一緒に戦わせろって交渉するわけか」

　一いち護ごや淡あわ雪ゆき程度の力じゃ見向きもされないだろうけど、それが剣聖となれば話は別だ。

「そういうこと。ライバル関係にあるスーパーノヴァには絶対にボスを譲りたくないし、協力もしない。少し前であれば祇ぎ王おう寺じ先輩もそう見られていた。けど、今は白の騎士団と距離を置いている。ソロで活動しているのと変わらない」

「なるほどね。ギルド同士の協力になれば、報ほう酬しゆうの分配も山分けって形になるでしょうけど、ソロが相手であればそれが抑えられるから、交渉に応じる可能性があるってわけだ。へえ、なかなか考えてるじゃない」

　葉は桜ざくらが感心したように淡雪を見る。

「ふむふむふむ、これは何やら商売の匂においがしてきましたにゃー。であれば、ボクからの正式な依頼として三十一階の冒険に行ってくれない？　ボスと戦うことが出来たらその情報を、無理でも三十一階の雑ざ魚こモンスターとかの情報をくれればそれで良いから。報酬はそうだなー、祇王寺さんには聖塔ジグラート料理のレシピ本、一護くんにはハイポーションを五個、牧まき野のヶが池いけさんにはサンダーボルトの魔法書ってところでどうかな？　ボス情報が仕入れられた時はさらにクロネコ情報チケット十万円分も付けちゃう！」

　クロネコの提案に葉桜と淡雪の目が輝く。

「本当にレシピ本くれるの？」

「うん。祇王寺さん、ずっと料理スキル欲しがってたからね。これで念願の料理スキル持ちだね」

「私も使える魔法が増えるのはすごく嬉うれしい」

　どうやらふたりは一気に心が揺ゆり動かされたようだ。

「この依頼、受けようと思うんだけど、一護くん、どうかしら？」

「私も受けたい」

　ふたりにじっと見られて、一護は苦笑した。

「もちろん反対はしませんよ。俺もボスと戦ってみたいって気持ちはありますし」

　それに攻略が停滞しそうなのであれば、なるべく早くそれを解決したい。

　この話は一護にとっても渡りに舟のようなものなのだ。

「それじゃあ、これで商談成立ってことでいいね？　素す晴ばらしい成果を期待してるよー」

　差し出されたクロネコの手を握にぎる。

　その横で、淡雪がホッとしたように小さく息を吐はいたのだった。
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「うぅぅ、寒い……」

　東京聖塔トウキヨウジグラート三十一階、通称雪山エリア──そこは白銀の世界だった。

「雪山ってレベルじゃないわね、これは。ここに名前をつけるんだったら猛吹雪ふぶきステージよ」

　一いち護ごの隣で葉は桜ざくらも自分の身体からだを抱きしめるように身震いしながら、そうボヤいた。

　単純な気温で言えば、昨日冒険をしていた二十九階、砂漠エリアの夜とそれほど違わないだろう。

　しかし常に吹ふ雪ぶいている。強く吹き付ける風は全身を悴かじかませるほどに冷たく、肌に張り付く雪は容赦なく体温を奪っていく。

「これだけ寒いと呪じゆ文もんの詠唱も上う手まくできないかも」

　そう言う淡あわ雪ゆきの声は小刻みに震えていた。

「私もいつも通りの動きは出来そうにないわね。手は悴んでるし、視界も最悪だし足場も悪いし、モンスター以上に環境に苦労しそうなステージよね」

「そう、ですね」

　アスラを退治しにいった十五階の煉れん獄ごくステージの時ですら厳しい環境だなと思っていたけど、火山、砂漠、そしてこの雪山。

　階数が上がれば上がるほど難易度が上がっていくのは本当らしい。

　この先、果たしてどんなステージが待ち構えているのか、想像すると少し怖くなる。

「なるべく早く洞どう窟くつを目指しましょう。洞窟内に入れば多少はマシになるでしょうから」

「賛成です。ここで体力を消耗するのは得策じゃないですし」

「洞窟は山に向かって真まっ直すぐ歩いて行くだけで良いから、迷う心配が無いのが唯一の救い」

　淡雪の発言にふたりが頷うなずく。

　これが二十五階の飛ひ燕えん城のような複雑な迷路だったらボス部屋に辿たどり着く前に挫ざ折せつする塔覇士ハンターが続出するだろう。

「あとは雑ざ魚こモンスターが出てこないことを祈るだけね」

　そんな葉桜の声に重ねるようにして、甲かん高だかい獣の鳴き声が周囲から聞こえてきた。

　その数、軽く十は超えているだろう。唸うなり声ごえと遠とお吠ぼえが四方八方からジリジリと近づいてくる。

　吹雪に隠れて姿は見えない。けど、

「狼おおかみですかね？　これは」

「みたいね。定番と言えば定番だけど、かなり厄やつ介かいね。この状況で狼の群れと一戦を交えるのは」

　動きが素早く身体からだが大きいわけでは無い。そして数がいる。一匹一匹の戦闘力で見れば大したことは無いのかもしれないけど、この状況下では非常に倒しにくい。

　そして何より、

「予想はしていたけど、最悪の毛色ね」

　姿を現した狼おおかみたちの毛は雪と同じ白だった。

　ただでさえ攻撃が当てにくい上に、視認性も最悪だ。

「牧まき野のヶが池いけさん、ファイアーアローで一気に片付けるなんてこと、出来ないわよね？」

「うん、無理。ファイアーアローは範囲魔法じゃないから。仕留められて一匹だけ。それだったらパラライズミストの方が良いと思う。まとめて何匹が麻ま痺ひにできるから」

「それもそうね。ただ、それでもちょっとやばそうだけど」

　葉は桜ざくらが刀の柄つかに手を触ふれながら、威嚇するように周囲を見回し、軽く腰を落とす。

　その緊張感が一いち護ごにも伝わってきた。

「この状況、先輩でも余裕ないですか？」

「ええ。実際に戦ってみないと一匹がどのくらいの強さなのかわからないけど、三十一階に出てくる怪物ってことを考えると、弱いってことは無いでしょうし」

　一護たちを囲む狼の数は次々と増えている。目で確認できるだけでも二十匹はいるだろう。

「最悪、一護くんと牧野ヶ池さんは逃げることだけを考えて。この状況でふたりを守りながら戦うのは難しそうだから」

　その声には本当に余裕はない。全力を出す時の緊張感のある声だった。だったら、

「先輩、ここは俺に任せて下さい」

　一護は一歩前に出る。

　その背中に慌あわてた声が掛けられた。

「ま、任せてって無む茶ちやなこと言わないで！　一護くんひとりでどうにかなるわけないでしょ？」

「高こう速そく剣けんを使えば余裕ですよ」

　刀を抜いて、正せい眼がんに構える。

「高速剣って、いきなりここで使っちゃうのは──」

「いざという時の二発目は残しておくんで大丈夫ですよ。それに、梁りよう山ざん泊ぱくや聖塔ジグラート新聞部のメンバーがいるボス戦ではどうせ高速剣は使えないんですから、ここで高速剣を温存しておくよりは、先輩の体力を温存しておいた方が効果的だと思います」

　葉桜がいざという時は逃げろと言うくらいだ。それだけ先の展開が読めない相手だということだし、もしそんな状況に陥おちいったとしたら、葉桜はなんだかんだいって自分の身を犠ぎ牲せいにして一護と淡あわ雪ゆきを逃のががそうとするだろう。

　だから、そんな状況を作り出してしまうのは絶対にダメだ。先に手を打つ必要がある。

「言われてみれば、確かにそうかもしれないわね」

　葉は桜ざくらも冷静に考えて、一いち護ごの意見に頷うなずいた。

「けど、大丈夫？　この足場の悪さで高こう速そく剣けんを使っても」

　滑りやすく、また埋もれやすい雪と氷が入り乱れているこの足場はスピードを最大の武器とする高速剣とは相性は悪いかもしれない。けど、

「大丈夫ですよ。こんな奴やつら、一瞬で倒して見せますから」

　高速剣のポテンシャルはこの程度の足場の悪さくらいでどうこうなるものではない。それは使用者である一護が一番よくわかっている。

　何より、今の一護には防具を解除パージすることによって発動できる剣技が複数ある。この場から動かずに倒すことだって可能なはずだ。

「うん。じゃあ、一護くんを信じるわ。よろしくね」

「はい」

「一護くん、頑張って」

「おう、任せておけ」

　葉桜だけではない。今は淡あわ雪ゆきも守るべき存在だ。

　そう考えると、ますます気合いが入る。

「よし、いくぞっ！」

　今にも飛びかかろうと、身体からだを屈かがめて唸うなり声ごえをあげる狼おおかみたちをぐるりと見回す。そして、

「──高速剣！」

　白銀の世界の中に、一護の声が響き渡った。

　しかし、わずか一寸ちよつと、その声を完全に認識するまえに、狼たちの意識はアイスピックで貫かれた氷のように砕け散っていたのだった。
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「やっぱり出で鱈たら目めな強さね、一護くんの高速剣って」

　顔のすぐ右側──つまり耳元で葉桜の声が響く。身体はぴったりと密着していて、鎧よろいで覆おおわれていない部分から体温を感じる。

　高速剣使用の代償──強烈な疲労感と全身を襲う酷ひどい筋肉痛のような痛みのため、動きが鈍にぶくなった一護を支えるようにして、葉桜が肩を貸しているのだ。

「さすが私の一護くん。すごく頼りになる」

　淡あわ雪ゆきの声は左側の耳元から聞こえてくる。その距離は葉は桜ざくらのものとまったく変わらない。

　つまり、淡雪は左側から身体からだを支えるようにして肩を貸している。

　一いち護ごの身体は両サイドからぴったりと、まるでサンドイッチの具になったように葉桜と淡雪に挟まれていた。

　本当ならこれはすごく幸せなシチュエーションなはずで、実際、その感触だったり、匂においだったり、体温だったりと幸せはすごく感じているのだけど、それ以上に胃が痛かった。

「誰が私ヽの一護くんなのかしら？　牧まき野のヶが池いけさん、もしかして寒さのあまり頭がおかしくなっちゃったのかしら？」

「別におかしくなっていない。私は事実を言ってるだけ。それよりも、祇ぎ王おう寺じ先輩が反対側に無理やりくっついているから歩きづらくて仕方ない」

「んなっ！　あ、あなたの方こそ邪魔なんじゃない。身体が小さいからほとんど支えになってないし」

「誰の胸が小さいかーっ！」

　いきなり淡雪が切れた。

　初めて聞く淡雪の大きな声に一護と葉桜はびっくりした。

「べ、別に胸に限定して言ったわけじゃないし、そ、それに身体全体のサイズで考えればむ、胸の大きさもだ、妥当なんじゃないかしら？」

　葉桜にしては珍しく、動揺しながら言う。

「それは遠回しに私の胸が小さいことを肯定していますか？　どうですか？」

　淡雪の感情の篭こもっていない視線が葉桜を捉とらえる。

　ぶるり、と葉桜が身震いをしたのが密着する一護の身体にも伝わってきた。

「ま、まだ成長過程だし、しょ、将来性は抜群じゃないかしら。わ、私はきっとすごく成長するんじゃないかなって思うわよ。うん、そんな予感がする！」

「その通り。わかっているならそれでいい。そして、その物分りの良い頭でもう一度考えて欲しい。誰が一護くんから離れるべきかを」

「そこに関しては一歩も引くつもりは無いわ。そもそも私の方が先に一護くんに肩を貸したわけだし」

「そこに大した差はなかった。そんなの誤差の範囲内」

「微かすかな差でも差は差よ。こういう時、大切なのは順番よね、やっぱり」

「ううん、違う。順番よりも大切なものがある」

「なによ？」

　真ん中に一護を挟んで、ふたりの視線がバチバチと火花を散らす。

　そして、その矛先はいきなり一護へと向けられたのだった。

「大切なのは一護くんの気持ち。一護くんがどっちに肩を貸して欲しいと思っているか、訊きいてみればいい」

「へっ!?」

「そうね。それが一番手っ取り早いわね。一いち護ごくんがどう思っているのか、確かにそれが一番大切だわ」

「えええっ!?」

「ってことで──」

「一護くん、どうなの？」

　ふたりの視線が同時に一護の顔に注がれた。

　一護の全身から一斉に冷たい汗が吹き出す。

「もちろん一護くんはわかってるわよね？　誰が一護くんのことを本当に心配して、肩を貸してあげているのか。アスラ戦の時も、飛ひ燕えん戦の時も、一護くんを介かい抱ほうしたのは誰なのか」

「一護くん、私は一護くんの力になりたい。だから、一護くんも私のことを必要だと思って欲しい」

　じじーっと注がれ続ける視線。

　──も、もう一回高こう速そく剣けん使っちゃおうかな。そしてこの場から全力で逃げ出す！　それが最善の手のような気がする！













　なんてことを思わず考えてしまうくらいに追い詰められていた。

　今感じているこのプレッシャーに比べれば、さっきの狼おおかみの群れなんて生まれたての子犬を相手にするようなものだ。

「ねえ、一いち護ごくん」

「どうなの？」

「え、ええとですね……」

　必死に考える。けど、答えなんて出るはずがなかった。だって、そんなの選べるわけがないのだから。

　そ、そもそも、なんでこんな状況になっているんだ？

　ふたりが自分の身体からだを案じてくれるのは嬉うれしいけど、なんで取り合いみたいな状況になっているのかまったくわからない。

　わかるのは、自分が今、どう回答したところで絶対に正解にはたどり着けない選択肢を突きつけられているってことだけだ。

　こ、こうなったら、

「も、もう大丈夫ですから！　ひとりで歩けますのでっ！」

　ふたりから身体を離すと一目散に逃げ出す。身体が少し軋きしむけど、そんなことは気にしてられない。

「あー、また逃げた」

「一護くんの意気地なし」

　そんなふたりの声はとりあえず聞こえなかった事にした。
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「どうやらこの奥のようね」

　雪山の洞どう窟くつの中に入り、さらに一時間ほど歩き続けた先に目的の場所があった。

　まるで水晶のような輝きを放つ分厚い氷の壁。その中央にはこの場には不似合いな豪ごう奢しやな扉が付いている。

　そして、その近くに大きめのテントが張られ、周囲には数人の屈強な男が警備をするように立っていた。

　粗そ野やな感じの防具、腕に巻きつけられた黒の布。間違いなく梁りよう山ざん泊ぱくに所属する塔覇士ハンターだろう。

　男たちは一護たちの姿を見つけると、ひとりがテントの中へと入った。

「中にいるのは混世魔王ね、きっと」

　その名前に、思わず一いち護ごの身体からだが硬かたくなる。

　葉は桜ざくらと同じく、今現在、三人しか存在していない神器適合者レジエンダリーマスターのひとりで、梁りよう山ざん泊ぱくのリーダー。

　身の丈二メートルを超える大きな身体は鍛えぬかれ、その筋肉は鋼のような強きよう靭じんさとバネのようなしなやかさを兼かね備そなえている。

　拳こぶしひとつで岩を砕き、神器である巨大な斧おの『龍りゆう殺し』を使えばその名の通り最強の怪物であるドラゴンすらも殺せるという。

　塔覇士ハンターの中で最強の攻撃力を持つ男。その名にはやはり人を畏い怖ふさせるだけの力があった。

「さて、混世魔王は討とう伐ばつ権を譲ってくれるかしら」

　一方、葉桜にはまるで緊張は無い。

　神器適合者同士、同じ領域に生きているってことなんだろうな──と一護はぼんやりと思った。

「誰か出てくるみたい」

　淡あわ雪ゆきの声にテントの方に視線を戻すと、ちょうど人が出てくるところだった。

　最初に姿を現したのは、ひょろりとしたどこか病弱そうな男だった。メガネの奥に覗のぞく目には神経質そうな色が見える。

「首す藤どう、あの人もいたんだ。私、正直嫌いなのよね」

　珍しく葉桜が嫌けん悪お感かんを隠さずに言う。

「って、牧まき野のヶが池いけさんとこのボスだから悪くいうのもあれか」

　少し申し訳無さそうな顔をする葉桜に、淡雪は左右に首を振った。

「いえ、私も嫌いですから」

　そう答える淡雪の声音は雪のように冷たい。一護が少し意外に感じるくらいに。

「ええと、誰なんですか？」

「ああ、一護くんは知らないか。彼は首藤、聖塔ジグラート新聞部の部長──つまりボスよ。見ての通り戦闘タイプではなく頭脳タイプ。記録者スコアラーたちをまとめ上げ、塔内のあらゆる情報をコントロールできるまでの組織を作り上げた切れ者ね。優秀なのは間違いないんだけど、人間としてはまるで好感が抱けないわね」

　──なるほど。あの人が聖塔新聞部のトップなのか。

　そして、その後ろに続けて出てきた男に一護は目を奪われた。

　彫りが深くメリハリのきいた顔つき、巨大で逞たくましい体たい躯く、器の大きさを感じさせる雰ふん囲い気き、なによりも無条件で頼りがいを感じさせる男らしさ。

　持っているオーラがまるで違かった。人の上に立つために生まれてきた、そんなオーラを混世魔王は持っていたのだ。

「おう、剣聖。久しぶりだな」

　混世魔王が葉は桜ざくらに話しかける。

「ええ、久しぶり。調子はどうかしら？」

「まあまあってところだな。ああ、そういやまだ礼を言ってなかったな」

「お礼？　あなたが私に？」

「ああ、飛ひ燕えんのヤツを倒してくれてありがとよ。あいつのせいで随分と退屈な日々を送っていたからな。マジで飛燕の野郎を倒してくれたことには感謝してるんだ」

「べ、別にあなたたちの為ために倒したわけじゃないから感謝される理由なんてどこにもないわ。けど、そうね、感謝してるって言うんだったら私たちにも一枚噛かませてくれない？」

　葉桜が優雅に微笑ほほえみながら、少しだけ首を傾かしげる。

「一枚噛むって何に関してだ？」

「もちろん今回のボス攻略に関してよ。なんでも、噂うわさじゃ結構苦戦してるって聞いてるけど？」

　さっきよりも少し挑発的に葉桜が笑みを浮かべた。

　混世魔王の表情は特に変わらない。自然な表情のまま頷うなずいた。

「ああ、これがなかなかに厄やつ介かいな相手でな。どうにも俺たちとの相性が良くない。かと言って、まだたっぷりと時間が残ってる討とう伐ばつ権をタダで捨てちまうのも勿もつ体たいねえ。さてどうしようかと思っていたところだが、そうだな。お前の手を借りるってのも選択肢として無しってわけじゃねえなあ」

　混世魔王がボリボリと後頭部の辺りを掻かきながら、隣に立つ首す藤どうへと視線を移す。

「つっても俺ひとりで決めるわけにもいかねえ。こいつが良いって言うんだったら俺は別に構いやしねえよ」

　混世魔王の視線を受けて、首藤は人差し指でメガネを軽く持ち上げた。

　それから値ね踏ぶみをするように、葉桜、淡あわ雪ゆき、そして一いち護ごへと視線を移動させていく。

「ふむ、そうですね。こちらの条件をいくつか飲んでいただけるようなら、私も別に構いませんよ」

「条件？」

「ええ。貴重な討伐権の一部をお譲りするのですから、こちらからの要望を汲くんでいただきたいということです。まずは報ほう酬しゆうに関してですが配分比率はこちら側が八、そちら側が二、でいかがですか？」

「う～ん、そうね」

　葉桜が腕を組む。

「そちらがボス戦に出す人員の数は？」

「俺を中心に精鋭ばかりを五人、新聞部からは魔法使いを三人、あわせて八人だ」

「そこにあなた方の三人。ただ、失礼ですが剣聖以外のおふたりはふたりで一人分の戦力として計算させていただきました」

「なるほど。だから八対二なわけね。一いち護ごくん、どう？」

「俺はぜんぜん構わないですよ」

　もともと討とう伐ばつに参加させてもらえるだけでもラッキーなのだ。報ほう酬しゆうに関してはタダでも良いと思っているくらいだった。

　重要なのは如い何かに早くボスを倒せるか。そして、この塔を攻略できるかだ。

「牧まき野のヶが池いけさんも構わない？」

「うん、問題ない」

　淡あわ雪ゆきも頷うなずく。

「ってことで、その条件は飲むわ。ただしドロップアイテムの鑑定を行う商人はこっちが指定する。で、その商人が出した評価額を元に分配計算を行うってことで良いかしら？」

「ええ、それで構いませんよ。では二つ目の条件です。今回、協力体制を取りますが、基本的にはどちらかがどちらかの指揮下に入るのではなく、それぞれのパーティーの行動の自由を保障すること。もちろん、意図的に足を引っ張る行こう為いや、ピンチの時に敢あえてフォローをしないなどの人道に悖もとる行為は禁止しますが」

「その条件はむしろ歓迎するわ。てっきり梁りよう山ざん泊ぱくの指揮下に入れと言われるもんだと思っていたから」

　葉は桜ざくらの表情は本当に意外そうだった。

「俺に白の騎士団の団長様を指揮することなんか出来ねえよ。大体、うちのメンツは好き勝手に戦うのが好きな連中ばっかりだからな。今までまともに指揮したことなんて一度もねえや」

　違いない、という声が笑い声と一緒に周囲からあがる。

　見た目の印象通り、梁山泊はかなり自由度の高いギルドらしい。

「それでは三つ目の条件──というよりも、これは私からのお願いになるのですが」

　そう言って首す藤どうは淡雪を見た。

「剣聖の戦闘映像をこの子に撮らせてあげてくれませんかね？　この子はまだまともな映像を一度も撮ったことがないので、記録者スコアラーとしての最初の仕事を剣聖の映像でさせてあげたいのです」

　その条件が葉桜にとっては一番予想外だった。

　葉桜は自分の映像を撮られることをあまり好まない。

　その映像はどのような使われ方をするのかコントロールできないし、一度それが世に出てしまえば回収することはまず不可能。あれはやっぱ無しってことには出来ないからだ。

　けど、だからといって頑かたくなにすべてを拒否しているわけでもない。

「ええと、牧まき野のヶが池いけさんは私の映像を撮りたいの？」

「撮らせてもらえるのなら」

　記録者スコアラーとして、淡あわ雪ゆきの目が輝く。それだけ、葉は桜ざくらの映像には価値があるのだ。

「はぁ、仕方ないわね」

　葉桜は小さく肩をすくめて、

「一応、パーティーメンバーなわけだし、部長さんから直接お願いされちゃってるわけだし、記録者としての最初のお仕事ってことだから特別に許可するわ。もちろん、表に出す前に映像のチェックはさせてもらうけど」

「それはもちろん、当然の権利です。ありがとうございます、私のお願いを受け入れてくれて」

　首す藤どうがそう言って礼儀正しく一礼をした。

「討とう伐ばつ権を分けてもらうんだからそれくらいはね。それじゃあ、これで契約締てい結けつってことでいいのかしら？」

　葉桜が首藤と混世魔王を見る。

「私からは何の問題もありません」

「ああ、よろしく頼むよ、剣聖さんよ」

　差し出された大きな手を葉桜も握にぎり返した。

「こちらこそよろしく。あなたと協力して戦うのは初めてだから楽しみだわ」
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「で、戦う前にできるだけ多くのボスの情報が欲しいんだけど」

　一いち護ご達たちはテントの中へと招き入れられ、作戦会議が始まった。

　葉桜が訊きくと、混世魔王がそれに答える。

「種別は人型。身体からだのサイズも俺たちと変わらない一般的なものだ。確か百八十くらいだったかな。性別は男。武器は西洋タイプの両手剣。グレートソードと言えば通りはいいか。装備している防具はリングメイル一式──レザーアーマーに鎖くさり帷かた子びらを縫ぬいつけたようなものだな。に、コリント式のヘルムをかぶっている」

「攻撃方法は？」

「持っている剣による直接攻撃が主な攻撃方法だ。魔法は使わない。ブレスなどの特殊系の攻撃もなし。ただ、俺達と同じような剣技系のスキルを使う」

「普通に戦士系のボスって感じなのね」

　情報を聞いて最初に思い浮かんだのは飛ひ燕えんの姿だ。

　飛燕は戦士ではなく剣士──剣客といった方がしっくりくる風体だったけど。

「パワーやスピードは？」

「装備からみてもわかる通り、どちらかと言えばパワーファイタータイプだな。ウチの連中と互角にやりあえるくらいの力はある。スピードもそこそこだが、速さで言えば剣聖さんに分があるだろう」

「う～ん、じゃあ特別優れた剣技を持っているってこと？」

　葉は桜ざくらが腑ふに落ちない表情で訊きく。

　一いち護ごも同じような気持ちだった。さっきから話を聞いていると、とてもそのボスが強そうには思えないのだ。

「まあ、そこそこの剣技ってところだな。ボーンクラッシュ、ブルファングバイト、大旋風、霞かすみ二段、メテオストライク、俺たちのスキルで言えばそんな感じの技だ」

「中級から上級の間のレベルのスキルってことね。じゃあ、武器や防具が神器レベルで凄すごいとか？」

「神器クラスまではいかねえなあ。結構いい感じのユニーク装備ってところだろうな、戦ってみた感じだと」

「う～ん」

　困ったように唸うなりながら葉桜が腕を組む。

「力も速度もレベルは高いけど飛び抜けているわけじゃない。装備も剣技もそう。総じてハイレベルでまとまっている相手なのかもしれないけど、どうして勝てないの？」

　葉桜の質問も当然だ。

　神器適合者レジエンダリーマスターである混世魔王がなぜ勝てないのか、まるで想像も出来ないのだから。

「それが勝てねえんだよな。追い詰めるのは簡単なんだが、どうしても倒せねえ。むしろ、今度はこっちが追い詰められてしまうってのの繰り返しでな」

「倒せない理由は？」

「それがアイツの特殊性なんだろ。仕組みはまるでわかんねえよ」

　混世魔王は深夜の通販番組に出てくる外国人の様に大げさなアクションで肩を竦すくめてみせた。

「我々も総力を以もって解析にあたってるんですが、まだまだ情報不足でほとんど何もわかっていない状況でしてね」

　首す藤どうがそう後に続ける。

「まあ、言葉で説明するよりもまずはご自身で戦っていただいたらどうですかね？　百聞は一見にしかずと言いますし」

「それもそうだな。どうだい剣聖、情報収集ってことで一度ヤツと軽く手を合わせてみるのは。お前さんなら勝てないまでも何かヤツの秘密を暴くためのキッカケを見つけることが出来るんじゃないか？　で、その後でもう一度作戦会議を開くってことで」

　顎あごを撫なでながら混世魔王が葉は桜ざくらに言う。葉桜は少し考えた後、

「そうね、実際に剣を交えてみるのが一番手っ取り早いわね。けど、いいの？」

　葉桜が混世魔王に向けて勝ち気な笑みを浮かべた。

「いいのって、何がだ？」

「倒しちゃうかもしれないわよ、私たちが。もし倒せるようなら、倒しちゃっても構わないんでしょ？」

　葉桜のその言葉に混世魔王は豪快に笑った。

「ああ、もちろん構わねえさ。俺たちが倒せなかったヤツを初見で倒したって言うんだったら、それに敬意を表してお宝も全部くれてやるよ。それでいいな、首す藤どう」

「はい、問題ありません。まあ、不可能でしょうけどね」

「その言葉、しっかり聞いたわよ。あとで撤回しても認めないからね」

「男に二言はねえよ。ま、せいぜい頑張ることだな」
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「綺き麗れいな部屋ね」

　葉桜が周囲を見回しながらそう言う。

　ボスの部屋に入って最初に感じた一いち護ごの感想もそれだった。

　部屋の広さは一片が二十メートルほどで正方形をしている。四方の壁や床、天井はすべて氷で出来ていた。

　その色は白や透明というよりも青。深海を思わせるような鮮やかで、幻想的な青。

　そして、部屋の中央にはこれまた氷で作られた螺ら旋せん階段が設置されている。

　あの階段を上がれば次の階へといけるのだろう。

　しかし、階段はぐるっと円柱状の氷に閉ざされているので登ることは出来ない。

　多分、ボスを倒せばあの円柱の氷が溶ける仕掛けになっているのだと思う。

「で、あれが噂うわさのボスね」

　階段の前にはひとりの男が立っていた。

　混世魔王からの情報通りの姿だ。人型の戦士タイプ。一いち護ごが今まで対たい峙じしてきたアスラや飛ひ燕えんのような、強者特有の威圧感はそこには無い。

　全身を漆黒のオーラが包み込んでいるため、独特の禍まが々まがしさがあるのだが、強者としての強烈なエネルギーがそこには無いような印象を一護は受けた。

　そこが逆に、なんとも言えない、只ただ者ものではないような違和感を出しているといえば、その通りなのだが。

「我々はここで扉の確保をしております。危険だと感じた場合はいつでも撤退をしてください」

「ええ、ありがと」

　入り口で退路を確保するという首す藤どうに対し、葉は桜ざくらが礼を言う。

「淡あわ雪ゆきさんにもここで待機していただき、映像を記録していただきましょう。この戦いもボス攻略の参考映像になる可能性が大いにありますので」

「そうね。よろしくね、牧まき野のヶが池いけさん」

「うん、任せて」

「それじゃあ一護くん、いきましょうか」

「はい」

「一護くん、頑張って」

「おう。淡雪の分まで戦ってくるよ」

　淡雪と軽くハイタッチしてから、一護と葉桜は部屋の中央へと向かった。







「ねえ、一護くん。あの胸のところに書かれている数字、なんだと思う？」

　ボスに近づくに連れて、その姿は詳細に目に映る。

　身体からだを覆おおっているどす黒いオーラの為ため、顔つきなどをはっきりと見ることは出来ないが、胸の辺りに赤い──血のような赤の色彩で28と描かれていた。

「わかりません。けど、ボスの能力に何か関係があるかもですね」

「なぜか倒すことができない。そしていつの間にか自分が追い込まれてしまっている能力、か。まるで想像もつかないけど」

「戦ってみるしかないですね」

　一護は腰に差した鞘さやから刀を抜く。葉桜も刀を抜いて、構えた。

　殺気に気づいたのか、男がゆらゆらとした動きで意識を一護たちの方へと向ける。

　そして、背中に担かついた大剣を両手に持ち直すと、

「ＧＲＵＲＵＲＵＲＵＲＵＲＵＵＵＵＵＵ！！！！！！！！！！！！」

　劈つんざくような大音量で吠ほえた。その叫びは人のそれを超えているような気がする。

「ようやくボス戦みたいな雰ふん囲い気きになってきたわね」

　葉は桜ざくらの表情が引ひき締しまる。

　一いち護ごも頷うなずき、気合いを入れなおした。

　強そうに見えなくてもボスであることは間違いない。さらに、混世魔王が倒せないと言うくらいの。油断をしている余裕はどこにもないはずだ。

「まずは小手調べってことで、行くわよ、一護くん！　援護お願いっ！」

　いうなり、葉桜は一気に男との間合いを詰めた。

　電光石火──まさにその形容が相応ふさわしい俊しゆん敏びんなる先制攻撃。

　瞬まばたきひとつする間に五メートルほどの距離を一気に詰めて、懐ふところの中へと潜もぐり込む。

　そして胴を薙なぐように水平に刀を振るった。

「「え？」」

　驚きの声は一護と、そして刀を振るった葉桜の口からも零こぼれた。

　小手調べの一撃だ。攻撃に意識のすべてを向けるのではなく、防御にも注意を置いた、つまり防がれることを想定した攻撃。

　相手がボスであるならば弾はじかれて当然だと思っていたその一撃。

　しかし、葉桜の刀は綺き麗れいに敵の胴を薙いでいた。

　刀とリングメイルがぶつかり合い、金属同士が打ち付けられる重たい音と火花が散る。

　当然、致命傷ではない。が、ノーダメージってわけでもない。

　事実、男の身体からだは少なからずよろめいた。

　葉桜は動きを止めること無くステップを繰り返し、そして一護の側へと戻ってくる。

　慎しん重ちように刀を構え、男を警戒しながらも、やはり腑ふに落ちない感じで首を捻ひねった。

「どういうこと？」

「それは俺が訊ききたいくらいです。手て応ごたえはどうですか？」

「見ての通りよ。気持ちいいくらいに綺麗に入りすぎて、逆に気持ち悪いわ」

「ですよね」

　見ていた一護でさえも驚いて声を出してしまうくらいに綺麗に入った胴への一撃だった。

　様子見ではなく、最初から倒すつもりで全力攻撃していれば、すでにこの戦いは終わっていたかもしれない。それくらいに見事な一撃だったのだ。

　そんな攻撃。圧倒的な実力差が無い限り、決まることはまずない。

「今度は一護くんが戦ってみて」

「はい、わかりました」

　葉桜に変わって、一護は一歩前へと出る。そして、意識のすべてを男へと向ける。

　男の構えはオーソドックスな正せい眼がんの構え。重心はしっかりとしていて、それなりにきちんと剣の訓練を積んでいることがわかる。

　大剣を持つ両腕の筋肉は大きく盛り上がり、力強さを感じさせた。その腕から繰り出される一撃を喰くらえば、小さくないダメージを受けることになるだろう。

　──けど、今まで戦ってきた相手に比べればあきらかに隙すきだらけだった。

　弱くはないと思う。けど、一いち護ごだって普段から圧倒的な技術を持つ葉は桜ざくらと手合わせをしているのだ。

　パラメーターの数値は低くても、経験と感覚の部分はそれなりに鍛えられている。

　その感覚が、この相手は決して強くないと、そう告げてきていた。

「いきます！　何かあったら、フォローお願いします！」

「ええ、任せて！」

　葉桜の力強い声を背中に受けて、一護は男との間合いを詰めた。

　葉桜ほどの鋭するどさはないが、それでも素早く正確な動きだ。

「はぁぁぁぁっ！」

　気合いと共に刀を振るう。狙ねらうは左腕、小手の部分。

　両手剣はその大きさと重量から攻撃範囲と威い力りよくが大きい。しかし、逆に攻撃速度を犠ぎ牲せいにし、小回りも利かない。

　攻撃が当てやすい相手だと言える。だから、まず最初に武器を持つ腕を攻撃して、そこを無力化できてしまえば、一気に形勢が有利になる。

「喰らえっ！」

　威力よりも正確さを優先させた一護の攻撃は、これまた見事に男の小手部分へとヒットした。

　ガキッ！　という手て応ごたえ。正確さ重視の攻撃は、一撃で相手が大剣を落とすほどの衝撃は与えられない。

　けど、上段から振り下ろそうとしていた男の大剣の軌道が大きく逸それ、地面へと叩たたきつけられる。

　その無防備な男の背中を一度斬きりつけてから、一護はバックステップをして距離を取り、葉桜の下へと戻った。

　刀を握にぎる両手のひらにはしっかりと手応えが残っている。

　さすがに相手もパワーファイター。着込んでいるリングメイルの防御力は高く、基礎パラメーターの低い一護が与えられたダメージはさほど大きくない。

　しかし、クリーンヒットを二発。相手の攻撃は掠かするどころか、まるで当たる気配すらなかった。

「ねえ、一護くん。この相手、やっぱり──」

「ええ、強くないです。もしかしたら俺でも倒せるかもしれないくらいに」

　一護は一度大きく息を吐はいてからそう言った。

「そうよね。ほんと、どうして梁りよう山ざん泊ぱくはこんな相手が倒せないんだろ？」

「追い詰められてから実力を発揮する、とかですかね？　たとえば追い込まれると胸の数字がどんどん減っていって、パワーアップするとか」

「う～ん、そういう可能性もあるかもだけど、でも、だったら数字が減ってないとおかしくない？　私の胴薙なぎと一いち護ごくんの二発、少なくとも三回はまともな攻撃を受けたんだから」

　それもそうか。何を持って追い込まれると判断するかは難しいけど、クリーンヒットを受けたってことは、相手との打ち合いに負けたってことだから、追い込まれたと判断されてもおかしくないはずだ。

「じゃあ、大きなダメージを受けると数字が減るとか。あれがヒットポイント的な数字になっているみたいな」

「そっちの方が可能性としては大きいかもね。だとすると、さっきの私たちの攻撃はノーダメージってことになるけど」

　圧倒的な防御力の高さ。それがこの男の武器なのかもしれない。

　けど完全にノーダメージってわけでも無さそうな雰ふん囲い気きはあるんだよな。ぐらついたりしてるし。

「ま、もう少し戦ってみましょう。危険な雰囲気があったらすぐに撤退できるように気をつけながら」

「はい」
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「さすが剣聖、見事な剣裁きですね。それに、あのダンボールの少年もなかなかやる。もう少しまともな勝負になると思っていましたが、これはあっさりと決着がつくかもですね」

　ボス部屋の入口に付近に立つ首す藤どうは機嫌の良さそうな声でそんなことを言った。

「決着がつくってどういうこと？」

　隣に立つ淡あわ雪ゆきが首藤の方を見ようとするのを手で制す。

「記録中は記録対象から目を離さないこと。あなたの目で見た映像そのものがそのまま記録結晶に記録されるのですから。視線のブレも無くして、視聴者が見た時にどう感じるか、それを再優先に考えながら撮影をしなさい」

「はい」

　首藤の叱しつ責せきに素す直なおに返事をする淡雪。

　人間としては絶対に好きになれないし、心を許すこともない。今までのことを忘れることも絶対にない。

　ただ、記録者スコアラーとしての矜きよう持じ、映像を撮ることに対するスタンスだけは認めざるを得なかった。

　伊だ達てに大半の記録者たちが所属しているギルドをまとめてはいない。

「それで、あっさりと決着がつくって、どういうこと？」

　視線は一いち護ごたちの方を向けたまま、もう一度訊きく。

　あのボスをどうしても倒すことが出来ない。さっきこの男は、そして梁りよう山ざん泊ぱくのトップはそう言っていた。

　追い込むことは簡単だけど、倒すことはどうしても出来ないと。

　だけど今、この男はあっさりと決着がつくと言ったのだ。

「なあに、言葉通りの意味ですよ」

「言葉通りの意味？」

「ああ。もう間もなく、剣聖はあの男を倒すでしょう。そして、今ボスと呼ばれているあの男は死ぬ」

　陽気に軽やかに言う首す藤どうの言葉はまるで淡あわ雪ゆきの脳に浸透してこなかった。

「祇ぎ王おう寺じ先輩が勝つ？　あの男が死ぬ？　それって──」

　混乱するような淡雪の声に、首藤はさも愉快そうに笑った。

「そう言えばそこまでの詳しい説明はしていませんでしたっけ？　この階のボスはあの男自身ではなく、あの男にとり憑ついている思念体みたいなものだってことを」

「え？」

　驚く淡雪の横顔を見ながら、首藤は「くくく」と笑った。

「このフロアのボスは己を倒したものに憑ひよう依いする思念体タイプの怪物なんですよ。まだ、あくまで推測の域を出てはいませんが、ほぼ間違いないでしょう。だから、今、剣聖と戦っているあの男はもともとは梁山泊の塔覇士ハンターでしてね、確か名前をユークと言ったはずです。今では多分その意識もなく、ただ殺さつ戮りく衝動に襲われた怪物に成り下がっているでしょうけどね」

「じゃあ、あの人は人間ってこと？」

「もちろん、その通りですよ。ほんの数時間前までは我々と同じように塔覇士として塔の攻略をしていた。今は我々の前に立ちふさがる障害でしかないですけどね」

　そして、ようやく今の状況が淡雪にも理解できた。

「それじゃあ、祇王寺先輩があの男を倒したら──」

「思念体である本当のボスは剣聖に乗り移るでしょうね」

　首藤が舌なめずりをする。

「あなたは最初からそれが目的だったの？　それが目的で祇ぎ王おう寺じ先輩をここまで連れてくるように言ったの？」

「もちろんですよ。このタイプの敵を確実に仕留めるには多くの情報が必要です。しかし、その情報を集めるためには犠ぎ牲せい者しや──つまりボスに乗り移られるための生いけ贄にえが必要なんです。そして、その生贄を自分のギルドから出すわけには当然いかない。仲間を犠牲になんて出来ないですからね」

「だから、敵である祇王寺さんを嵌はめて、生贄にした」

「嵌めて、と言うのは少々言いすぎかな。我々は交渉と提案をしただけですからね。情報だって嘘うそ偽り無く提供しています」

　そういう言い方をすれば、それはそうかもしれない。

　最初から追い詰めることはできるけど倒せないと言っているし、葉は桜ざくらにまず手合わせしてみないかと言ったのもあくまで提案だ。

　けど──。

　淡あわ雪ゆきはきゅっと唇を噛かみ締めた。

「我々と祇王寺葉桜はライバル関係にあります。塔の攻略を競い合うという部分においては敵対関係にあると言ってもいい。それも、もっとも危険視する必要のある、ね」

「だから、ここで祇王寺先輩を生贄にし、その上で、祇王寺先輩を怪物として認定して合法的に葬ほうむりさろうと考えた」

「相変わらず頭の回転は悪くないみたいだね。うん、その通りですよ。そうなってくれるのがベストだと思っています。ただ、さっきも言った通りこのボスが憑ひよう依い型の思念体だってことはまだ推測の域を出ていないんです。今、ボスとして戦っている男はまだ三人目でしてね、データ量としては十分とは言えない。だから、もしかしたら普通に剣聖がボスを倒して終わりって可能性もあるんですよ」

　そう言いながらも、首す藤どうの中ではほぼ確信に近いだけのデータは揃そろっているのだろう。

　でなければ、こんなにも愉たのしそうに話したりはしない。

「……そんなこと、私がさせない」

　葉桜を騙だまして殺す為ために自分が利用されていただなんて、絶対に許せない。

「祇王寺先輩たちを止めないと」

　部屋の中へと踏ふみ込もうとする淡雪を、

「余計なことをせずに黙ってみていろ！」

　首藤の怒声が制した。

「ここで我々の邪魔をするということは、聖塔ジグラート新聞部に対して反旗を翻ひるがえすと見なすがそれで良いか？　そうなれば、君はもう二度と記録者スコアラーとして活動できなくなるぞ」

　その脅おどしの言葉に淡雪の足が止まる。

「スクープが欲しいのでしょう？　金になる映像が撮りたいのでしょう？　だったら黙ってこの映像を撮り続けていなさい。絶大な人気を誇ほこる剣聖が化け物に堕おちる最高の瞬間をな！　間違いなく高値で売れますよ。そうすれば君の父親も自由だ。父親を助けたいんでしょう？　家族を取り戻したいんでしょう？」

　淡あわ雪ゆきの白い肌が、さらに白くなる。肩は小刻みに震えていた。

　首す藤どうの言葉。それは淡雪の念願だ。

　バラバラになった家族を取り戻したい。あの頃のように──無邪気に笑っていられたあの頃の生活に戻りたい。

　そのためにはお金が必要なのだ。

「なあに、気になるのは最初だけですよ。私たち記録者スコアラーの仕事は塔内のエキサイティングでドラマチックでセンセーショナルな映像を外の連中に伝える、ただそれだけです。そのことに善も悪もない。目の前で起こった事実をただ伝えるだけですからね」

「…………」

「そして大衆はその映像が悲劇的で絶望的で破滅的なほど喜ぶ。他人の不幸はまさに蜜みつの味って奴やつでね。被害者を哀あわれんで、非常な運命を避難して、安全なところから当事者に同情することで己を善人と肯定し気持ちよくなる。今、君が撮ろうとしている映像はそんな、大衆がもっとも欲する極上の酒のような映像なんです。だから、くだらない正義感とか、甘っちょろい考えはとっとと捨てるんですね。それが優秀な記録者になる第一歩です」

　その首藤の言葉こそ、酒のような酩めい酊てい感かんを淡雪に与えた。

　──そういうものだ。これは仕方のない事だ。

　あのボスを倒すにはもっと情報が必要だってのは本当のことだろう。首藤はそこに嘘うそをつくようなタイプではない。

　であれば、生いけ贄にえは絶対に必要なのだ。被害者は必ず出るのだ。

　だから、葉は桜ざくらはたまたまその被害者になってしまっただけ。

　塔覇士ハンターとして塔の攻略を目指すのであれば、死が訪おとずれる可能性は絶対にあるし、そんなことは覚悟しているはず。

　だから、仕方ない。

　──それに、私がこの情報を聞いたのは今。最初から知っていたわけじゃない。私は誰も騙だましてない。私が止められなくても、それは仕方ない。

　そんな悪魔の囁ささやきが脳内で反響して、それは抗あらがいがたい魅惑的な響きで、だって今まで自分はずっと苦しい思いをしてきたんだから。

　だから、ここでその苦しみから解放されたっていいはずで！

　強く、強く唇を噛かみ締めた淡雪の視界に飛び込んできたのは膝ひざをつき、すでにボロボロになっているボス──男の姿だ。

　そして葉は桜ざくらと一いち護ごはトドメを刺そうとばかりに武器を構えていた。

　次の瞬間、無意識の内に、淡あわ雪ゆきの身体からだは飛び出していた。
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「結局、なんだかよくわからなかったけど、倒せちゃいそうね」

　念のために少し警戒をしながら、けど、だいぶ気を抜きながら葉桜がそう言った。

　正面には男が片かた膝ひざをついて荒い呼吸を繰り返している。

　全身はボロボロで、ひと目で大きなダメージを負っているのがわかった。

「罠わな、じゃないですよね？」

「罠ってどんな？」

「どんなって言われると困ってしまうんですけど」

　けど、こんなに簡単にボスを倒せてしまって良いのかって気持ちはある。

「混世魔王は追い込むことは簡単にできるけど、なぜか倒せないとも言っていましたし」

「そこなのよね。追い込むのは確かに簡単だった。そして、何かが起きるとしたらこの後ってことね」

　一護の言葉に葉桜は神妙な表情を浮かべてそう言った。

「だと思います。どうします？　一旦引きますか？」

　この先に危険があるのだとしたら、ここで一旦引くのも手だとは思う。

　葉桜は少し考えてから、小さく首を振った。

「一度、全力で倒す気で攻撃してみましょう。今のままだと結局何もわかってないし、この先、何が起こるのか見ておきたいから」

　形の良い眉まゆをきりっと持ち上げて、葉桜が言う。

「ですね」

「私が攻撃をするから、一護くんはフォローをお願い。もしあいつから危険そうな気配を察知したら──」

「即座に先輩を助けます」

「って、違うわよ。自分の身の安全を最優先に確保。逃げることを考えなさい」

　葉桜が一護をじっと見る。けど、一護は頷うなずかなかった。

「先輩が確実に逃げられそうな程度の危険だったら俺も自分が逃げることだけを考えます。けど、先輩の身に本当に危険が迫せまりそうな時は先輩のことを助けますから」

「うっ……」

　葉は桜ざくらが困ったような嬉うれしそうな複雑な表情を浮かべて言葉を詰まらせる。

「で、でも、ほら、私の方がパラメーターは上だし経験も豊富だから。一いち護ごくんは私のことは気にせずに自分の身を守ることだけを考えていた方が安全っていうか」

「俺にはあと一回、高こう速そく剣けんが残ってますから」

　高速剣を使えば、どんなピンチに陥おちいろうとも大抵のことは避けられる自信が一護にはある。

「けど、ここで高速剣を使っちゃったら、みんなに見られちゃうわよ？」

「そんな事より先輩の方が大切です！」

「あうぅ……」

　葉桜の頬ほおが赤くなる。

「高速剣がバレるのを気にして、もし先輩の身に何かあったら俺は俺を許せませんから。だから、先輩のことは絶対に守ります」

　真まっ直すぐな一護の視線を受けて、葉桜が恥ずかしそうに視線を逸そらす。

「しょ、しょうがないわね。じゃあ、私の身の安全は全部一護くんに任せたから。信頼してるわよ」

「はい、任せてください！」

　そして、二人は男の方へと身体からだを向けた。

　葉桜は一度刀を鞘さやへと納めると、腰を落とし、足を踏ふん張る。まるで獲物に飛びかかる前の豹ひようを思わせるようなしなやかで威圧的な雰ふん囲い気きだ。

　全身は力強く、それでいて無駄な力は入っていない。

　一分の隙すきもない完かん璧ぺきな構え。

　それはさっきまでの様子見とは違い、本気で倒しにいく一撃を放つ為ための構えだ。

「いくわよ、一護くん」

「はい」

　そして一呼吸後、

「──桜花一いつ閃せんッ！」

　葉桜の渾身の剣技が放たれた。

　鋭するどい踏み込みと同時に居合の応用で稲妻のような斬ざん撃げきを放つ、速度重視の葉桜の剣技の中でもかなりの攻撃速度を誇ほこる一撃だ。

「はあぁぁぁぁぁ！！！！！！！！」

　突き出された葉桜の愛刀──三み日か月づき宗むね近ちかの刀身は空気との摩擦で淡あわい赤を纏まとい、技の名の通り桜の花を思わせた。

　対して、片かた膝ひざをついたままの男は無防備のままだ。

　勝負あった。そう確信した一護の耳に、

「そよ風のブーツ、付加魔法、解除パージ──ウィンドブースト！」

　予想外の女の声が届いた。

「えっ!?」

　葉は桜ざくらが驚きの声を上げると同時に桜花一いつ閃せんの勢いが弱まる。

　そして、葉桜を追い抜くようにして、突風を纏まとった黒い影が男へと高速で迫せまった。

「ギャァァァァァアアアアアアアアアア！！！！！！！！！！！！！！！」

　氷の室内に響き渡る男の野太い絶ぜつ叫きよう。男に覆おおいかぶさるようにしているその背中は──淡あわ雪ゆきのものだった。

　胸の前で両手でしっかりと握にぎりしめた短刀。それが男の心臓の辺りに深々と突き刺さっていた。

「ガ、ガ、ガ、ガ……」

　ノイズのような声が断続的に男の口から漏れ、男を覆っていた黒いオーラが消える。

　そんな男の胸を、淡雪はもう一度短刀で貫いた。

「──がはっ！」

　男の口からどす黒い血が吐はき出され、そして、不思議なことに一瞬穏やかな表情を浮かべる。

「…………」

　淡雪の耳元で何かを囁ささやくようにしてから、男の身体からだは光の破片となって消え去った。

「な、なに？」

　戸惑いと驚きの声をあげたのは葉桜だ。

　このフロアのボスである男にトドメを刺そうと思ったその瞬間、突然目の前に淡雪が跳び込んできたのだ。

　しかも、手に持ったダガーでボスの胸を突き刺し息の根を止めた。

「い、い、いきなり何してるのよ、あなたは！」

　一瞬の間の後、ようやく状況を把は握あくした葉桜が非難の声を上げる。

　戦闘には参加せず、一番経験値的に美お味いしいボスのトドメだけを奪い取る行こう為い──それはハイエナ行為と言われ塔覇士ハンターの中では最もと言って良いくらいに軽けい蔑べつされる行為だ。

　しかも、今回は発動している剣技の前に無理やり割り込んできた。

　一歩間違えれば葉桜の桜花一閃が淡雪の背中を貫いていた可能性だってあるのだ。

　葉桜が怒るのも当然だった。

　しかし、そんな葉桜の怒りは、再び驚きで上書きされる。

「え？」

　いつの間にか、淡雪の身体に黒い霧のようなものが纏わりついていたのだ。

　それは、さっきまであの男を覆っていたものを同じように見える。

「にげ……て」

　淡あわ雪ゆきの細い肩は小刻みにふるえていた。

「はや……く、に……げて……」

　苦しそうな声。必死に何かを抑えこむようにして、歯を食いしばる声が淡雪の口から発せられる。

　その様子は、明らかに異常だった。

「ま、牧まき野のヶが池いけさん？」

　心配そうに、淡雪の肩に触ふれようと伸ばした葉は桜ざくらの手を、淡雪は手で振り払った。

　そして大きく飛び退のいて距離を取る。

「はぁ……はぁ……はぁ……はぁ……」

　肩で大きく息をし、雪のように白い肌からは大量の汗が滴したたり落ちている。

　身体からだに纏まとわりつく黒い靄もやは、どんどんその量を増している。

　まるで淡雪の身体を乗っ取るかのように、白い肌に纏わりついていく。

　──って、なんなんだ、これは!?　淡雪に何が起こってるんだ!?

　すごく良くないことが起こってることだけはわかって、一いち護ごの全身から嫌な汗が噴き出してくる。

「淡雪、大丈夫か！」













　駆け寄ろうとする一いち護ごを、淡あわ雪ゆきは手で制した。

「ダメ……これ以上、近づかないで」

　ダガーを構え、ふたりを牽けん制せいするようにしながら、淡雪は泣きそうな顔でそう言った。

「近づかないでって、いったいどうしたんだよ？」

「それ以上、近づかれると……私の……意識が……」

　今にも倒れそうなくらいに身体からだをふらふらさせながら、淡雪が後ずさっていく。

「んっ、くぅ……はあ、はあ……ん、んんっ……」

　心臓の辺りを手で押さえながら、時折苦しそうにもがいて。

「淡雪っ！」

「ダメ、一護くん！」

　駆け出そうとする一護の肩を葉は桜ざくらが押さえた。

「どうしてですか!?」

「冷静になりなさい、一護くん。今の牧まき野のヶが池いけさんの様子、私たちが近づこうとすると大きな拒絶反応を起こしているわ。そして、あの身体に纏まとわりついている黒い靄もや。さっきまであの男の身体を覆おおっていたのと多分同じものよ」

　葉桜が硬かたい声で続ける。

「でね、一護くん。私は知っていたのよ。黒い靄が消えて一瞬見えた、あの男の顔を、私は知っていた。あの男は梁りよう山ざん泊ぱくに所属する塔覇士ハンターだった」

「え？」

「そして、牧野ヶ池さんの胸のところを見て。そこに浮き上がっている文字を」

　葉桜に言われて、淡雪の胸部に視線を移す。そこには血のような赤い文字で27と書かれていた。

「男の胸に書かれてたのは文字は28。そして今、淡雪さんには27と書かれている。そして黒い靄は男から牧野ヶ池さんに移動した。男にトドメをさした牧野ヶ池さんに」

　葉桜の言わんとしていることは、一護にも理解できた。

　このフロアのボスが本当はどんな怪物なのか。

　追い詰めることは簡単だ。けど、気がつけばこっちが追い詰められている。

　混世魔王の言葉の意味も、ここに来てようやく理解できた。

「つまり私たちは、罠わなに嵌はめられたのよ」

　葉桜は悔しそうに呟つぶやいて、部屋の入口に立つ首す藤どうの方を睨にらむ。

「けど、後悔している時間は無いわ。今、私たちがしないといけないことは牧野ヶ池さんを救うこと。そのためには何よりも情報が必要。違う？」

「いえ、違わないです」

　そうだ。ここで焦あせって考えなしに行動したって淡雪を助けられるわけじゃない。

「多分だけど、あの靄もやが敵と認識した存在が近づけば近づくほど、その支配力は大きくなってしまうのだと思う。だから、牧まき野のヶが池いけさんは私たちと距離を取って、近づくのを拒んでいる」

　確かに、そうなのかもしれない。ほんの少しだけど、距離を取った淡あわ雪ゆきの呼吸が楽になっているように見えなくもない。

「そして、時間はまだ残されている。黒い靄はまだ完全に牧野ヶ池さんを覆おおい尽くしてない。それは牧野ヶ池さんが必死に抵抗している証拠だから」

「はい」

「だから、一旦引きましょう。そして絶対に牧野ヶ池さんを助けましょう」

　強い決意を込めた葉は桜ざくらの言葉に、一いち護ごは何度も頷うなずいたのだった。







４章　─たったひとつだけの方法─




「やってくれたわね。あなたたち、全部知ってて私を嵌はめようとしたのね」

　ボス部屋の外にあるテントに戻った葉桜はさっそく混世魔王を問い詰める。

「さて、なんのことだ？」

　混世魔王は大げさに肩を竦すくめながら、とぼけてみせた。

　素す直なおに認めるわけはないと思っていたけど、やっぱり腹立たしくて一護の眉み間けんにシワが寄る。

　隣で葉桜の殺気が膨ふくれ上がるのを感じた。けど、その殺気はすぐに抑えられる。

　自分をコントロールするように、葉桜は数回、深呼吸を繰り返した。

「ま、いいわ。ここで言い争っても何の解決にもならないから」

　感情を抑えこんだ声で葉桜はそう言った。

　多分、一護が思う以上に葉桜の怒りは大きいはずだ。

　実際、混世魔王と首す藤どうが命を狙ねらっていたのは──つまり、今の淡雪の状況に陥れようとしていた対象は葉は桜ざくらなのだから。

　そこに対する怒りは当然あるだろうし、さらに、そんな自分の身代わりとして淡あわ雪ゆきが被害にあってしまったのだ。

　そのことに対する自分への怒りも大きいはずだ。

　もっと気をつけていれば、慎しん重ちようになっていれば、淡雪がこんな状況に陥おちいることはなかった。

　葉桜の性格を考えればそんな風に責任を感じてしまうだろうし、だからこそ、怒りの感情を無理やりに抑えてでも、淡雪を絶対に助けたいと思うだろう。

「あなた達たちが持っているボスの情報のすべてを渡してちょうだい」

　射殺すような視線を混世魔王と首す藤どうに対して向ける。

「情報のすべてって言われてもなあ。情報ってのは当然ただじゃあ無いわけだしな」

「私たちは協力関係を結んだはずよね？　であれば、ボス討とう伐ばつの為ための情報共有は当然のことじゃない？」

「ほほう、ボスを討伐すると？」

　首藤がメガネを持ち上げて、いやらしい笑みを浮かべる。

「さっきまであなた方の仲間だった淡雪くんを討伐すると言うのですか。これはさすが剣聖、なかなかに非情な性格ですね」

　挑発するように言う首藤に葉桜は凄すごみのある笑みを返した。

「勘かん違ちがいしないでちょうだい。私が倒したいのはあんた達がひた隠しにしていた本当のボスよ。本当のボスを倒して、牧まき野のヶが池いけさんを救う。そのために持ってるすべての情報をよこしなさいって言ってるの」

　その威圧感に首藤の表情が強こわ張ばる。首藤の隣で混世魔王が小さくため息を吐ついた。

　その目はこの程度で怯ひるむんだったら最初から挑発などするなと雄弁に語っていた。

「わかった。あのボスを倒したいのは俺たちも同じだ。俺たちの持ってる情報は全部だそう。ちなみにお前たちのボスに対する見解は？」

「自分のことを倒した相手に乗り移る憑ひよう依い型のモンスター」

「まあ、そうだろうなあ。そこに関しては俺たちも同じ見解だ」

「本体はあの黒い靄もや？」

「いいや、あれは依より代しろをコントロールするための魔力が可視化されたものだろう。物理的な武器、魔法、様々な攻撃を試してみたがダメージが通ってる感じはまるで無ねえ」

「となると、本体は体内に寄生しているってこと？」

「そう考えるのが妥当だろうな。わざわざ直接攻撃を受ける可能性がある外よりは、普通安全な体内に寄生するだろう？」

「ってことは、なんとかして外に引きずり出さないとダメってことね」

「それが出来りゃあ一番いいんだがな」

　混世魔王はそう言って下した顎あごを撫なでながら続ける。

「今まで一度もヤツの本体らしい物を観測できたことは無い。どんな姿をしているのか、どんなサイズなのか、まるでわかってねえんだ。だから、お前さんがヤツとの戦いの中で何かを見つけてくれるのを少しは期待してたんだがな」

「だったら最初からその情報をよこしなさいよ。そうすれば戦い方も変わったのに」

「まあ、それはそうなんだけどな。ただ、俺はお前さんがヤツの本体を見つけるよりも、次のボスに成り下がって、遠慮なくぶっ叩たたけるようになれる方を期待していたからなあ」

　そう言って混世魔王が壮絶なまでに楽しそうな笑みを浮かべた。

「あ、あんたねえ……」

　さすがの葉は桜ざくらもあんぐりと口を開いた。

「最初にとぼけたんだったら、もう少し隠そうとしなさいよ」

「そうは言ってもなあ、互いにわかってんだから隠したってしょうがねえだろ。そもそも、そういうのは俺の性には合わねえんだ」

　悪びれもせず、葉桜の目の前で堂々とそう言ってのける。

　ここまで豪快な対応を取られると怒るに怒れないのか、葉桜はくしゃくしゃと髪の毛を掻かき回してから、諦あきらめたように大きく息を吐はき出した。

「まったく、そういう態度で来られちゃうと、こっちが対応に困るでしょ」

「ま、いいじゃねえか。それに失敗しちまったもんは、もう過去のもんだからなあ。軽く水に流そうや」

「過去のものになるかどうかを決めるのはあなたじゃなくて私！　水に流すかどうかを決めるのも私！　命を狙ねらわれた私！　って、まあいいわ。今はそのことを非難している時間も勿もつ体たい無い。他にわかってることは無いの？」

　葉桜が混世魔王と首す藤どうを睨にらみつける。

「胸の数字。お前さんも気づいてると思うが、あれがボス本体の寿命じゃねえかと俺は踏ふんでいる」

「ってことは、乗り移りが行われる度にあの数字は減少しているのね？」

　混世魔王と首藤は首しゆ肯こうした。

「最初にこの部屋に居たボスを倒したのは梁山泊うちの新入りだった。まだ若くてギルドにも入ったばかり。手柄を立てるのに躍やつ起きになっててな、最初は様子見しろって命令を無視して斬きり込んでいった。それで、あっさりと倒しちまったもんだから大したもんだと思ったよ。だが、仲間たちが祝福しようと近づいたら様子が豹ひよう変へんしてな。突然、仲間たちに襲いかかり始めた。興奮しすぎて訳が分からなくなっちまったんかと思って、みんなで取り押さえようとしたよ。けど、本気で武器を振り回すヤツを傷つけないように取り押さえるなんて不可能だ。結局、チームリーダーをやってる男がヤツを倒した。その時、気づいたんだよ。倒され、塵ちりと消えるヤツの身体からだに30の文字が書かれているのにな。そっから先はお前さんの想像通りだ」

　混世魔王の表情に、少し苦いものが混じる。

　次はチームリーダーをやっていた男がボスに乗り移られ、胸に29の文字が刻まれる。そして、その次は淡あわ雪ゆきの倒した男。

　混世魔王は梁りよう山ざん泊ぱくの仲間を三人失ったのだ。塔の攻略は危険が付き物。死亡率90％は誰もが知っている数字だ。

　けど、それでも仲間の死にはやり切れない思いがあるのだろう。

「それじゃあ、あの数字をゼロにすれば」

「この階のボスは倒せるだろうさ。けど、それは三十人の仲間たちを生いけ贄にえに差し出すってことになる」

　そんなの冗談じゃない。その選択だけは絶対に出来ない。

　葉は桜ざくらも一いち護ごと気持ちは同じだろう。

「その方法は却下ね。考えるまでもないわ」

　そう、即答した。

「となると、どうにかして本体を見つけ出し、引きずり出して倒すしかないってわけね」

「それができるのが理想的ってヤツだな。ただ、さっきも言った通り本体の情報は何もねえ。情報が足りてねえってのは事実なんだよ。一応、どの程度のダメージを与えれば乗り移りが起きるのか？　火、水、風、土、光、闇やみ──特定の属性で攻撃すれば本体を引きずり出すことは出来るのか？　いろいろと試してはみたが何もわからなかった。つまり、現状じゃ打つ手なしってことだ」

　混世魔王は両腕を広げて肩を竦すくめる。

「ヤツを手っ取り早く倒すには胸の数字を減らすのが一番だ。けど、それはしたくねえ。少なくとも、俺達たちの仲間をこれ以上犠ぎ牲せいにはしねえ。だが、他の方法を取るにも情報が足りねえ。そして情報を集めるには誰かを犠牲にするしかねえ。なんとも厄やつ介かいなヤツだよな、今回の怪物は」

　めんどくせー野郎は嫌いだと混世魔王は毒づく。

「ってことで、この時点を以もって討とう伐ばつ権を放ほう棄きしようと思う。そうすりゃ、スーパーノヴァや他のギルドの連中が戦って、胸の数字を一気に減らしてくれるかもしれないからなあ」

「ボスの情報は公開しないってこと？」

「それをする義理はねえからな。公開しない方が情報は確実に集まる」

「私たちが黙ってると思う？」

「俺たちがお前さんたちをのこのこと帰すと思っているのか？」

　その瞬間、テント内に殺気が満ちた。

　激しく叩たたきつけるような、どこまでも暴力的な混世魔王の殺気と、曇り無く犀さい利りで、限りなく研ぎ澄まされた剣聖の殺気。

　対照的とも言えるふたつの強烈な殺気が交こう錯さくする。

　思わず、一いち護ごは刀の柄つかに手を伸ばす。と同時に、テントの中に梁りよう山ざん泊ぱくの男たちが雪な崩だれ込んできた。

　一触即発の空気が張り詰める。

　──こっちは先輩がいるとはいえ、敵には先輩と同等と言える混世魔王がいる。そして人数で言えば多勢に無勢だ。

　圧倒的に分が悪いと言えた。だから、いざという時は迷いなく高こう速そく剣けんを使う。絶対に先輩を守りぬいてみせる。

　そう気合いを入れたところで、混世魔王が張り詰めた空気を打ち払うかのように、パンパンと手を叩いた。

「冗談だよ、冗談。ちょっとした悪ふざけだ。今のところ剣聖とまともに殺やり合うつもりはねえよ。俺たちとしちゃあ、ボスの情報は隠しておきたいが、お前らが情報を流すのを止めたりはしねえ。好きにしな」

　そして、これで話は終わりだとばかりに手の甲を向けて、ひょいひょいと追い払うように手を振る。

　──どうやら、最悪の展開は免まぬがれたみたいだな。

　一護は刀の柄から手を離して、ひとつ息を吐はいた。

「ねえ、混世魔王。討とう伐ばつ権を破は棄きするってことは、もう私たちが自由に戦っても良いってことよね？」

「ああ」

「それならひとつお願いを聞いてくれないかしら？」

「お願いだあ？」

　混世魔王が探るような目で葉は桜ざくらを見る。

「討伐権、放ほう棄きするんだったら私たちに譲ってくれない？」

　探るような視線の中に、興味深そうな色が浮かんだ。

「そんなに救いたいか？　あのお嬢じようちゃんを」

「当然でしょ？　あの子は私のパーティーの仲間なんだから」

「あいつがパーティーに加わったのは一昨日だろ？　まだ仲間って言えるほどの関係じゃないんじゃないか？」

「あら、梁山泊では所属したばかりのメンバーは仲間じゃないって言うわけ？」

　葉桜の言葉に混世魔王が笑みを浮かべる。

「違いねえや。仲間になるのに期間とかは関係ねえやな。で、あのお嬢じようちゃんを助けるまでは他の塔覇士ハンターには邪魔されたくないと。討とう伐ばつさせるわけにはいかねえからな」

　混世魔王は瞼まぶたを閉じて腕を組むと、片目だけ開けて葉は桜ざくらを見た。

「その願い、聞いてやってもいいが、代わりに何を差し出す？　ボスの討伐権だ。それなりの価値の物を貰もらわねえと割に合わねえな」

「破は棄きするつもりだったくせによく言うわよ」

「捨てようと思ってたものでも、どうしても欲しいってヤツがいるんだ。そしたら商売の話になるのは当然だろ？」

「そうね。それじゃあ──」

　葉桜は顎あごに人差し指を当てて少し考えた後、

「私を嵌はめて殺そうとしたことを水に流してあげるわ。って言うよりも、水に流せるようにするために討伐権を譲りなさい」

　ピンと背筋を伸ばして、そう言った。

　その言葉の裏にあるのは、淡あわ雪ゆきを救わない限り、絶対に許さないということだ。

　自分の命を奪おうとし、そして結果的に淡雪の命を奪おうとしている一連の企たくらみを。

「なるほど。そう言われちゃ、譲らないわけにはいかねえな。わかった、討伐権はお前たちに譲ってやるよ」

　混世魔王はあっさりと頷うなずいた。さらに言葉を続ける。

「あと首す藤どう、こいつらに今までの戦闘映像データ、全部渡してやれ。きっと役に立つだろう」

「はい？」

　首藤が不満そうな表情を浮かべた。

「あのお嬢ちゃん、お前んとこのメンバーなんだろ？　それをこいつらが救ってくれるって言うんだ。そのくらいの協力はしてやんな」

　混世魔王に睨にらまれて、首藤は渋々といった感じで鞄かばんの中から三つの水晶を取り出した。

「このフロアのボス戦、三回分がこの中に入っています。すでに物質変換処理は行なっているから、このまま持って塔から出れば、向こうではＵＳＢのメモリに変換されているはずです。あとは好きに見るがいい」

「ありがたく使わせてもらうわ」

　葉桜は首藤から水晶を受け取ると、混世魔王にお礼を言う。

「ここまで協力してもらえるとは思ってなかったからちょっと意外。素す直なおにお礼を言っておくわ」

「別に礼なんていらねえよ。お前らがあのボスを何とかしてくれるんだったら、それでいい。俺は剣聖を邪魔で排除したい存在だとは思っているが、嫌いじゃねえからな。星砕きの野郎にオイシイところを持っていかれるよりは全然いい。ってことで、まあ、せいぜい頑張れよ」

　今度こそ、これで話は終わりだと混世魔王は追い払うように手を振る。

　葉は桜ざくらたちは一礼をしてからテントを出た。
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「なぜあいつらを生かして帰したのです？」

　一いち護ごたちがテントから出るなり、首す藤どうは不満そうに混世魔王に問う。

　塔覇士ハンター同士の戦闘は、基本的にラキシスの立ち会いの元に行われる決闘システムを使用したもの以外は禁止されている。

　しかし、それはあくまで倫理的な観点からの取り決めであって、システムとして禁止されているわけではない。

　つまり、やろうと思えば集団でひとりの塔覇士を襲うことも可能なのだ。

「この場であれば我々以外の目はない。さらに乗り移り型の怪物が存在している。殺してしまったとしても、あとでいくらでも理由をでっち上げられる状況が揃そろっていたというのに」

　一護たちに水晶を譲らざるをえない状況を作った混世魔王に対する苛いら立だちもあるのだろう。

　その口調はねちっこく、責める感情が滲にじみ出ている。

「勝てねえって思ったんだよ」

　混世魔王は面倒くさそうにそう答えた。

「勝てない？　あなたがいるのに？　こっちは手て練だれが八人。対して向こうはふたり。ひとりは噂うわさの最弱ルーキー。それなのに勝てないと思ったと？」

「ああ、そうだ」

「その根拠は？　私の納得できる根拠を示してください」

　そっけない混世魔王の態度に、首藤の口調はキツく、ヒステリックになっていく。

「お前の納得できる根拠って言われてもなあ。勘だよ、勘」

「はあ？」

　首藤は小馬鹿にしたような声をあげた。

「勘ですか？　そんなもので剣聖を亡き者にできる絶好の機会を無駄にしたと言うのですか？」

「ああ、そうだ。俺の塔覇士ハンターとしての勘がここは戦うべきじゃねえって警告してきたのさ。戦えばきっと良くない結果になるってな。あのダンボールの兄ちゃん、意外と食わせ者かもしれねえぞ」

　混世魔王は数分前のことを思い出しながらそう言った。

　剣聖と対たい峙じしたあの瞬間、混世魔王の本能は目の前の剣聖ではなく、その横に控えるダンボール装備のルーキーの方を警戒していた。

　あの瞬間、誰よりも落ち着きを払い、そして強烈なまでの覇気を放っていたのはあの兄ちゃんだ。

　なんだかよくわかんねえが、こいつはやべえ──本能的にそう判断した混世魔王はすぐに冗談として場を和ませた。

「あの最弱と呼ばれているルーキーが食わせ者だと？　あんなヤツを恐れて千せん載ざい一いち遇ぐうの好機を逃のがしたと？　どうやら私はあなたを少々買いかぶりすぎていたみたいですね」

　首す藤どうの目には侮ぶ蔑べつの感情が浮かぶが、混世魔王は知ったこっちゃない。

「まあ、おめえらインテリにはわからねえかもしれねえけど、勘ってのは結構重要なんだぜ？　言い換えれば本能ってヤツだからな。こいつが鋭するどくねえヤツは戦場じゃ生き残れねえ。ま、今回の俺の勘が当たってるかどうかはわかんねえけどよ、あの兄ちゃんをマークしておけばその内、かなり面白えもんが見れるかもしれねえぞ」

　そう言って笑う混世魔王の目は、どこまでも真剣だった。
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「とりあえず今日のところは一旦塔を出ましょう。時間もそろそろマズいから」

　テントの外に出たところで葉は桜ざくらはそう言った。

「そう、ですね」

　正直に言えばこのまま塔に残って、少しでも淡あわ雪ゆきの為ために何かをしたいという感情がある。

　けど、今できることは、一番にしなければいけないことは情報の収集と分析だ。

　淡雪を救うためには、淡雪にとり憑ついているボスの本体を倒さなければいけない。

　それをどうやって引きずり出せばいいのか？　倒すにはどうすればいいのか？

　クリアにしなければいけない問題があって、その取っ掛かりとなりそうなのは、この三つの水晶の中に記録されている映像だけだ。

「外に出ればＵＳＢメモリに変換されるって言ってたから、中のデータをコピーしてお互い持ち帰りましょう」

「はい」

「家で映像を確認して、そうね、明日のお昼休みに生徒会室で情報交換をして、放課後の対策を考えましょう」

「もし、それよりも前に何かわかったら？」

　一いち護ごたちに残された時間は今から六十時間ほど。それ以降は他の塔覇士ハンターたちもボスの討とう伐ばつが出来るようになる。

　自分を倒した相手に憑ひよう依いするタイプのボスだという情報を流すので、すぐにボスの討伐に乗り出す塔覇士は現れないかもしれない。

　けど、現れるってことも十分にありえるのだ。そうなれば、淡あわ雪ゆきが倒されてしまう──死んでしまう可能性が出てきてしまう。

　だから、その前にボスを倒す。少しでも時間をムダにするわけにはいかなかった。

「その場合はいつで連絡してちょうだい。何時でも構わないから。けど、勝手に塔に行くのは禁止ね。絶対に私に連絡すること。あと、学校をサボるのもだめだからね」

「はい」

　一護は頷うなずく。

　もし、学校をサボって塔に挑戦している。それが発覚し、問題にでもなったら周囲に大きな迷惑を掛けてしまうだろうから。

　少なくとも、自分が塔に挑戦をすることは禁止されてしまうだろう。

「うん、その顔はわかっているようね。焦あせる気持ちはわかる。私もすごく焦ってる。けど、こういう時こそ落ち着いて行動しましょう。そして、もう一度言うけど、絶対に牧まき野のヶが池いけさんを助けましょう」

「はい！」

　一護は決意を込めて、葉は桜ざくらの言葉に大きな返事をしたのだった。
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「う～ん」

　家に帰ってきてから三時間。一護はずっとＰＣの前に座り、モニターを凝視し続けていた。

　手に入れた三本の動画。

　一本目の動画にはハヤトというファイルネームが付いていた。映像は十人ほどの梁りよう山ざん泊ぱくと聖塔ジグラート新聞部の塔覇士たちが三十一階のボス部屋に到達したところから始まっていた。

　テンション高くボス部屋の扉をくぐる塔覇士ハンターたち。

　そして慎しん重ちように戦うことを促す混世魔王と、血気にはやりひとりでボスへと斬きりかかる若い塔覇士。

　勝負はほんの一瞬だった。若い塔覇士──多分、彼の名前がファイルネームになっているハヤトなのだろう。

　ハヤトが二刀流で持つ二本の片手斧おのを三度ほど振るい、ボスはあっさりと地に倒れた。

　大歓声が沸わき起こり、ハヤトは誇ほこらしげに二本の片手斧を天に向かって突き上げる。

　ここまでは幸せな光景だった。皆の表情にも笑顔が浮かんでいる。

　しかし、この後に惨劇が待っていた。

　塔内で混世魔王が話したとおりの出来事が映像として鮮明に残されていた。

　全身を黒い靄もやで覆おおわれたハヤトが祝福に近づいた塔覇士たちを次々と攻撃していく。

　部屋内は一気に混乱に陥おちいった。悲鳴と怒号が響き渡り、ハヤトは狂気に支配されたように無む茶ちや苦く茶ちやに斧を振り回していた。

　仲間たちの声にも反応せず、殺さつ戮りくマシーンの如く一番近くにいる人間に襲いかかる。

　どうにもならないと判断した混世魔王はジェイコブスという男に倒すように命じた。

　そしてジェイコブスがハヤトを倒し、この騒動は一瞬沈静化した。

　しかし、これは次の更なる惨劇の序章でしかなかった。

　安あん堵どと悲しみが満ちた空気の中、今度はジェイコブスの身体からだが黒い靄に覆われ始めたのだ。

　それに気づいた混世魔王はすぐに塔覇士たちにジェイコブスから離れるよう指示をした。

　一本目の映像はそこで終わっていた。

　二本目のジェイコブスというファイルネームが付けられた映像は最初から悲壮感に溢あふれていた。部屋の中央で暴れるジェイコブスはもともとチームリーダーをしていたくらいの手て練だれだ。ハヤトとは格が違う。

　それは、失えば非情に大きな損失になる人材ということだった。

　混世魔王をはじめ梁りよう山ざん泊ぱくの塔覇士たちはなんとかジェイコブスを正気に戻そうと様々な手段を試してみた。

　しかし効果はまるでなく、味方の損害が増えるばかり。

　倒すか、それとも撤退するか、そんな議論が混世魔王と首す藤どうの間で行われていた。さらに、この時点で今回のボスが倒した相手に寄生するタイプの厄やつ介かいな怪物だという推論がされていた。

　であれば、これ以上、仲間内で犠ぎ牲せいを出したくない。混世魔王はそう考え討とう伐ばつ権の放ほう棄きを提案する。一方、首藤は放棄するより前にもっと情報を集めるべきだと反対した。

　本当に寄生タイプの怪物なのか？

　仮に寄生タイプだとして、その寄生条件は本当に自分のことを倒した相手になのか？

　本体はどこに居て、どのタイミングで乗り移っているのか？

　実体はあるのか？　それとも思念体的なものなのか？

　最低限、その程度の情報は集めるべきだと言うのが、塔内一の情報機関である聖塔ジグラート新聞部の長の主張だ。

　当然、ふたりの意見はどこまで行っても平行線、険悪な空気が流れ始めたところでひとりの男が生いけ贄にえになることに立候補した。

　名前はユーク。三つ目の映像のファイルネームになっている男だった。

　ユークはジェイコブスの弟分のような存在で、その仲の良さは実の兄弟以上と言われていたらしい。

　このまま何もわからずにジェイコブスが怪物として誰かに退治されるのは悔しい。

　であれば、自分の手で死なせてやりたいし、その死を無駄にしない為ためにも自分とジェイコブスの戦いを詳細に記録に残して欲しいという提案だった。

　ジェイコブスに続きユークまで失いたくない混世魔王。しかし、ユークの言うとおり、討とう伐ばつ権をこのまま破は棄きすれば、ジェイコブスはただの怪物として、どこかの誰かに殺されるだけだ。

　混世魔王が感情を押し殺した顔でユークを抱きしめたところで二本目の映像は終わっていた。

　そして三本目。そこにはジェイコブスとユークの死闘が記録されていた。

　激しい戦いが様々な角度から撮影され、少しでもこの戦いを有益な物にしようという意図が感じられる映像だった。けど、

「どうやって乗り移ってるんだ？」

　何度も何度も戦闘を繰り返し見て、スローや拡大、一時停止、少しでも気になる部分があれば細部までチェックする。

　それでも、映像からボスの本体を捉とらえることは出来なかった。

　唯一、明るい兆きざしとしてわかったのは、乗り換わりのタイミングでは依より代しろとなった人間はみんな生きていたという事実だ。

　本体が依代を乗り換えるトリガーは元になっていた依代の死ではない。

　つまり、上手にやれば依代になっていた人間を──淡あわ雪ゆきを救うことが出来るってことだ。

　その事実がわかっただけでもかなりの前進といえば前進か。

「ふぁああ、少し休憩にするか」

　パソコンの時計を見ると、すでに時間は零時を過ぎている。

　目はショボショボするし、さすがに集中力も切れかけていた。椅い子すに座りながら伸びをすると、背中からバキバキと凄すごい音が聞こえてきた。

　どうやらかなり無理な体勢のままで長時間いたらしい。

「そろそろ風ふ呂ろにでも入ってくるか」

　一いち護ごはそう呟つぶやいて、椅い子すから立ち上がった。
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「で、なんでこんな事になってるんだ？」

　場所は千せん畳じよう敷じき家、お風呂場、湯船の中。

　一護は小さく膝ひざを曲げて湯船に浸つかりながら、顔を背けてそう呟いた。

「家族の団だん欒らんが必要だと私が判断したからです」

　そう言葉にするのは、一護の正面に座る妹の一いち衣えだ。当然、お風呂に入っているのだから何も着ていない。全裸だった。

「団欒って、これはさすがに団欒の域を超えているだろう！」

　一護はツッコむも、一衣は涼しい顔だ。

「大体、いきなり裸になってお風呂に乱入してくるのは反則だって」




　数分前、一護が湯船に浸かりながらのんびりしていると、洗面所の方で何やらゴソゴソしている音が聞こえてきた。

　一衣が洗濯物でも出しに来たのかと思っていたら、いきなり浴室の扉が開き、一護の目にはこれでもかとばかりの肌色が飛び込んできたのだ。そして、

「お兄ちゃん、一緒に入るねー」

　という事後承諾。すでに全裸になっている上に下半身が動かせない一衣は手すりを使って浴室まで入ってくるのも重労働。

　ここで戻れと言うわけにもいかず、今に至るというわけだ。




「だってお兄ちゃん、今日は帰ってくるなりずっとお部屋に閉じこもっちゃうし全然お話できなかったんだもん」

　ぷくっと柔らかそうなほっぺを膨ふくらます。

「それは、全面的に俺が悪いんだけど」

「だからお兄ちゃんは、これくらいのサービスはして然しかるべきなのです！」

「けど、恥ずかしくないのか？」

「そんなの恥ずかしいに決まってるよ。私は自他共に認めるほどお兄ちゃん大好きな妹ではありますが、それと同時に異性に裸を見られることに羞しゆう恥ちを感じる思春期女子なわけでもあります」

「うん」

「だから、恥ずかしいに決まってるでしょ。今でも心臓とかすっごいバクバク言ってるし、服脱いでる時もこんな事しちゃっていいのかなって何回も思ったし、お風ふ呂ろのドアを開ける瞬間なんて多分人生で一番緊張した瞬間だったし」

　そういう一いち衣えの顔はいつもに比べて赤く染まっていた。確かに恥ずかしいと思っているみたいだった。

「だったら、なんでそこまでして」

「ひとつはさっきも言ったとおりお兄ちゃんとの団だん欒らんが足りなかったから。そしてもうひとつは──」

　一衣はお湯の表面を手のひらでチャプチャプさせながら、真剣な顔つきで一いち護ごを見る。

「お兄ちゃんが追い詰められてるような顔をしてたから」

　声音も普段のぽわんとした響きではなく、真面目まじめなものだ。

「ええと、そんな顔してたか、俺」

「うん。お兄ちゃんが前に厄やつ介かい事ごととかに顔をツッコんでた時と同じ顔をしてた。お兄ちゃんがあの顔をしてる時は、なにか大変な問題を抱えてる時だから」

　一衣が心配そうに表情を歪ゆがめた。

「そして、そんな時のお兄ちゃんは自分のことを顧かえりみずにどこまでも突っ走っちゃうから、だから、私は心配なのです」

　一衣がそっと手を伸ばして、一護の手を握にぎった。

「お兄ちゃんがまた危ないことをしちゃうんじゃないかって、心配なのです」

　そんな一衣の手を、一護はぎゅっと握り返す。

「大丈夫だよ。危ないことはしないから」

「本当に？」

「うん」

　頷うなずくと、一衣は少しだけ表情を緩ゆるませた。

　けど、そこまで顔に出ちゃってたとはな。確かに、今日は余裕がなかった。

　バレないように気をつけないと。バレてしまったら元も子もない。

　一衣も、そして淡あわ雪ゆきも救えなくなってしまうのだから。

「ありがとな、一衣。心配してくれて」

「ううん。私の方がお兄ちゃんに何倍も、何十倍も心配かけちゃってるから。だから──」

　一衣が潤んだ瞳ひとみで一護を見つめる。肌は全体的に朱色に染まり、さくらんぼのような唇が色っぽく開かれる。

「──お兄ちゃん、いいよ？」

「って、何がいいよだよっ！」

　全力でツッコんでいた。と同時に一いち衣えの頭をぽかっと叩たたく。

「あいたっ！」

　まったく、いきなり雰ふん囲い気きつくって何を言い出すんだこの娘はっ！

「あ、頭叩くなんてひどいよー」

「いや、今の一衣の発言の方がよっぽど酷ひどいから。色んな意味で」

「えー、妹がお兄ちゃんを喜ばせようと一いつ生しよう懸けん命めい考えたとっておきのセリフなのにー」

「兄を喜ばせる為ために妹が一生懸命考えたとっておきのセリフがこれだと思うと、お兄ちゃんは頭が痛いよ」

「妹はお兄ちゃんのその容赦無い一言に胸が痛いです！　心が傷つきました。だから責任とってください」

　一衣がずびしっと指先を突きつける。

「責任って？」

「ええとですね、昔みたいにお兄ちゃんに髪を洗って欲しいです」

　無邪気な顔でそんな風に言った。

「ああ、そのくらいなら全然いいよ」

　一衣のことだから、もっととんでもない事を言い出すかと思ったけど、そのくらいであれば許容の範囲内だ。

「本当？」

「ああ」

　そして、一いち護ごは湯船の中から一衣を抱きかかえると、洗い場へと座らせる。

　その際に、妙に柔らかいでっぱりとか、ちょっと窪くぼんでる部分とか、不思議な感触に少し触ふれたような気がしたけど、それは気がつかなかったことにしておいた。

　ついでに一衣の顔が沸騰しそうなくらいに赤かったことも気づかなかったことにした。

　そしてシャワーで一衣の髪を濡ぬらし、シャカシャカとシャンプーを泡立てる。

　そう言えば昔はこんな風に一衣の髪の毛を洗ってあげてたなと、一護はちょっと懐かしい気持ちになった。

「ねえ、お兄ちゃん」

「ん？」

「今、助けてあげようとしてるのはどんな子なの？」

　鏡越しに一衣が視線を合わせてくる。

「人助け、してるんでしょ？　お兄ちゃん、ヒーローだから」

　その口調にはもちろん心配の感情も篭こもっているけど、今はそれとは違う応援するような想おもいも混じっていた。

「ああ。俺のクラスメイトで、最近仲良くなった子なんだ。今、ひとりですごく辛つらい状況になってるから、なんとか助けてあげたくて」

「そっか。その子のこと、絶対に助けてあげてね」

「おう、任せておけ」

　──そして、一いち衣えのことも絶対に助けてみせるからな。

　一いち護ごは心の中でそう付け加えたのだった。
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「やっぱり、私はいつもひとりになっちゃう」

　氷に覆おおわれた部屋の中で、淡あわ雪ゆきはひとり膝ひざを抱えて呟つぶやいた。

　時間はすでに深夜を回っているだろう。暗く静かな空間にひとりでいると、どうしても孤独を実感してしまう。

　小さな頃からずっとそうだった。

　幸せだと、誰かと繋つながれていると、そう感じられた時間は本当に僅わずかなものだった。

　明るくて優しくて人の良いお父さんと、穏やかでいつも笑っていて絶世の美人と評判だったお母さん。

　そんな両親に愛されて、大切に育てられた小学校に入るまでの時間は本当に幸せな日々だった。

　けど、そんな幸せな時間は一瞬にして崩れ去ったのだ。

　父親も母親も純粋で、おっとりしてて、疑うことを知らなくて、そしてバカが付く位にに人が良い。

　だから、騙だまされた時も一瞬だった。騙す方はものすごく簡単だったと思う。

　もしかしたら、お父さんは未いまだに騙されたと思っていないかもしれないくらいだ。

　けど、確実にそれまで持っていたものをすべて奪われ、私たち家族はバラバラにされた。

　まず最初に壊れたのはお母さんだった。どんな風にして壊れたのかは、今では詳細に思い出せない。

　ただ、いつもにこにこと穏やかな笑みを浮かべて、ひだまりのような優しい声で話しかけてきてくれた人はどこにも居なくなった。

　人形とまるで見分けの付かない、無表情で一言も喋しやべらなくなった母親の姿だけが強烈に記憶に刻まれている。

　そして次にお父さんが帰ってこなくなり、私は家族を滅め茶ちや苦く茶ちやにしたあの男を頼ることになった。

　虫むし酸ずが走るほどに不快だったけど、生きていく為ためには仕方のないことだった。

　そして一人暮らしをするようになり、学校も変わり、けど、友達はひとりも出来なかった。

　それどころか男子からはいじめられ、女子からは無視される。

　家でもひとり、学校でもひとり。

　そんな絶望の時に手を差し伸べてくれたのが一いち護ごだった。

　あの暗くら闇やみの中から、どこにいてもひとりぼっちだったあの孤独の空間から、自分のことを引っ張りだしてくれた。

　握にぎってくれた手がとても温かかった。

　そして力強くて、安心できて、心を許せる相手が出来たと思った。

　けど、そんな出会いもすぐに無かったことになる。

　苗みよう字じが変わって、再び学校も変わることになって。

　──私はまたひとりぼっちに戻った。

　空虚で、苦痛で、苦しくて、今にして思えば空白とも言える日々。

　ただ毎日、早く時間が過ぎ去ってくれることだけを考え、願い、そして逃げていた。

　空想の中へ。

　ほんの一瞬だけ感じることの出来た、温かな記憶の中へ。

「一護くん」

　声に出してみる。

　それは、何年間も、何度も、繰り返し口にし続けたフレーズ。

　いつかまた会えるとそう信じて、この地獄のような日々からまた救いだしてくれると妄想して、何度もつぶやき続けた名前。

「一護くん」

　鼻の奥につんと痛みが走った。

　唇が小刻みに震えて、喉のどが引ひき攣つりそうになる。

　瞳ひとみからは自然と透明な雫しずくがこぼれ落ちていた。

　願いは叶かなったのに。

　高校生になって、律りつ教きよう学がく園えんに通うようになって、奇跡的な再会を果たして、一緒に塔を攻略する仲間にもなれて。

　そして剣聖の映像を撮影することが出来るようになって、家族の問題も解決できると思った。

　ほんの数時間前まではすべてが上う手まくいくと信じていたのだ。

「なのに、私はまたひとりぼっち」

　状況で言えば、今までの人生の中で最悪だ。

　ぎゅっと、自分で自分の身体からだを抱きしめる。

　震えているのは寒さが原因ではない。怖いからだ。

「……私、死んじゃうのかな？」

　自分の選択が間違っていたとは思わない。あの時、事実を全部知ったまま、剣聖を見殺しにすることなんて出来なかった。

　間に合ってよかったと、心から思っている。

　思っているけど、後悔が無いなんて言えなかった。

　怖い。

　すごく怖い。

　そして嫌だ。死にたくなんてない。

　このまま怪物になんて、絶対になりたくなかった。

　せっかく再会できたのに。これからだったのに。

　今まで不幸だった分、今度こそは明るい未来が待っていると思っていたのに。

「一いち護ごくん」

　好きな人の名前を呼ぶ。

　心の拠より所どころの名前を呼ぶ。

　こうして名前を呼んでいないと、すぐにでも自分の意識が無くなってしまいそうだから。

　心の奥底から沸わき上がってくるどす黒い感情は、激しい衝動は、すでに半分以上制御ができないところまで来ている。

「一護くん、最後にもう一度会いたい」

　そう言葉にして、どうしても顔が見たくて、

　けど、それと同じくらいに会いたくないって気持ちもあって。

　だって、もう一度会ってしまったら、今以上に後悔してしまいそうだから。

　恨みたくない人を恨んで、そして本当の意味で怪物になってしまいそうだから。

「一護くん」

　ぎゅっと、強く強く身体を抱きしめて、

　ひとりぼっちの氷の部屋の中で、

　淡あわ雪ゆきは一護の名前を呼びつづけた。
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「おいおい、どうした一いち護ご。ウサギみたいな目をして」

　朝、席に着くなり大だい悟ごが近づいてくる。

「ウサギみたいな目？」

「ああ、真っ赤だぞ。なんだ、昨日、無料エロ動画でも見まくって寝てないのか？」

「お前と一緒にするな」

「なんだよー。一護はエロ動画を見たりはしないって言うのかよー」

「いや、まあ、まるで見ないってことはないけど」

「なるほど、そんな頻ひん繁ぱんには見ないと。俺たちみたいに軽い気持ちで最初の一本を見てたら、次々と気になるタイトルが画面上に表示されて、次はこれも見てみようかな、次はこれだ、もう夜も遅いしもう一本だけ、ああ、なんかこれイマイチだったな、これで最後ってのはちょっとアレだしもう一本だけいっておこうかな、うわあ、ここに来てすっげえ気になるタイトル見つけちゃったし、これは見ないと。うん、これで最後にするから大丈夫、みたいな感じで気がつけば朝まで延々とエロ動画を見てて寝不足になるようなことは無いと、そう言いたいわけですな？」

「ま、まあ」

　大悟の迫力に思わず気け圧おされる一護。

「だよなあ？　一護様は俺たちみたいな非モテ男子とは違ってモテモテリア充だからなあ。どうせアレだろ？　昨日も牧まき野のヶが池いけさんと一緒にきゃっきゃうふふしてたんだろ？　っていうか、どういう関係なのかちゃんと説明しろよ。一昨日から急に仲良くなりやがってよ」

「説明しろって言われても、普通に仲良くなっただけで、友達だよ」

「ふ～ん、普通の友達ねえ？　あの牧野ヶ池さんが？　誰に話しかけれてもスルー確定な牧野ヶ池さんとあんなに親しそうにしてたのに、ただの友達ねえ？」

「友達なんだから親しそうにするのは普通だろ？」

「うーむ、それもそうか。けど、なんか納得いかねえんだよな」

　大悟が腕を組んで「むむむ」と唸うなる。

　大悟の気持ちもわからないことではない。それだけ淡あわ雪ゆきが他人と仲良くしてるってのは特別に感じられることなのだ。

「で、今日は遅いんだな、牧野ヶ池さん」

　大悟が視線を向けた俺の後ろの席は空席のままだ。

　いつもだったら、すでに淡雪は登校している時間だった。いつも機械のように正確に行動していた淡雪が今日はまだ来ていない。

　それが、一護にはショックだった。

　淡雪が来ていないのは当然のことだ。だって、今もあの塔の中に居るのだから。

　その事実が、実感としてリアルに一いち護ごの中に浸透したのだ。

　このままでは、こっちの世界に淡あわ雪ゆきがいなくなってしまうと。

　ものすごい不安が襲いかかってきて、でも、こんな不安、淡雪本人のものに比べればゴミみたいなものだ。

　だって、淡雪はたったひとりであの冷たい氷の部屋の中にいるのだから。

　ボスに精神を完全に奪われてしまうかもしれない恐怖と闘たたかいながら、たったひとりであの寂しい部屋の中にいるのだから。

「大だい悟ご、悪い。俺、急に体調不良になった」

「は？」

「悪寒と腹痛と目眩めまいと吐はき気が同時に襲ってきた。だから、早退するわ」

「早退って、めっちゃ元気そうに見えるけど？」

「気のせいだよ」

　そう言って立ち上がる一護に、大悟は苦笑を浮かべた。

　一度、一護がこうなってしまったら、もう何を言っても無駄だと知っているのだ。

「わあったよ。先生にはうまく言っといてやるから、とっとと早退しろ。どうせまた、なんか人助けでもしようとしてるんだろ？」

「人助けじゃなくて、責任を取りに行ってくる」

　鞄かばんを掴つかみ教室を後にする一護の背中に、

「なんだかよくわかんないけど、頑張れよ」

　大悟の優しい声が届いたのだった。
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『まだ何も解決策は思いついてないですけど、俺、淡雪のところに行きます。淡雪、昨日からひとりでずっとあんなところに居るので、少しでも話相手になれればと思って。すみません』

　葉は桜ざくらにメールを送って、一護は聖塔ジグラートを目指す。

　制服のままこんな時間に聖塔に入るのは色々とまずそうなので、途中で服を買い、着替えてから電車に飛び乗った。

　制服とか学生鞄は駅のコインロッカーの中だ。多分、これで大学生とかに見えてくれると思うけど。

　そして塔内に入るとクロネコが驚いた様子で一護を迎えた。

「あれ？　こんな時間にどうしたの？　一いち護ごくん」

「ええと、どうしても淡あわ雪ゆきのことが気になっちゃいまして」

「あ、ああ。祇ぎ王おう寺じさんから詳細は聞いたよ。討とう伐ばつ権が一護くんたちに譲じよう渡とされたから、ボス部屋への侵入は独占討伐時間が切れるまでは禁止って情報は流しておいたよ。牧まき野のヶが池いけさんのことは当然秘密にしてある」

「ありがとうございます」

「ううん、今回の件、どうもウチのギルドがかなり悪どいことをしてたみたいだから、せめてもの罪滅ぼし」

「クロネコさんのギルド？」

「聖塔ジグラート新聞部。情報を扱う仕事をしている以上、あそことの関かかわりあいは避さけられないからね。かと言って首す藤どうのヤツは大っ嫌いだから、本当に最低限の付き合いしかしてないけど」

「ああ、なるほど」

　情報屋のクロネコが新聞部に所属しているのは当然といえば当然のことだ。

「ってことで、一護くんには特別にこの転送石もプレゼントするよ」

　一護の手に渡されたのは紫色の水晶だった。水晶の中には鳥の羽が封じられている。

「これは？」

「転送石。塔内でチェックポイント設定をした場所に一瞬で転送してくれる優れ物だよ。三十一階のスタート地点から牧野ヶ池さんのところまでひとりで行くの、大変でしょ？　ボス攻略がされてないから、雑ざ魚こ敵の数もまだまだ多いし」

「あー、そうですね」

　昨日、葉は桜ざくらと淡雪がいてもボス部屋まで辿たどり着くのは大変だったのだ。

　ひとりで、ってなると、ボス部屋まで到達できない可能性もかなり高い。

「だけどこの転送石を使えば一瞬でボス部屋前まで行けちゃうってわけ。新聞部が設置したチェックポイントをそのまま残しておくように言っておいたから」

「何から何までほんとありがとうございます」

「にゃはは、お礼は別にいいよ。祇王寺さん経由で貴重な情報をいっぱい貰もらっちゃったし──」

　そこでクロネコは真剣な表情を浮かべた。

「それに、牧野ヶ池さんのこと、助けてあげてほしいから。まだ学生の若い子がこんなことで犠ぎ牲せいになるなんて絶対におかしいし。だから、その為ためだったらいくらでも手助けしてあげる。ボクの協力が必要なことがあったら、何でも言って。その代わり──」

「はい、淡雪のことは絶対に助けます！」

「うん、期待してるよ」
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　昨日は綺き麗れいに見えた氷の部屋は、今日はやけに寂しそうに見えた。

　冷たさと孤独。そんなイメージが強烈に浮かぶ部屋の中央に淡あわ雪ゆきはいた。

　膝ひざを抱え、体育座りをしている。顔は膝の上に伏せられていた。

　身体からだには黒い靄もやが絡みついている。けど、まだ全身を完全に覆おおっているわけではなかった。

「淡雪」

　声をかける。と、ゆっくりと淡雪の顔があげられた。そして、驚いたように目を見開いた。

「い、一いち護ごくん、どうして？　学校は？」

「体調不良で早退してきた」

「体調不良って」

　淡雪が少し困ったような表情を浮かべる。

「もしかして私のせい？」

「淡雪のせいってわけじゃないけど、やっぱり淡雪のことが気になっちゃって。そっち行っても大丈夫？」

「だめ」

　それは即答だった。強い意思の感じられる言葉だった。

「近づかれると、感情が制御できなくなっちゃうから。けど、そのくらい離れていれば大丈夫」

「そっか。じゃあ、ここで話そう」

　そう言って一護はその場で座った。お尻に氷の冷たい感触が伝わってくる。

「でも、一護くん、大丈夫なの？　学校、サボっちゃって。お母さんとかに怒られたりしない？」

「うん、大丈夫だと思うよ。大だい悟ごのヤツが上う手まいことやってくれるって言ってたから多分バレないと思う。バレたところで軽くお説教されるくらいで済むかな」

　塔に入ってることがバレたらそれどころじゃ済まないけど、単に学校をサボったくらいだったらあんまり細かいことを言わないのが一護の母親だ。

『あんたがサボるってことは学校の勉強よりも大切な理由があってのことだろうから細かいことは言わないけど、ほどほどにしておきなさいよ。あと、どんな理由があったとしても学校をサボるってのは悪いことだから形式上怒っておくわ。ほれ、頭を出しなさい。軽くどついとくから』

　前にちょっとした理由があって学校をサボったのがバレた時の母親の対応はこんな感じだった。

　どつかれた頭が結構痛かったけど。

「そうなんだ」

「うん。ウチよりも淡あわ雪ゆきの家の方が心配だよ」

　そこまで言って、この状況は本当に良くないことに気がついた。

　淡雪の両親にしてみれば、昨夜は淡雪が家に戻ってきてないことになるのだ。すごく心配しているだろうし、もしかしたら捜そう索さく願いなどが出されているかもしれない。

　けど、淡雪は静かに首を左右に振った。

「うちは大丈夫。誰もいないから」

「誰もいない？」

「うん、お父さんもお母さんもいない。だから、大丈夫。私を心配してくれる人、誰もいないから」

「え？　淡雪はひとりで家に住んでるの？」

「うん」

　頷うなずく淡雪の表情には何も浮かんでいなくて、どんな感情がそこにあるのか、一いち護ごにはわからなかった。

　けど、寂しくないはずはないと思う。家に帰っても誰もいないなんて。

「ごめん、一護くん。なんか変な心配させちゃったみたい。でも大丈夫。別に寂しくなんてないから。昔からずっとそうだったから、もう慣れちゃったし」

　淡雪はそう言って気丈に笑ってみせた。

　その笑みが浮かべられること自体が、一護には悲しく感じられた。

　そうやって、自分の気持ちを一いつ生しよう懸けん命めい隠して、笑うことが日常になってしまったのだから。

「ねえ、一護くん。昔のこと、覚えてる？　私と一護くんが初めて会った時のこと」

「初めて会った時のこと？　始業式の日じゃなくて？」

　一護が首をひねると、淡雪は少し寂しそうに笑った。

「やっぱり覚えてないか。でも、仕方ない」

「始業式の日よりも前に会ったことがあるの？」

「うん。その時は苗みよう字じが違ったけど。まだお父さんとお母さんと一緒に暮らしてた頃だから」

「苗字が違った……」

　その言葉に頭をフル回転させてみる。

　今まで出会った人達たち。その人たちの顔と名前を思い浮かべる。

　苗みよう字じが違っていても、淡あわ雪ゆきほどの美少女であれば印象は残っているはずだ。

　そして、一いち護ごの脳裏にひとりの少女の姿が浮かんだ。

　それは小学校の低学年の頃、確か二ヶか月げつほどだけ同じクラスだった転校生。

「もしかして五ご色しき沼ぬまさん？」

　一護がそう訊きくと、淡雪はぱっと表情を輝かせて頷うなずいた。

「うん、そう！　覚えてくれてたんだ！」

「苗字が違ってたって言われるまで、ぜんぜん気づけなかったけど」

「ううん、それでも嬉うれしい！　ちゃんと一護くんの記憶の中に居られたってことだから」

　本当に嬉しそうに淡雪が笑う。

　その笑顔は、一護の記憶の中にしっかりと刻まれていた。

　淡雪が転校していく一週間ほど前に一度だけ見せてくれた笑顔だ。

　どうして忘れていたんだろう？　思い出してみれば、こんなにもはっきりと覚えているのに。

「そっか。淡雪は五色沼さんだったのか」

　淡雪との過去の日々は、一護が正義感に目覚めるキッカケになったと言っても良いかもしれない日々だった。

　当時からまぎれもなく美少女だった淡雪は、結果としてクラスメイトの男女からいじめられるようになっていたのだ。

　今になって考えればわかる。

　男子は単純に美少女だった淡雪に恋心を抱き、ただその想おもいを伝える方法が好きな子に意地悪をしまうという子供時代特有の行動を取っただけだ。

　けれど淡雪にしてみれば男子が集団で意地悪をしてくる辛つらい状況なわけで。

　さらに女子からしてみれば、突然転校してきた女の子に男子がみんな夢中になっている。そんな状況が面白くないのは当然で、無視をするようになった。

　淡雪が人懐っこい性格であれば、上手に立ち回れたのかもしれない。けど、淡雪はどちらかと言えば引っ込み思案な性格だ。

　文句を言うことも出来なければ、助けを求めることも出来ない。

　そして、淡雪に対する意地悪と無視はどんどんエスカレートしていった。

　淡雪はただ、毎日を静かに暮らしていた。何事も起きていないかのように、あるいは自分がそこに存在していないかのように。

　──ただ、おかしいと思ったんだ。

　そんなのおかしいと、一護は思った。

　なにも悪いことなんてしてないのに意地悪される。

　ただ学校に来ているだけで無視される。

　いつの間にか、淡あわ雪ゆきと普通に接するのは悪いことだ、みたいな空気が出来上がっていた。

　そのことが無性に腹立たしくて、悲しくて、そしてこのままじゃ絶対にいけないって思った。

　だから、淡雪に声をかけた。ただ普通に、

『よかったら一緒に帰らない？』

　その時の淡雪は一度すごく嬉うれしそうに微笑ほほえんでから、無理やり表情を押し殺して、

『私と一緒にいると千せん畳じよう敷じきくんまで仲間はずれにされちゃうよ。だから、やめておく』

　そんな悲しいことを言ったんだ。

『いいよ。そんなことで俺を仲間はずれにするやつなんて友達じゃない。だから、気にしないで一緒に帰ろ』

　勢いもあったんだろう。一いち護ごは淡雪の手を握にぎって引っ張った。

　考えてみれば、母親と一いち衣え以外の異性の手を握ったのはこの時が初めてだった。

　その柔らかな感触にびっくりして、思わず離してしまいそうになった手をぎゅっと握り返してくる感覚にまたびっくりして。

『うん、一緒に帰る』

　恥ずかしさから頭も身体からだもふわふわしていたけど、その声音と、初めて見たとびっきりの笑顔から淡雪が本気で喜んでくれているのが感じられて、誇ほこらしい気持ちになったのを覚えている。

　それ以来、一護は正義の味方的な、困っている人がいたら助ける、が信念となった。

「ねえ、一護くん」

　ふと、掛けられた淡雪の真剣な声に、一護の意識は過去から現在へと戻ってきた。

「ん？」

「思い出してくれて、覚えててくれて本当にありがとう。私、それだけで満足」

　淡雪は儚はかなく笑って、

「けど、次は覚えていなくていいよ。これから言うことは忘れていい。だって、覚えていたらずっと辛つらい気持ちになっちゃいから」

　そんなことを言った。

「でも、私のわがままとして言うだけ言わせて？　私──」

　五秒ほど、

　照れたような、

　困ったような、

　微笑んだような、

　泣き出しそうな、

　複雑な表情を浮かべて、

「私、一いち護ごくんが好きです。あの日、真っ暗な闇やみの中にいた私の手を握にぎって、引っ張ってくれた時からずっと好きでした。あの時からずっと、学校にいても、家にいても、ご飯を食べていても、お風ふ呂ろに入っていても、夢の中でも、転校しちゃった後も、小学校を卒業して中学生になっても、春も、夏も、秋も、冬も、そしてまた春が来ても、ずっとずっと一護くんのことが好きでした」

　思いの丈を、言葉にした。

「一護くんのこと、ずっと考えてました。だから、高校生になって、また転校して、一護くんに再会できた時は心臓が止まるかと思った。毎日話しかけたいって思ってた。けど、そう考えるだけで今度は心臓が壊れちゃうんじゃないかってくらいに激しく動いて、とても声なんて掛けられなかった。いつか一護くんが私に気づいてくれる、小学生の時みたいに私の手を握ってくれる。毎日そんな想像をしながら生活してた。毎日がすごくドキドキだった」

　一言一言を愛いつくしむように、大切な宝物をおもちゃ箱から取り出すように、言葉として綴つづっていく。

「そして二年生になったら同じクラスになって、しかも席が前後ろになって。今までのドキドキなんてドキドキじゃないくらいに心臓がドキドキして、毎日が幸せだった。一護くんの姿を探さなくてもずっと見ていることができて、触ふれようと思えば触れられる距離にいることができて、一護くんの息いき遣づかいが聞こえてきて、毎日が楽しくて、油断したら顔がにやけちゃうから、それを抑えるので必死だった。始業式の日に一護くんに話しかけて貰もらえて嬉うれしすぎて、緊張しすぎて上手にお返事できなかったのは前に言ったとおり」

　胸に手を当てて、じっと一護のことを見つめて、

「私は一護くんのことが好きです。ずっとずっと好きでした。毎日毎日大好きでした。だから──」

　そして、幼いあの日に浮かべたとびっきりの笑顔と同じ表情を浮かべて、

「だから、私のことなんて忘れちゃってください」

　そんなことを言った。

　そんな悲しいことを淡あわ雪ゆきは言った。

「バカ。忘れるとか、そんなことするわけないだろ！」

「ううん、忘れちゃっていいの。ここから先はきっと地獄だから」

　淡雪がゆっくりと首を左右に振る。

「もうね、限界なのが自分でもわかるから。今だってすごくぎりぎりなの。こうやって自分を保たもっているの、本当にぎりぎりで、少しでも気を抜くと自分が自分じゃなくなっちゃうから」

　そう言う淡あわ雪ゆきの額には大粒の汗が浮かんでいた。

　身体からだを覆おおう黒い靄もやは明らかにその量を増している。

「あともう少しで私は怪物になる。一いち護ごくんと話しているこの間も、ドロドロとした黒い感情が満ち満ちていくの。憎悪とか、恨みとか、妬ねたみとか、嫉そねみとか、殺意とか、ありとあらゆる負の感情が浮かび上がってきて、それを制御できなくて、私は完全に殺さつ戮りくを、破壊を愉たのしむ怪物になってしまう。その前に自殺しようとしても、それだけはさせて貰もらえない。私はどうやっても怪物になっちゃう。だから、私のことは忘れて。怪物になっちゃった私を一護くんに覚えていて欲しくなんてないし」

　つーっと、淡雪の瞳ひとみから透明な雫しずくがこぼれ落ちた。

　色んな感情を堪こらえようとして、それでも堰せきを切ったように溢あふれでた感情が流線型の雫となってこぼれ落ちる。

「そんなこと言うな、淡雪。諦あきらめちゃダメだ！　俺たちで絶対に助けるから！」

　駆け寄ろうとする一護を、淡雪は「だめっ！」と大きな声で制した。

「そんなの絶対に無理だから。それは私が一番よくわかっていることだから。私は一護くんを攻撃したくない。一護くんの敵になりたくない。だから、私に近づかないで、このまま立ち去って。私の最後のお願いだから！」













　子供のように泣きじゃくりながらそう叫ぶ淡あわ雪ゆきを、一いち護ごはただぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめて見ることしか出来なかった。
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「けど、そんな最後のお願いなんてきけるはずも無いわよね」

　その声は一護の背中から聞こえてきた。

　振り返って確認するまでもない。こんなタイミングで現れる人なんてひとりしかいないのだから。

「先輩」

「まったく、一護くんも一護くんよ。なんのアイデアも無しに学校さぼって駆けつけちゃうんだから」

「すみません。でも──」

「わかってるわ。私だって気になって気になって仕方なかったし、正直、一護くんからメールが着て救われた部分もあるし。これで私も駆けつける理由が出来たって」

　葉は桜ざくらはそう言って少しお茶ちや目めな感じで笑った。

「ただまあ、私の場合は一護くんと違ってノーアイデアってわけでもないんだけど」

　葉桜は一歩前に出る。

「ってことで、あなたに簡単に諦あきらめてもらわれちゃうと、こっちが困っちゃうのよ。ライバルに借りを作るのは性格的に合わないし、何よりもその借りを返せなかったりしたら一生自分で自分が許せないわ。だから、もう少しだけ踏ふん張ってちょうだい」

　さらにもう一歩、葉桜が淡雪に近づく。

「別に借りだなんて思わなくていい。私は首す藤どうに言われてあなたたちをこの場所まで連れてきたのだから。自分でその責任を取っただけ」

「私たちがボスと戦いにここに来たのは自分たちの意思よ。あなたは確かに首藤にそそのかされて、私たちを誘導しようとしていたのかもしれない。けど、別に牧まき野のヶが池いけさんが居なくても、あの状況だったら私たちはボスを倒しにここに来ていたと思うわ。そして、今頃あなたの状況に私がなっていた。だから、やっぱり借りなのよ」

　もう一歩、淡雪に歩み寄る。ふたりの距離が徐々に近づいていく。

　それに呼応するように、淡雪の身体からだに纏まとわりつく黒い靄もやはその色を濃くしていった。

「ってことで、悲劇のヒロインになるのは諦めてもらえないかしら？　どちらかと言えば私はハッピーエンドの方が好きだし、それに、こんな不戦勝みたいな形であなたに勝つのも本意じゃないしね。どうせだったら、真正面からあなたをコテンパンにしてあげたいから」

　ふふん、と葉は桜ざくらは勝ち気な笑みを浮かべてみせた。

　淡あわ雪ゆきは泣き笑いの顔で葉桜を見返す。

「私だって諦あきらめたくなんてない。せっかく一いち護ごくんと再会できて、一緒に冒険できるようになって、これからなんだもの。怪物になんて、なりたくない！」

「うん、そうね。だから、もうちょっとだけ辛しん抱ぼうしなさいな」

　そして葉桜は淡雪に向かって手のひらを差し出す。

「牧まき野のヶが池いけさん、確か撮影していたわよね？　私と一護くんの戦闘シーンを」

「うん」

「で、撮影モードのまま、私を助けようとボスに突っ込んでいった。違う？」

「違わない」

「だったらあるはずよ。牧野ヶ池さんしか持っていないとっておきの情報が。ボスにとどめを刺して、そして乗り移られるまでの主観の映像が」

「ああ、なるほど！」

　一護は思わず手を叩たたいた。

　淡雪も一瞬ぽかんとした表情を浮かべた後、興奮からか、希望からか、顔に赤みがさす。

　一護と葉桜が何度も繰り返し見てきた映像。それは所しよ詮せん他人が離れた場所から撮った映像だ。

　どうしたって見えない角度や細かな反応がある。

　けど、淡雪の映像は自分が見、そして体感したそのままの映像だ。

　そこに、今まで見つけることの出来なかったヒントが隠されているかもしれない。

「記録結晶、出して」

「うん」

　そして淡雪は懐ふところから赤に染まった小さな水晶を取り出す。

　きらりと光りを放つ記録結晶。その赤の光は、俺達たちにとっての希望の光に見えた。
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「みつけたっ！」

　淡雪の記録結晶を再生すること数十回、一護はついにボス本体の姿を発見することが出来た。

　それは直径一ミリ以下の小さな昆虫だ。姿形はカナブンに似ているだろうか。

　その昆虫が、致命傷を受けたボスの鼻から飛び出し、淡あわ雪ゆきへと迫せまる。

　淡雪の主観であるこの映像ではその姿を捉とらえることが出来ないが、そのまま淡雪の体内へと侵入し、精神を侵食したのだろう。

　その時間、わずかに０・００００１秒ほどだ。

　一ミリ以下の昆虫が人間の視力では捉えることが出来ないほどの高速で移動しているのだ。常人の感覚で捉えるのは絶対に不可能だ。

　高こう速そく剣けんを使用し、極限まで動体視力と集中力を映像に集中させた一いち護ごだからこそ見つけることが出来た、奇跡に近い発見だった。

　だからこそ、その発見は絶望的なものとも言えた。

「状況としては最悪のままなのは変わらずね。むしろ、その最悪具合を実感しちゃったって感じだわ」

　葉は桜ざくらが重々しい声でそう言う。

　一瞬希望を──今まで姿を見ることすら出来なかったボスの姿を見つけることが出来たという希望を抱いてしまったからこそ、その結果がもたらした絶望は重たかった。

　やるべきことは簡単だ。

　淡雪が死なない程度のぎりぎりのダメージを葉桜が与え、ボスが淡雪から飛び出したタイミングで一護が高速剣を使いボスを斬きりつける。それだけのことだけど、

「高速剣でも無理、よね？」

　葉桜の問いに一護は小さく頷うなずいた。

　いかに最速を誇ほこる高速剣とは言え、ここまで微小の生物を一瞬にも満たない時間で斬りつけるのは不可能だ。

　それも、絶対に失敗の許されない、たった一度のチャンスしかないのだ。

　そこで失敗すれば淡雪の命を失い、ボスは葉桜を次の依より代しろとするだろう。

　そうなれば、葉桜の命も失ったも同然だ。最悪の結末がそこに待っている。

「でも、可能性がゼロってわけじゃないわよね？」

　葉桜が真剣な表情で一護を見つめた。

「もちろん、ゼロでは無いですけど、ゼロと言っても良いくらいにゼロに近い確率だと思います」

「であれば」

　葉桜はそこで一度小さく息を吐はいた後、

「やってみるしかないわよね」

　真まっ直すぐな瞳ひとみで、迷いない声で、葉桜はそう言った。

「でも──」

「リスクが大きいのは百も承知。けど、だからと言って諦あきらめるわけにはいかないでしょ？　牧まき野のヶが池いけさんのこと」

「それは……」

　その通りだ。淡あわ雪ゆきのことを見捨てるなんて選択肢は絶対に選べない。けど、だからと言って、成功の見込みが殆ほとんど無い無む謀ぼうとも言える挑戦で葉は桜ざくらの命を懸けることも出来ない。

「ごめんね。一いち護ごくんにばかり、責任の大きい方を任せちゃった。けど、私の実力じゃ、あのボスを斬きることは絶対に出来ないから」

「とんでもないです！　むしろ危険性で言えば先輩の方が圧倒的に大きいんですから！」

　命懸け。まさに命懸けなのだから。

「ま、私は一護くんのこと、信頼してますから」

　葉桜が一護の緊張を解きほぐすように、少しおどけてそう言った。

　だから、一護は覚悟を決めた。

　そう、最初から選択肢なんて無いのだ。

　命を懸けて自分たちの身代わりとなった淡雪を見捨てるなんてことは出来ない。

　であれば、淡雪の身体からだからボスを引っ張りだす以外に方法はない。

　そして、葉桜を次の依より代しろにするわけにもいかない。

　であれば、その前にボスを倒すしかないのだ。

　──たったひとつだけ、方法はある。

　その方法は失うものが非常に大きい。けど、失うもの以上に、今失いたくないものの方が何倍も大きいから。

「わかりました。先輩のその信頼に絶対に応こたえます」

　ぎゅっと、固く固く刀の柄つかを握にぎりしめる。

「うん、ありがと。でも、もし失敗しても一護くんが責任とか感じる必要は──」

「そんな心配をする必要こそ無いです」

　一護は葉桜の言葉を遮さえぎって、

「俺は絶対に先輩の信頼に応えますから」

　そう言い切った。

　覚悟は決まった。であれば失敗するなんてことは絶対に考えない。

「うん、わかった。それじゃあ、いきましょう！」

「はい！」

　ふたりは、淡雪の待つ氷の部屋の扉を開いた。
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「待たせたわね」

　部屋に入り、氷に包まれた階段の前に立つ淡あわ雪ゆきに声をかける。

　淡雪を覆おおう黒い靄もやはすでに全身を覆い、かろうじて顔の部分だけが露出するような感じになっていた。

　その顔にも無数の黒の線がクモの糸のように走り、口からは喘あえぐように荒い息が吐はき出されている。

　滴したたり落ちた汗は足元に大きな水たまりを作っていた。

　もう淡雪に時間が残されていないのは誰の目にも明らかだ。

「……おそ、い……もう、げんか、い……」

　苦しそうな表情の中、口元だけで微かすかに笑って、淡雪がそう言う。

「ごめんなさいね、あと三分くらいだけ我慢してちょうだい」

　そして葉は桜ざくらが愛刀『三み日か月づき宗むね近ちか』を鞘さやから抜いた。

　一いち護ごもそれに続き、刀を抜く。

　チャンスはただ一度きり。

　刀の柄つかを握にぎり、一護は深く、ゆっくりと息を吐き出した。

　緊張で手のひらが汗で濡ぬれているのがわかる。心臓は苦しいくらいに激しく鼓動を繰り返していた。

　この作戦を成功させるための、たったひとつだけの方法。

　アトロポスからは今後二度と使うなと言われた一護の奥の手中の奥の手。

　高こう速そく剣けんの本当の性能──真名の解放。

　因果関係さえも逆転させるほどの、速さの概念すらも超えた最速の刀技──『皇剣　一いち期ご一ひと振ふり』。

　──それを使う以外、方法はない。

　その代償は非常に大きい。

　一度目の使用ですでに一護から五感のひとつである味覚を奪い取り、次に使えば一護は何を失うかわからない。

　視覚、聴覚、嗅きゆう覚かく、触覚──そのどれかの感覚が奪われる可能性が非常に高いのだ。

　そして、失った感覚は、多分二度と戻ってこない。

　大きすぎるリスク。

　一いち護ごの今後の人生に膨大な影響を与えてしまう、危険過ぎる選択。

　けど、代償なんてものはその程度でしかない。それで淡あわ雪ゆきと先輩の命が救えるのであれば、安いもんだ！

　まだ無意識の中に残っているかもしれない迷いを斬きり払うように、一護はまぶたを閉じて刀を振るった。

　ひゅん、と風切り音が鳴って、眼めを開く。

　視線の先にあるのは苦しそうな姿の淡雪。絶対に救いたいと思える女の子。

　もう迷いはどこにもなかった。

「では、先輩、いきます！」

　こくり、と、隣で葉は桜ざくらが頷うなずくの感じて、一護はスキルを発動させた。

「高こう速そく剣けんっ！」

　途端に、一護の見えている世界が様変わりする。

　光の粒子すらも見えるかと思えるほどに視覚、感覚は鋭えい敏びんに研ぎ澄まされ、音はどこか遠くに聞こえる。一護の感覚の鋭するどさに音速レベルではついてこれないのだ。

　そして全身がカッと熱くなった。

「んくっ！」

　全身にかかる力に一護が小さく呻うめく。

　心臓はドクドクと高速で脈動を繰り返す。皮膚は敏感に、内蔵には押し潰つぶされるようなほどに強烈な圧が掛かってきた。

　人体の限界を遥はるかに超えた速度での行動、そしてその行動を制御するための情報量を超高速で処理するために肉体や神経、感覚、脳、そんなすべてが一瞬で無理やりに作り替えられていくような感覚が一護を襲うのだ。

　その急激な変化は、身体からだにも精神にも極大な負荷を掛け、ありとあらゆる部分から悲鳴があがる。

　激痛、目眩めまい、嘔おう吐と感かん、疲労感──そんなあらゆる不快感を堪こらえながら意識を集中するのが、高速剣を使いこなす為ための第一関門だった。

　一護は軽く腰を落とし、淡雪を見み据すえる。そして、

「籠手アームガード、解除パージ」

　真名を解放するために儀式の第一歩を踏ふみ出した。

　一護の声に呼応するように、腕を包み込んでいた籠こ手てが淡あわく発光し、静かに地面に落ちる。

　途端に腕から先に羽でも生えたかのように重力をまるで感じなくなった。

　ただ、その反動で両腕には焼きごてを当てられたかのような熱と激痛が走る。しかし、ここで止めるわけにはいかない。

　この程度の痛み、今、淡あわ雪ゆきが感じている苦痛に比べればまるで大したことないんだから。

「肩当てシヨルダーガード、解除パージ」

　続いて肩当てを外す。籠こ手てが腕の速度を制限する拘束具だとすれば、肩当ては可か動どう域いきを制限する戒具だ。

　肩当てを外すことによって一気に攻撃可能範囲が広がる。それこそ人体の限界を無理やりに超えた可動域にまで。

「具足レツグガード、胸当てブレストガード、腰当てチエストガード、解除パージ」

　そして具ぐ足そく、胸当て、腰当てと続けざまに解除する。

　一気に全身が軽くなるのを一いち護ごは実感した。

　胸当ては上半身の、腰当ては下半身の、具足は足元の速度を制限するリミッターで、それを解除することによって、一気に行動速度が上昇するのだ。

「兜ヘルム、解除パージ！」

　兜かぶとが外れて視界が広がる。

　思考がクリアになると同時に、こめかみの辺りを中心に血管が激しく脈打つのを感じた。

　動体視力はさらに鋭するどく、情報処理速度は限りなく高速に。世界はどんどん白く無機質で簡略化された景色へと上書きされていく。

　そして、

「外套マント、解除パージ！」

　足元から風が吹き上がり、一護の肩から外れた外がい套とうが宙へと舞い上がった。

　最後の拘束具。心のリミッターである外套を外すことで、高こう速そく剣けんは真の力を発揮することが出来る。

　一護の身体からだが黄金色に輝く。体内で生産される途方も無い量のエネルギーが皮膚から放出され、光り輝いているように見せているのだ。

「──我が剣は最速なり！　因果すらも超越する、三世最速の剣なり！」

　そして、真名を解放するための暗号コードを唱え、ひゅん、と空間を断ち切るように刀を振るった。

　その瞬間、突風が巻き起こった。

　唸うなりを上げて渦をつくる暴風が、一護の髪を逆立てる。

　この世のすべてから解放されたかのような身の軽さを一護は感じていた。

　事実、今の一護はこの世のありとあらゆるしがらみから解放されていると言ってもよい。

　なんせ、因いん果が律りつさえも断ち切るほどの速さをその身に宿しているのだから。

「先輩、こっちの準備はＯＫです！」

「わかったわ。じゃあ、はじめましょう」

　勝負は多分、三秒にも満たないような短い時間でつく。

　しかし、その極めて短い時間に、ふたつの大切な命が掛かっているのだ。絶対に失敗は許されない。

　たとえ一ミクロン以下の物質が第三宇宙速度以上のスピードで動こうが、俺は絶対に逃さない！

　一いち護ごは両目に極限まで意識を集中し、両りよう膝ひざを軽く曲げた。

　息を止め、空気中の粒子の一粒すらも見極めるほどに目を凝らす。

　一護に与えられたチャンスは０・００００１秒しか無いのでない。

　０・００００１秒もあるのだ。今の一護にとって──皇剣　一いち期ご一ひと振ふりにとっての０・００００１秒なんてものは、永遠とも言えるほどの長い時間なのだから。

「祇ぎ王おう寺じ一刀流奥義──桜風輪舞っ！」

　葉は桜ざくらが剣技を発動させ、地面を蹴った。

　前傾の低い姿勢のまま淡あわ雪ゆきの方へと突進する。

　高こう速そく剣けんを使用した一護ほどの速度ではない。しかし、高レベルの塔覇士ハンターでさえその姿を視界に捉とらえるのは難しいであろう速度で突き進む葉桜の身体からだは淡あわい桜色の光に包まれていた。

「たぁぁぁああああ！！！！！！！！」

　気合いと同時に強く踏ふみ込み、淡雪へと刀を振り下ろす。

　通常状態の淡雪であれば、この一太刀で勝負は決まっていたであろう。しかし、今の淡雪にはボスの能力が加算されている。

　さらに、致命傷を与えてはいけないという加減が葉桜にはある。

　名刀『三み日か月づき宗むね近ちか』は金属音を響かせながら火花を散らし、淡雪の持つ短刀に弾はじかれた。

　返す刀で淡雪が短刀を振るう。

　祝福の加護を受けた短刀がクリティカルヒットを狙ねらい、葉桜の心臓めがけて迫せまる。

　そして、短刀が心臓を突き抜けた直後、葉桜の姿は蜃しん気き楼ろうのように揺ゆらめいて消えた。

「遅いっ！」

　残影フエイク──一護の残像斬りデイレイアタツクのように同時に複数体が存在しているように見えるほどの高速移動は出来ないが、敵の目をくらます程度の影ならば葉桜にも残せる。

　高速剣を使わずしてこのレベルで残像を残すことが出来るのは葉桜だけだ。

「はぁっ！」

　いつの間には淡雪の側面に移動していた葉桜が刀を振るい、

「んくっ！」

　それをぎりぎりで淡雪が防ぐ。しかし、その直後には、

「やぁっ！」

　背後から葉桜の刃が迫っている。

　淡あわ雪ゆきの周囲をぐるぐると回りながらほぼ同時に繰り出される葉は桜ざくらの斬ざん撃げき。

　桜風輪舞──その名の通り、離れていれば桜の色を纏まとった葉桜の輪舞のような連撃だ。

　かろうじて葉桜の動きに付いていく淡雪も一撃ごとに僅わずかに対応が遅れていく。

　そして、その僅かが積み重なることによって致命傷になる。

「これで終わりよっ！」

　三み日か月づき宗むね近ちかがキラリと光りを照り返し、袈け裟さ斬ぎりに淡雪の身体からだを切り裂いた。

「キャアァァァァァ！！！！！！！！！！！！！！！！！」

　甲かん高だかい淡雪の悲鳴が氷の部屋の中に響き渡る。そして、その瞬間、

　──見えたっ！

　一いち護ごの視線が淡雪の口から飛び出した一ミリにも満たない小さな昆虫の姿を捉とらえた。

　そう脳が認識するよりも早く、意識するよりも早く、一護を構築するすべての細胞は行動を起こしていた。

「因果こうそくを断ち切りしこの一いつ閃せんを、避けられる者は無しっ！」

　そう言葉にするのが先か、それとも敵を切り裂くのが先か。

　一護の刃が昆虫を真っ二つに断ち切り、葉桜の淡雪の間を切り抜けた直後に、背中で自分いちごの声が響いた。

　原因と結果の逆転。この刀技から逃のがれられるものはただの一つも存在しない。













　きらり、と小さな輝きを放って、真っ二つに切り裂かれた一ミリ以下の昆虫は消滅した。

「先輩っ！」

　一いち護ごが葉は桜ざくらを振り返る。

　葉桜の身体からだに刻まれた数字は無い。そして淡あわ雪ゆきの身体にも。一護が小さく息を吐はき出す。

「大丈夫よ。牧まき野のヶが池いけさんも大丈夫。相変わらず見事ね、一護くん」

　葉桜はそう言って笑みを返した。
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「気分はどう？」

　淡雪にヒールポーションを飲ませて、膝ひざ枕まくらをするような格好で介かい抱ほうしながら葉桜が訊きく。

「……最悪、ね」

「ま、生命力の九割を一気に削られたんだから当然か。けど、ポーションも飲んだことだし、一時間くらいで良くなると思うわ」

「違う。体力的にも確かに良くないけど、どちらかと言えば精神的な部分の話。ライバルであるあなたに助けられるなんて、とても最悪な気分」

　淡雪が顔をしかめると、葉桜はいたずらっぽく笑みを浮かべる。

「それは良かったわ。あなたに身代わりになられた時の私と同じ気分を味わって貰もらえたようで」

　そしてふたりは暫しばらく見つめあってから、同時に「ぷっ」と吹き出した。

　ふたりとも、素す直なおな笑顔だった。

　そんなふたりの表情を見て、一護はようやく肩の力が抜けた。

　今思い返してみても、絶体絶命だった。

　東京聖塔トウキヨウジグラートは危険な場所だと、常に命を失う可能性があると、その事を一護は身を以もつて知っていたつもりだった。

　けど、こうして身近で、一歩間違えれば淡雪の命が奪われていた可能性があったという事実が肝を冷たくする。

　今回は単に運が良かっただけだと、そう言うことも出来るのだから。

　自分の命を懸けることは惜しくない。

　もちろん簡単に投げ出すつもりなんてない。一いち衣えの病気を治すまでは絶対に死ねないと思っている。

　だけど、覚悟として、命を懸けている。

　──けど、先輩は、淡あわ雪ゆきは、その覚悟を背負う必要はないのだ。

　塔の攻略、それもかなり無理な速度での。それにふたりが付き合う必要性はどこにもないのだ。

　だから──。

「ねえ、牧まき野のヶが池いけさん、ひとつクイズを出してみても良いかしら？」

　葉は桜ざくらが一いち護ごと淡雪の顔を交互に見ながら、突然そんなことを言い出した。

「クイズ？」

「ええ。ここで問題です。今、変なところで熱血漢で直情バカ的な性格の一護くんは、難しい顔して何を考えているでしょうか？」

　葉桜の質問に、淡雪は葉桜の意図がわかったのか、したり顔で頷うなずいた。

「これは多分だけど」

　そして一護の顔を見つめ、少し不満そうに唇を尖とがらせながら言葉を続ける。

「今回、淡雪のことを危険な目にあわせてしまった。これは俺の目的に付き合わせたからだ。だから、ふたりをこれ以上、俺の目的に巻き込むわけにはいかない、みたいなことだと思う」

「そうね。私もそう思うわ」

　そしてふたりにじっと見られて、一護はたじろいだ。

　完全に頭の中まで見透かされていたからだ。

「な、なんでわかったんです？」

「ほら、やっぱり」

「ね。なんていうか、バカにしてるわよね、私たちのことを」

　ふたりがジト目になって、一護の背中を冷たい汗が伝う。

「危険なんてちゃんと理解してるっていうのに」

「うん。その覚悟が無かったら、最初から手伝うなんて言ってない」

　その声音は、本気で怒っているように聞こえた。

「で、でも、ふたりが命を危険に晒さらしてまで俺に付き合う理由なんて」

「あるに決まってるでしょ！」

「あるから、そして一護くんがその気持ちを全部スルーしようとしてるから私は怒っている」

「り、理由って？」

「私はさっき言った。一護くんのことが好きだって」

「え？」

「一護くんのことがずっと好きだった。今も好き。だから、一護くんの役に立てるならなんだってしてあげたいって思ってる。これが理由」

　胸を張って、視線を逸そらすこと無く淡あわ雪ゆきがはっきりと想おもいを伝える。

「ま、そういうことよ」

　葉は桜ざくらがそう言って、照れたように指先で髪の毛をいじる。

「私の場合はその、最初はちょっと面白い子だなとか、今どき珍しく正義感の強い子だなとか思ってただけだったんだけど、塔の中で一緒に冒険するようになって、アスラから助けてくれたり、私のこと頑張ってるって、だから報むくわれて欲しいって言ってくれたり、あとなんか色々見ちゃったりもしたし、だ、だから、その、つまり、好き……なのよ、私も、一いち護ごくんのこと……」

　淡雪とは逆に、視線を逸らせながら、最後の方はつっかえつっかえながらそう言った。

「……え、ええと」

　頭がクラクラした。っていうか、言葉の意味が頭の中によく入ってこない。

　突然の展開に情報が処理しきれなくて、思考はくるくると空転を続けて、

「つまり、ふたりがずっとライバルって言っていたのは」

「一護くんを巡めぐっての」

「恋のライバルってこと」

　感情はごちゃまぜだった。嬉うれしいとか光栄とか畏おそれ多いとか、なんで俺なんだろうとか、どう返事をすればいいんだろうとか、そもそも自分は誰が好きなんだろうとか、思考が四方八方にとっ散らかって、一護の行動は停止した。

　あんぐりと口を開けながら。

「その反応、まさか本当で気づいてなかったとはね」

「てっきり鈍感のフリをしているのかと思ってた」

「ここまでの朴ぼく念ねん仁じん、なかなかいないわよね」

「私のこと忘れてたし」

　平へい坦たんなイントネーションのふたりの冷たい声が一護の胸にグサグサと突き刺さる。

「まあそんなわけで、好きな人の為ために力になりたいって思うのは当然のことでしょ？　しかも、その好きな人がちょっと無む謀ぼうで、かなりの無む茶ちやをしようとしてたら放ほうっておけるはずなんてないじゃない」

「うん。だから、私たちのことを巻き込みたくないとか言い出したら本気で怒るから」

「最後まで絶対に付き合うからね」

　ふたりの目はどこまでも真剣だった。

　それが嬉しくて、ありがたくて、もったいなすぎて、ただただ一護はふたりに感謝する。

「で、ちなみに一護くん。今すぐ回答ってでる？」

「え？　回答、って？」

「今、私たち、一護くんに告白したばかりなのだけど」

「告白されたら、普通は答えを出すものだと思う」

　って、そうだった！　思考と感情が色々と振り切れまくって肝心なことを何一つ返していなかった！

　いや、でも、これ、どうすればいいんだ？

　先輩のことはずっと憧あこがれの存在だったし、めちゃくちゃ美人だって思ってるし、好意を持っているのは間違いなくて。先輩と付き合えるって考えたら心臓はドキドキするし、顔だってニヤける。

　でも、淡あわ雪ゆきは淡雪ですごく可愛かわいくて、思わず守ってあげたくなる魅力を持っている。昔からずっと好意を寄せてくれていて、今でもその好意を真まっ直すぐにぶつけてくれている。

　その想おもいに応こたえてあげたいって感情はあるし、自分の感情的にも好意を持っているのは間違いない。

　っていうか、どっちかを選ぶとなると、必然的にどちらかを拒絶するってことで、それは傷つけてしまうわけで。だから……、

「はあ、その様子じゃすぐに答えなんて出そうにないわね。ま、いきなりふたりから同時に告白されたりしたら、そうなっちゃうのかもしれないけど」

「鈍感の上に優ゆう柔じゆう不ふ断だん」

「それでいて、実は露出狂なんじゃないかって疑いもあるし」

「でも好き」

「ってあんた、なに最後に持ち上げて好感度上げてるのよ！」

　ふたりで漫才のようなやり取りをした後、

「けど、塔を攻略するまでには答えを出してもらうからね。私を選ぶのか、牧まき野のヶが池いけさんを選ぶのか、それともふたりとも選ばないのか」

「私は一いち護ごくんのことを信じてる」

「当然、私も信じてるわ」

　じっと、ふたりの視線が注がれる。

　え、ええと、もしかして、本当の絶体絶命はこれからなんじゃ？

　そんな思考が一護の脳裏に過よぎったのだった。







エピローグ　─代償と宝物─




「あばっ！」

　朝の千せん畳じよう敷じき家のリビングで、一いち護ごのお腹の辺りから一いち衣えの潰つぶれたような声が漏れた。

「もう、いきなり妹を抱きしめようとしないでよ、お兄ちゃん。その気持ちはとっても嬉うれしいけどー」

「いや、別に抱きしめようとしたわけじゃないから」

　そう言いながら一護が一歩さがると、一衣は赤くなった鼻を押さえながら、可愛かわいらしく一護を睨にらんでいた。

「じゃあ、なに？　お兄ちゃん大好きな妹に体当たりするという新しい嫌がらせ？」

「それも違う。ちょっと距離感を誤っただけだよ」

「距離感って、お兄ちゃん、まだ寝ぼけてるの？」

「どうやらそうみたいだ」

「疲れ、溜たまってるの？」

「まあ、それなりには。結構忙しいからな」

　一衣に疲れてないなんて嘘うそをついたところでどうせバレてるので、その辺は正直に答える。

「もう、しょうがないな～。お兄ちゃんにいくら無理しちゃダメだよって言ったところであんまり意味もないし、わかりました！　ここは一衣がお兄ちゃんのために腕を振るおうじゃないですか」

　そう言って一衣は楽しそうに腕まくりをした。

「腕を振るうって？」

「朝ごはん、スタミナたっぷりのメニューにしてあげる。お兄ちゃんの体力が早く回復するように」

「おお、それは楽しみだ」

「うん、任せてくださいなのです！」

　一衣は自分の胸をトン、と叩たたいてからキッチンへと向かっていった。

「……今度は左目か」

　キッチンへ向かう一衣の背中を見ながら一護は小さく呟つぶやいた。

　距離感を誤って一衣にぶつかってしまった理由──それは一護の左目にある。

　朝起きた時から、左目がまったく見えなくなっていたのだ。

「味覚の次は視覚か。覚悟してたけど、実際になってみるとかなり厄やつ介かいだな、これ」

　常に片目を瞑つぶっている状態と同じなわけで、まだ距離感が上う手まく掴つかめていないのだ。今後の生活に間違いなく大きな影響があるだろう。

「けどまあ、左目だけで済んで良かったと思うべきだよな」

　もしこれが両目だったら、色々とアウトだっただろうから。

　淡あわ雪ゆきも無事救えて、三十一階のボスも倒せた。葉は桜ざくらを新しいボスにすることもなかった。その代償が俺の左目の視力だった。

　結果を考えれば悪くない、素す直なおにそう思えた。

「けど、これ以上はさすがに厳しいか」

　これで真名の解放を行うと、現実の世界で五感のうちのどれかを失うということがほぼ確定となったわけで。

　次に使った場合、どの感覚を失ったとしても日常生活に支障が出るレベルで影響が出てしまうだろうから。

　そうなってしまったら、そもそも塔の攻略に行くことさえ不可能になってしまう。

　感覚を三つも失って、一いち衣えや母さんにばれずに生活を送れる自信はない。

　最上階まではあと十九階だ。途中でリタイアすることは避さけないといけない。

「ふんふふふ～ん、ふんふんふ～ん♪」

　キッチンで鼻歌まじりに料理をする最愛の妹の為ためにも絶対に。








　　　　◇◇◇









「おーっす、一いち護ご。今日こそ一緒に昼飯食おうぜー」

　昼休みになり、大だい悟ごが近づいてくる。

「ああ──」

　いいよ、と続けようとした一護の言葉は、後ろから制服を引っ張る力で遮さえぎられた。

　もしかしてと振り返ると、淡雪が無言のまま机の上を指さしていた。

　そこにはお弁当箱が二つ載っている。

「ってお前、まさかっ！」

　一護、淡雪、机の上のお弁当箱、そしてまた一護へと大悟の視線が移動して、大悟の目が細くなる。

「これは、詳しい話を訊きかせてもらいませんとねえ？」

「い、いや、説明って言われても」

　適当に誤ご魔ま化かそうにも証拠品が淡あわ雪ゆきの机の上に並べられている。

　かと言って、昨日淡雪に告られて、で、付き合ってるわけじゃないけど淡雪がお弁当を作ってきてくれて──なんて説明が出来るはずがない。

　そんなことを言ってしまったら目の前にいる大だい悟ごだけでなく、教室中で聞き耳をたてている男子連中から袋ふくろ叩だたきにあうのは間違いないだろう。

　性格的な取っ付きづらさがあるとはいえ、やっぱり淡雪は注目を集める女の子なんだ。

「牧まき野のヶが池いけさんの机の上には弁当箱がふたつ用意してある。そして、牧野ヶ池さんの右手はお前の制服を抓つまんでいる。つまり、これが意味することはなんだ？　ん？」

「だ、だから」

　助けを求めて周囲を見回すけど、そこに助けてくれそうな人は誰もいなかった。

　嫉しつ妬との篭こもった男子生徒たちの視線と、野や次じ馬うま根性丸出しな女子生徒たちの視線。

「一いち護ごくん、はやく一緒にお弁当食べよう。今日は一護くんの好物ばっかり作ってきたから」

　そしてまったく空気を読まない淡雪の発言。

　っていうか、いつの間に好物を調べたんだっ!?

　クラスメイトたちのプレッシャーはますます強くなる。そして、

「一護くん、いるっ!?」

　教室の扉が開き、一護はさらに追い込まれることになる。

「はぁ、はぁ……、どうやら間に合ったみたいね」

　扉の向こうに姿を現したのは葉は桜ざくらで、その手には巾きん着ちやくの袋をふたつ持っている。いかにもお弁当が入っていそうな。

「ちっ」

　後ろで淡雪が舌打ちをした。

　そんな淡雪の姿を見て、葉桜はにんまりと笑みを浮かべた。

　そして一護に向かって巾着袋を掲げてみせると、

「一護くん、今日は私もお弁当を作ってきたわ。一緒に食べましょう」

　誰の目から見ても魅力的なとびっきりの笑顔を浮かべてそんなことを言った。

　ざわつく教室。

　いっきに膨ふくれ上がる男子生徒たちの殺気。

「な、なんで葉桜先輩が千せん畳じよう敷じきに!?　しかもお弁当!?」

「あ、あいつ、淡雪さんだけじゃなくて、葉桜先輩まで。しかもわざわざ俺たちに見せつけるようにして。これは絶対に許せねえよな」

「ちきしょう！　俺も一護くんにお弁当つくってくればよかった」

　聞こえてくる不ふ穏おんな声。

　どうやって教室から逃げたしたのか、一いち護ごの記憶は無い。







　そして、屋上についても殺気はまるで薄れてなかった。むしろ増していると言っても良いくらいだ。

　濃厚な殺気を発しているのはふたり。もちろん葉は桜ざくらと淡あわ雪ゆきだった。

「はい、一護くん、あ～ん」

　葉桜が箸で器用に玉子焼きをつまんで一護の口元へと運ぶ。表情はもちろん笑顔だ。

　律りつ教きよう学がく園えんの男子生徒であれば誰もが羨うらやみ、そして夢見た光景だろう。

　その笑顔からとてつもない殺気さえ放たれていなければ。

　ぱくり、と玉子焼きを口に含み、そして飲み込む。

　残念ながら味はほとんどわからないけど、不思議と美お味いしいような気がした。

　こんな時は味覚を失ったことをちょっと残念に思う。たとえそれがどんな味だったとしても、味わえることだけで幸せを感じることは出来ただろうから。

「どう、一護くん、美味しい？」

「は、はい、美味しいです」

「なら、次は私の番。私の玉子焼きの方が絶対に美味しいから。はい、あーん」

　続けざまに顔の前に差し出されたのは淡雪の箸だ。

　そこには淡雪手作りの玉子焼きが挟まれている。

　奇跡的にと言うか、絶望的にとでも言った方が良いのか、葉桜と淡雪のお弁当のおかずのチョイスはまるっきり同じだった。

　ふりかけご飯、からあげ、ミニハンバーグ、玉子焼き、ポテトサラダ、プチトマト。

　お弁当の定番といえば定番の組み合わせだから被かぶることもあるだろう。けど、全部被るというのは人知を超えた意図があるとしか思えなかった。

　当然、ふたりはムキになった。

　私のお弁当の方が美味しいという張り合いから、じゃあ、一護くんに判定してもらいましょうという一護にとって恐怖の展開になり、さらに何な故ぜかお互いが交互に一護にあ～んで食べさせるという天国と地獄が入り混じった食べさせ方が葉桜、淡雪双方の合意をもって決定され今にいたる。

「ほら、一護くん、遠慮しなくていい。そっちの猫かぶりカマトト女の玉子焼きよりも絶対に美味しいから。はい、あ～ん」

「う、うん」

　ぱくり、と淡雪の玉子焼きを口にふくむ。

　隣で葉桜の殺気が膨ふくらむ。

「どうかな？」

「美お味いしいよ」

「祇ぎ王おう寺じ先輩の玉子焼きとどっちが美味しい？」

「そ、それは」

「遠慮せずに素す直なおな感想を言ってもいいのよ、一いち護ごくん。葉は桜ざくら先輩の愛情たっぷり玉子焼きの方が何倍も美味しいですって」

　まるで目の笑っていない笑顔で葉桜が一護の顔を覗のぞき込む。

「そんなことない。小学校の頃から毎日料理をしてきた私の方が、その女の付つけ焼やき刃ば的な料理よりも絶対に美味しいはず」

　実際、料理の腕で言えば淡あわ雪ゆきの方が上だと思う。見た目と食感だけでしか判断は出来ないけど、淡雪の料理はかなりのものだった。

　かと言って、葉桜の料理が下手かといえばそんなことは全然無く、一般レベルで言えば上手な部類に入るはずだ。

　それに、あの祇王寺葉桜の手料理ってだけで評価は何割か増されてしまうし。

　けど、それを言えば淡雪も同じで。精せい巧こうなお人形さんのように抜群に整った容姿をした美少女の手料理なのだ。それだけで無条件で美味しいって評価をする人もいるだろう。

「ねえ、一護くん」













「どっち？」

　ぐぐぐっとふたりの美少女の顔が近づけられる。

　お弁当を作ってきて貰もらえて、あ～んで食べさせて貰えて、さらに言えば好きだと言って貰えて。

　幸福すぎて、

「どっちのお弁当が」

「一いち護ごくんの好み？」

　地獄だった。

　だって、どっちも出来がいいのは間違いないし、どっちも自分には勿もつ体たい無いくらいに魅力的だし、それを選ぶなんて簡単に出来るはずなんて無いし。

　だから、

「ど、どっちも素す晴ばらしくて、答えなんて出せません！　あえて言うなら両方大好きです！」

　素す直なおな気持ちを実直に吐はき出した。それ以外の答えが見つからなかったのだから。

　葉は桜ざくらと淡あわ雪ゆきが顔を見合わせて、肩を竦すくめる。

「ま、そういう答えだとは思っていたけど」

「一護くんだし」

「私たちを目の前にして順列なんて付けられるはずがないわよね」

「ヘタレな一護くんだし」

「筋金入りの鈍感だしね」

「でも好き」

「だから、最後に好き好きアピールして好感度をアップさせようとするなー！」

　ふたりがワイワイとじゃれあう。

　そんな姿を見て、本当によかったと思う。

　淡雪を助けられて。淡雪を失わなくて。先輩がその責任を背負わずに済んで。

　これから先、塔の攻略が進めばさらに敵が強力に、そして嫌らしくなっていくだろう。

　けど、今後何があっても絶対にふたりは守る。

　そして、すべてが終わった後で、このふたりには自分ができる限りのことをして恩を返す。

　──強く、強く、心の中でそう誓う一護だった。





あとがき




　四ヶ月ぶりのご無沙汰でございます、雨あめ野の智ち晴はれです。

『東京聖塔トウキヨウジグラート』２巻をお手に取っていただきましてありがとうございます。

　さて、『東京聖塔』のテーマのひとつに『何かを得るためには、何かを犠ぎ牲せいにしなければならない』というものがあります。

　日常生活の中でも、欲しいものを買うにはお金を払う必要がありますし、お金を得るための対価として自分の時間を労働力として雇い主に提供していたりするわけです。

　で、作家が作品を書く上で犠牲にしているものは何かと言うと、もちろん時間だったり睡眠だったりするのですが、もっとも犠牲にしているのは羞しゆう恥ち心しん──いや、羞恥心は失っていないので人としての尊厳、になりますかね？

　ほら、創作って基本的には自分の内面をさらけ出す作業ですので、自分が好きなこととか、カッコイイと思っていることか、性せい癖へきとか、本来隠しておきたいようなリビドー的なものが思わず作中ににじみ出てしまうわけです。

　たとえば、東京聖塔を例にしてみると、僕の好きなことはダンボールで鎧よろいを作ってヒーローごっこすることで、カッコイイと思っていることは美少女のピンチに颯爽と全裸になることで、性癖は紳士を気どりながらも合法的に股間をグイグイと女の子に見せつけることになるわけ──って違うしっ！　そんな性癖とかないしっ！

　いや、まあ、結局何が言いたいのかといいますと、最近、僕が作家活動をしているのは何となく知っているけど、どんな業界にいるのかはまるで知らない身近な人たちに「え？　小説とか書いてるの？　じゃあペンネーム教えてよ！　買って読むから。感想も言うね！」と目をキラキラさせながら言われることが多いのですが、こんなあとがきを書いているペンネームとか絶対に教えられないので、どう回答するのが正解なのか誰か教えてくださいということです。

　と、バカなことを書いていたらページが埋まってきたので、謝辞です。

　今回も雰ふん囲い気き抜群な可愛かわいらしいイラストを書いてくださった富とみ岡おか二じ郎ろう先生。下半身だけ裸になった一いち護ごが四人に分身して葉は桜ざくらに襲いかかる、みたいな最低の発注を素敵なイラストに仕上げてくださってありがとうございました。

　その他、担当の神かみ長なが様、編集部の方々、デザインや校閲、営業、書店などの皆様、本当に沢山の方に協力していただき今回も本を出すことが出来ます。心よりありがとうございます。

　そして、この本を買ってくださった貴方！　毎度のことですが本当に感謝しております。今後共お付き合いいただければ幸いです。

　それでは、また次の巻でお会いできることを願いまして。









　著者

　雨野智晴（EDEN'S NOTES）（あめの・ちはれ）

　　株式会社エデンズノーツ所属の雑用係。

　　普段は大人なゲームのシナリオとかも書いたりもしています。最近、ようやくスマホをゲット。しかしまるで使いこなせない現実に驚愕中。フリック入力なんていつまでたっても慣れる気がまるでしないし……。

　　科学の進歩って凄いですね！




　イラスト

　富岡二郎（RED FLAGSHIP）（とみおか・じろう）

　　こんにちは、挿絵担当の富岡二郎です。二巻目も担当させて頂き光栄です。今回も楽しく描かせて頂きました。最近は段ボール鎧をカッコ良く感じてきています。

　　今後も精進致します！

　　http://tomiokajiro.tumblr.com/
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